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本市におきましては，人づくりを推進するための指針である「宮っこ未来ビジョン」を踏

まえ，本市学校教育の理念や基本方針及び基本目標，施策・事業等を明らかにし，豊かな心

と健やかな体をもち，創造性や共生の精神を備えた宮っ子を育む教育活動の展開と，新しい

時代にふさわしい学校づくりを進めることを目的として，平成１８年１月に「宇都宮市学校

教育推進計画」（うつのみや「いきいき学校」プラン）を策定いたしました。 

 

平成１８年度から２８年度までの期間，上記計画に基づき，学校，家庭，地域等が連携し

ながら様々な取組を推進し，知・徳・体のバランスのとれた子供の育成に努めてまいりまし

た。 

 

その検証結果を踏まえ，平成３０年２月には「第２次宇都宮市学校教育推進計画前期計画」

（うつのみや「いきいき学校」プラン）を策定し，家庭，地域，企業との連携・協力を深め，

児童生徒はもちろん，教職員，保護者，地域の方々など，全ての人が自己のよさを生かせる

よう，創意工夫した教育活動や学校運営を展開するとともに，生涯学び続けていく上で基盤

となる知・徳・体のバランスのとれた力を身に付け，未知の状況においても課題を克服でき

るという自信と，自らの夢の実現や社会貢献を指向する志をもち，将来，他者と協働して困

難を乗り越え，よりよい社会を創り，これを支える自覚と責任をもった児童生徒の育成に努

めてまいりました。 

 

その後，Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０の到来や新型コロナウイルス感染症の全世界的な流行など，

社会が急速に変化する中，学習指導要領の改訂，学校における働き方改革の推進，ＧＩＧＡ

スクール構想など，学校教育を取り巻く状況は大きく変化していることから，これからの社

会の変化を見通し，本市が目指す「スーパースマートシティ」を踏まえ，その原動力である

「人づくり」をより一層推進させることが求められています。 

 

こうしたことから，今後の学校の在り方等を明確にし，本市の子供たちが，これからの社

会を担うために必要となる資質・能力を確実に身に付けられるよう，「第２次宇都宮市学校教

育推進計画前期計画」を見直し，後期計画を策定することとなりました。 

 

 

第１章  計画の概要 

１ 計画策定の目的 



第１章 計画の概要 

 2

 

                     

この計画は，本市の基本計画である「第６次宇都宮市総合計画」の分野別計画「『子育て・

教育の未来都市』の実現に向けて」のうち，「確かな自信と志を育む学校教育を推進する」に

基づく計画であるとともに，「うつのみや人づくりビジョン（宮っこ未来ビジョン）」の考え

方や方向性を受ける本市学校教育分野の基本となる計画です。 
また，地域教育推進計画，文化振興基本計画，スポーツ推進計画とともに，本市の教育振

興計画として位置付けられる四つの計画の一つであり，学習指導要領，中央教育審議会答申

等を踏まえた，本市学校教育の充実向上に関する計画です。 

ＳＤＧｓの達成への貢献としては，主に，目標３，目標４，目標６，目標９，目標１０，

目標１１の達成に貢献します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

２ 計画の位置付け 

＜学校教育分野＞    ＜社会教育分野＞     ＜文化分野＞    ＜スポーツ分野＞ 

宮っこ未来ビジョン 

中 教 審 答 申 等 

宇都宮市 
学校教育推進計画 

第６次宇都宮市総合計画改定基本計画 

目指すまちの将来像「スーパースマートシティ」 

学 習 指 導 要 領 

宇都宮市 
地域教育推進計画 

宇都宮市 
文化振興基本計画 

宇都宮市 
スポーツ推進計画 

学
校
健
康
教
育
推
進
計
画 

「
う
つ
の
み
や
元
気
っ
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

教育振興基本計画 

宇都宮市教育振興計画 

特
別
支
援
教
育
基
本
計
画 

「
う
つ
の
み
や
子
ど
も
か
が
や
き
プ
ラ
ン
Ⅱ
」 

 外国人児童生徒教育推進計画に

ついては，計画策定当時の所期の

目的を達成したことから，各種施

策・事業等を宇都宮市学校教育推

進計画の中で一体的に取り扱いま

す。 
 詳しくは，Ｐ.１０３～Ｐ.１０５

をご覧ください。 

学
校
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
基
本
計
画 
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この計画は，宇都宮市立の小学校及び中学校における学校教育全般を対象とします。 

なお，学校教育の充実向上に係る家庭，地域，企業等との連携・協力などの内容を含みま

す。 

 

 

                       

 

２０１８（平成３０）年度から２０２７（令和９）年度までの１０か年計画であり，２０

２２（令和４）年度に，前期計画を見直し後期計画を策定しました。 

    今後，大幅な制度改革などの変化があった場合などには，必要に応じて見直しを図ります。 
 

 

 
  
    本計画は，第１章から第７章で構成しています。 
    第１章では，計画策定の目的，計画の位置付け，計画の対象，計画の期間，計画の構成に

ついて示しています。 
    第２章では，学校教育を取り巻く社会情勢や国・県・市の教育施策の動向等について示し

ています。 
    第３章では，「第２次宇都宮市学校教育推進計画前期計画」の評価や本市学校教育の基盤

となる制度である「小中一貫教育・地域学校園」（以下，「小中一貫教育・地域学校園」制度）

の評価について示しています。 
    第４章では，本市における学校教育の課題や本計画と関連する計画，制度等との関係の整

理について示しています。 
    第５章では，本計画の基本理念と基本目標，基本目標を達成した学校や児童生徒の姿を「目

指す姿」として示しています。 
    第６章では，基本目標の実現を目指して今後５年間で取り組む施策・事業とその指標を示

しました。 
    第７章では，計画の推進にあたり，進行管理の方法や本計画と関連する計画，制度等の内

容について示しました。 

３ 計画の対象                   

４ 計画の期間                   

５ 計画の構成    
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第２章 学校教育を取り巻く状況  

 

   

これからの学校教育の在り方を考える上では，子供や学校を取り巻く社会情勢と，それに伴

って必要となる対応を的確に捉えておく必要があります。 

 

 

人口減少社会の到来 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバル社会の進展 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報社会・科学技術の進展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校教育を取り巻く社会情勢 

少子化の更なる進行の中で，子供の集団生活の体験や親の子育て経験の不足などが懸念さ

れており，子供たちに社会性やがまん強さなどを身に付けさせることや，家庭・地域の教育

力が発揮されることが求められています。また，本格的な高齢社会を迎え，互いにつながり

合う社会を築いていくとともに，人口減少が進む中においては，子供たちに将来の社会の担

い手となる力を育むことが重要になっています。 

大量の資本や人，商品などが国境を越えて移動するグローバル化が一層進行し，様々な国の

人々や文化と接する機会が増えるとともに，国際競争と国際分業が加速しています。また，予

測のつかない地球規模の課題も生じています。このような社会では，多様性を尊重するととも

に，自国の伝統や文化を尊重しつつ，多様な他者と協働しながら目標に向かって挑戦する力

や，国際共通語である英語によるコミュニケーション能力などが求められています。 

人工知能（ＡＩ），ビックデータ，ＩｏＴ，ロボティクス等の先端技術が高度化してあらゆ

る産業や社会生活に取り入れられたＳｏｃｉｅｔｙ５.０時代が到来しつつあり，さらに，新

型コロナウイルス感染症拡大が，社会のデジタル化，オンライン化を大きく促進させたことか

ら，ビックデータの活用（教育データの利活用）などを含め，社会全体のデジタルトランスフ

ォーメーション（ＤＸ）が一層加速される中で，これからの学校教育を支える基盤的なツール

として，ＩＣＴはもはや必要不可欠なものであることを前提として，学校教育の在り方を検討

していく必要があります。 
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持続可能な社会づくりへの対応 

 

 

 

 

 

 

 

選挙権年齢及び成年年齢の引き下げ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
文部科学省 指導資料「『主権者として求められる力』を子供たちに育むために」（令和４年９月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際連合が平成２７（２０１５）年に設定した持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）などを踏ま

え，自然環境や資源の有限性，貧困，イノベーションなど，地域や地球規模の諸課題について，

子供一人一人が自らの課題として考え，持続可能な社会づくりにつなげていく力を育むことが

求められています。 

平成２７年の公職選挙改正により，選挙権年齢が引き下げられ，児童生徒に対する政治への

参加意識を高めるための指導の充実などが一層求められています。また，令和４年に，成年年

齢が引き下げられ，消費者教育の充実などがより一層求められています。 
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子供たちの多様化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員における長時間勤務の常態化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響と新たな感染症や災害への備え 

 

 

 

 

 

我が国の１８歳未満の子供の相対的貧困率は１３.５％であり，７人に１人の子供が相対的

貧困状態にあるとされています。毎日の衣食住に事欠く「絶対的貧困」とは異なるものの，経

済的困窮を背景に教育や体験の機会に乏しく，地域や社会から孤立し，様々な面で不利な状況

に置かれてしまう傾向にあると言われています。 

また，家族にケアを要する人がいる場合に，大人が担うようなケア責任を引き受け，家事や

家族の世話，介護，感情面のサポートなどを行っている１８歳未満の子供（ヤングケアラー）

について，令和２・３年度に行われた「ヤングケアラーの実態に関する調査研究」では，世話

をしている家族が「いる」と回答した児童生徒の割合は，小学６年生で６.５％，中学２年生

で５.７％と報告されている中，困難な状況にある児童生徒を把握し，支援する必要がありま

す。 

教職員の長時間勤務の状況は深刻であり，特に近年の大量退職・大量採用の影響等により，

教職員の世代交代が進み，若手の教職員が増えてきた結果，経験の少なさ等から，中堅・ベテ

ラン教職員と比べて勤務時間が長くなってしまったことや，総授業時数の増加，部活動の時間

の増加などにより，平成２８年度の教員勤務実態調査によると，平均すると小学校では月に約

５９時間，中学校では月に約８１時間の時間外勤務がなされていると推計されています。こう

した長時間勤務も一つの要因として考えられる，公立学校の教育職員の精神疾患による病気

休職者数についても，全国ではここ数年５，０００人前後で推移していることから，学校にお

ける教職員の働き方改革を一層推進していく必要があります。 

小・中・高等学校におけるいじめの認知件数や重大事態の発生件数，暴力行為の発生件数，

不登校児童生徒数はいずれも増加傾向にあります。いじめの認知件数の増加は，いじめを初期

段階のものも含めて積極的に認知し，その解消に向けた取組のスタートラインに立っている

とも評価できますが，いじめの重大事態の発生件数の増加は，憂慮すべき状況にあります。ま

た，児童相談所における児童虐待相談対応件数についても増加傾向にあることや，児童生徒の

自殺も後を絶たず，極めて憂慮すべき状況にある中，これらの状況に早急に対応し，児童生徒

が安心して生活することができるような環境を整えることが求められています。 

新型コロナウイルス感染症が収束した後であっても，今後起こり得る新たな感染症や災害

等の緊急事態に備えるために，教室環境や指導体制等の整備を行うとともに，学校においては

平常時から児童生徒や教職員がＩＣＴを積極的に活用するなど，非常時における子供たちの

学習機会の保障に向けた取組が求められています。 
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○ 変化の激しい社会を生きるために必要な，知・徳・体のバランスのとれた力である

「生きる力」の育成  
○ 学校と家庭，地域が連携・協働する「社会に開かれた教育課程」の実現 
○ 学校教育の改善・充実の好循環を生み出すカリキュラム・マネジメント 
○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 
○ 「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三

つの資質・能力の育成 
○ 全ての学習の基盤となる資質・能力である言語能力や情報活用能力などの育成 
○ 現代的な諸課題に対応するために一層求められる資質・能力である，健康・安全に

関する力，主権者として求められる力，持続可能な社会をつくる力，多様な他者と協

働しながら目標に向かって挑戦する力などの育成 
○ 外国語教育の強化（小学校英語の教科化） 
○ 豊かな心の涵養（道徳の特別教科化） 
○ キャリア教育の充実 
○ プログラミング教育の導入 
○ インクルーシブ教育システムの構築を目指す特別支援教育 

〔方針１〕 夢と志を持ち，可能性に挑戦するために必要となる力を育成する 
〔方針２〕 社会の持続的な発展を牽引するための多様な力を育成する 
〔方針３〕 生涯学び，活躍できる環境を整える 
〔方針４〕 誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットを構築する 
〔方針５〕 教育政策推進のための基盤を整備する 

 

 

第３期教育振興基本計画について 

平成３０年に，第３期教育振興計画が策定され，生涯にわたる「可能性」と「チャンス」

の最大化に向けた視点と，教育政策を推進するための基盤に着目し，五つの方針と２１の

目標により取組を整理しています。 

 

 

 

 

 

学校における働き方改革の推進 

令和元年の臨時国会において，「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン」

を「指針」に格上げすること等を内容とする「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与

等に関する特別措置法の一部を改正する法律」が令和元年１２月４日に成立，同月１１日

に公布され，各地方公共団体においては，同法改正等を踏まえ，条例や教育委員会規則等

の整備を進めています。学校における働き方改革を着実に推進していくことにより，教職

員が子供たちに対して真に必要な教育活動を効果的に行うことができる環境づくりに大き

く寄与することが期待されています。 

 

新学習指導要領の全面実施について 

平成２８年１２月の中央教育審議会答申に基づき，平成２９年に新たに学習指導要領が

公示され，小学校では令和２年度，中学校では令和３年度に全面実施されました。 

本学習指導要領においては，子供たちの課題を踏まえた上で，２０３０（令和１２）年

頃の社会の在り方を見据え，改訂の基本的な考え方として以下のことを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 国・県・市の教育政策の動向 

⑴ 国の教育政策の動向 
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⑴ 学校教育の質と多様性，包摂性を高め，教育の機会均等を実現する 
⑵ 連携・分担による学校マネジメントを実現する 
⑶ これまでの実践とＩＣＴとの最適な組合せを実現する 
⑷ 履修主義・修得主義等を適切に組み合わせる 
⑸ 感染症や災害の発生等を乗り越えて学びを保障する 
⑹ 社会構造の変化の中で，持続的で魅力ある学校教育を実現する 

〔基本的な考え方〕 
 ・ 我が国のどの地域で生まれ育っても，知・徳・体のバランスのとれた質の高い義務教

育を受けられるようにする 
 ・ 各地域における小中一貫教育の取組が進展しつつある中，９年間を通した教育課程，

指導体制，教師の養成等の在り方について一体的に検討を進める必要がある 
 ・ 学校いじめ防止基本方針の実効化 
 

ＧＩＧＡスクール構想の実現 

令和元年に示された「新しい時代の初等中等教育の在り方 論点取りまとめ」を踏まえ，

令和元年度補正予算において，児童生徒向けの１人１台端末と，高速大容量の通信ネット

ワークを一体的に整備するための経費が盛り込まれ，ＧＩＧＡスクール構想を進めていく

こととなりました。 

さらに，新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえて編成された令和２年度１次補

正予算では，ＧＩＧＡスクール構想の加速のための予算が計上され，令和時代における学

校の「スタンダード」として，学校における高速大容量のネットワーク環境（校内ＬＡＮ）

の整備を推進するとともに，令和２年度中に全学年の児童生徒１人１台端末環境を整備す

ることを目指し，家庭への持ち帰りを含めて十分に活用できる環境の整備を図ることとな

りました。 

このＧＩＧＡスクール構想の実現により，災害や感染症の発生等による学校の臨時休業

などの緊急時においても不安なく学習を継続できることはもとより，これまでの実践と，

ＩＣＴの活用を適切に組み合わせていくことで，これからの学校教育を大きく変化させ，

様々な課題を解決し，教育の質を向上させることが期待されています。 

 

 

 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して 

   令和３年１月の中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して ～全

ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」において

は，全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びを実現するた

めの改革の方向性について以下のように示しています。 

 

 １ 「令和の日本型学校教育」の構築に向けた今後の方向性 
 

 

 

 

 

 

 

 

２ ９年間を見通した新時代の義務教育の在り方について 
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〔基本目標Ⅰ〕 学びの場における安全を確保する 

〔基本目標Ⅱ〕 一人一人を大切にし，可能性を伸ばす 

〔基本目標Ⅲ〕 未来を切り拓く力の基礎を育む 

〔基本目標Ⅳ〕 自分の未来を創る力を育む 

〔基本目標Ⅴ〕 豊かな学びを通して夢や志を育む 

〔基本目標Ⅵ〕 教育の基盤を整える 

 「教育進化のための改革ビジョン」について 

   平成４年２月に，文部科学省から初等中等教育段階の教育政策の改革方針を示すものと

して「教育進化のための改革ビジョン」が公表されました。 

１ ２つの基本理念 

 ・ 誰一人取り残さず個々の可能性を最大限に引き出す教育 

 ・ 教職員が安心して本務に集中できる環境                                                                       

２ ４つの柱 

  ・ 「リアル」×「デジタル」の最適な組合せによる価値創造的な学びの推進 

  ・ これまでの学校では十分な教育や支援が行き届かない子供への教育機会の保障 

  ・ 地域の絆を深め共生社会を実現するための学校・家庭・地域の連携強化 

  ・ 教職員が安心して本務に集中できる環境整備 

 

 

こども基本法について 

国においては，日本国憲法及び児童の権利に関する条約の精神に則り，次代の社会を担う

全てのこどもが，生涯にわたる人格形成の基礎を築き，自立した個人としてひとしく健やか

に成長することができ，こどもの心身の状況，置かれている環境等にかかわらず，その権利

の擁護が図られ，将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現を目指して，こ

ども政策を総合的に推進することを目的とした「こども基本法案」を国会で可決成立し，令

和５年４月１日から施行される予定となっています。 

 

 

 

 

栃木県教育振興基本計画２０２５ －とちぎ教育ビジョン－について 

令和３年に，「栃木県教育振興基本計画２０２５－とちぎ教育ビジョン－」が策定され，

基本理念「とちぎに愛情と誇りをもち 未来を描き ともに切り拓くことのできる 心豊

かで たくましい人を育てます」や基本目標の実現に向け，２０の基本施策について５年

間で取り組んでいく主な内容を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 県の教育政策の動向 
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第６次宇都宮市総合計画改定について 

本市においては，平成３０年３月に「第６次宇都宮市総合計画」を策定し，「輝く人の和

つながるまちの環 魅力と夢の輪 うつのみや」の実現に向けて，基本方向の一つとして

「子育て・教育の未来都市」を掲げ，各施策・事業に取り組んできたところでありますが，

Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０やデジタルトランスフォーメーション等のＩＣＴを取り巻く環境の

変化，ＳＤＧｓの達成に向けた持続可能なまちづくりの要請などの社会潮流のほか，新型

コロナウイルス感染症の影響や台風などの自然災害の激甚化・多様化などの社会経済環境

の変化等を踏まえ，「将来のうつのみや像」を実現する実効性のある計画とするため，総合

計画を改定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「スーパースマートシティ」の構成イメージ 

⑶ 市の教育政策の動向 
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『宮っこ未来ビジョン』（平成１７年９月）においては，「少年期の学び」「少年期の問題点」

及び「小・中学校の役割」を以下のように捉えています。 

 

 

少年期（おおむね６～１５歳未満）の学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の少年期における主な問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学校の主な役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夢と希望と自信をはぐくむ】 

家族との人間関係から学校・家庭での人間関係へと広がりを見せる時期です。 

この時期には，仲間と協力していく手法を習得したり，知的で好奇心旺盛な活動によ

り，試行錯誤しながらも主体的に物事に取り組み，自力解決する力を身に付けたりする

ことで，自分への信頼や自己肯定感を深めることが大切です。 

また，自分への信頼や自己肯定感をもとに，未来に夢と希望をもって，様々なことに

挑戦していく時期でもあります。 

・ よりよい人間関係を形成する力が低下しています。 

・ 進んで学んだり，活動したりする意欲が低下しています。 

・ 我慢する力や粘り強く物事に取り組む姿勢が不足しています。 

・ 体力が低下しています。 

・ 確かな学力や豊かな人間性，健康・体力などの「生きる力」の育成に努めます。 

・ 社会や周囲の人々に配慮した判断力や自律心を身に付けさせます。 

・ 奉仕活動などの社会体験を通して，奉仕の精神や職業観・勤労観の育成に努めます。 

・ 乳幼児や高齢者等との交流により，生命尊重の気持ちをもたせる教育を充実させま

す。 
・ スポーツに積極的に取り組む姿勢と「食」に関する自己管理能力の育成に努めます。 

３ 少年期の課題と学校教育の役割（宮っこ未来ビジョンより） 
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第３章 本市の小・中学校の現状  
 

 
 
本市の学校教育の現状を明らかにするため，平成２９年度に策定した「第２次宇都宮市学校

教育推進計画前期計画」の指標に基づいて，策定前の平成２８年度と現在のデータの比較によ

り，計画の評価を行いました。（詳細なデータについては，「資料編」を参照ください。） 

 

前期計画の主な指標に基づく評価 

 

 基本目標１ 成長し続けるための基盤を培う  

 

① 全国学力・学習状況調査における中３生徒の正答率（国語，数学）の全国平均との比較に

おいては，全国平均を上回る状況にあり，児童生徒の学力が定着している状況が見られてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

１ 「第２次宇都宮市学校教育推進計画前期計画」の評価 

※令和２年度は，新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止 

〔Ｐ〕 

目標値：＋1.8Ｐ

② 「学習に対して自分から進んで取り組

んでいる」に肯定的回答をした中３生徒

の割合は着実に増加しており，生徒は自

ら進んで学習に取り組んでいると考えら

れます。 

目標値：８５．８％ 

〔％〕 
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③ 「誰に対しても思いやりの心をもって

接している」に肯定的回答をした中３生

徒の割合は着実に増加しており，生徒は

思いやりの心をもって生活していると考

えられます。 

目標値：９５．０％ 
〔％〕 

④ 「自分やみんなのためになることは，つらいことでもがまんしてやろうとしている」に

肯定的回答をした中３生徒の割合は，令和元年度をピークに減少しており，生徒は困難を

乗り越えるために粘り強く取り組むことが難しくなっていると考えられます。 

⑤ 全小・中学校からの教育長奨励賞の申

請人数（延べ人数）は着実に増加してお

り，各学校において，認め励ます教育が

積極的に推進されている状況が見られま

す。 

目標値：１４，５６８人 
〔人〕 

⑥ 新体力テストの総合評価における

中３生徒の「（Ａ＋Ｂ）－（Ｄ＋Ｅ）」

率は，女子は増加傾向にあるものの，

男子は減少傾向にあるなど，児童生

徒の体力向上に向けた取組が必要で

あると考えられます。 

男子目標値：４０．０％ 

女子目標値：５０．０％ 

〔％〕 

目標値：８８．２％ 

※「（Ａ＋Ｂ）－（Ｄ＋Ｅ）」率 … 新体力テストの

総合評価は，A 段階から E 段階までとなってい

る。その総合評価について，上位の結果（A＋B）

となった生徒の割合から，下位の結果（D＋E）

となった生徒の割合を引いたもの。 

〔％〕 
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⑦ 「好き嫌いしないで食べている」に肯

定的回答をした中３生徒の割合は着実に

増加しており，生徒は好き嫌いなく食事

をしていると考えられます。 

目標値：８８．０％ 

〔％〕 

⑧ 「将来の夢や目標をもっている」に肯

定的回答をした中３生徒の割合はやや減

少しており，生徒が将来に対する夢や目

標をもつことが難しくなっていると考え

られます。 

目標値：８３．７％ 
〔％〕 

⑨ 「自分のよさを人のために生かしたい

と思う」に肯定的回答をした中３生徒の

割合は着実に増加しており，生徒は自分

のよさを人のために生かそうとしている

と考えられます。 

目標値：９０．３％ 

〔％〕 

⑩ 「グループなどの話合いに自分から進

んで参加している」に肯定的回答をした

中３生徒の割合は着実に増加しており，

生徒はグループなどの話合いに自分から

進んで参加していると考えられます。 

目標値：８５．３％ 

〔％〕 
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 基本目標２ 未来を生き抜く力を養う  

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 英検３級程度の英語力を有する中３生

徒の割合はほぼ横ばい傾向となってお

り，英語力の向上に向けた取組に課題が

見られます。 

目標値：５６．０％ 
〔％〕 

② 授業の半分以上を英語で行っている 
中学校教員の割合は着実に増加してお

り，生徒が英語を使ってコミュニケーシ

ョンを行う機会が増加しています。 

目標値：８２．６％ 

〔％〕 

③ 「宇都宮市の『よさ』を紹介できる」

に肯定的回答をした中３生徒の割合は着

実に増加しており，郷土愛の醸成が図ら

れていると考えられます。 

目標値：６５．８％ 

④ 「調べたことをコンピュータを使って

まとめることができる」に肯定的回答を

した中３生徒の割合は目標値を大きく上

回っており，デジタル機器の活用が進ん

だことにより，生徒の情報活用能力の育

成が図られていると考えられます。 

目標値：５６．２％ 

〔％〕 

〔％〕 
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⑤ 「お年寄りに感謝の気持ちをもってい

る」に肯定的回答をした中３生徒の割合

はほぼ横ばい傾向ですが，およそ９割の

生徒が肯定的回答をしていることから，

生徒は高齢者に対して感謝の気持ちをも

っていると考えられます。 

目標値：９２．５％ 

〔％〕 

⑥ 「社会で問題になっていることについ

て，どうすればよいかを考えたことがあ

る」に肯定的回答をした中３生徒の割合

は着実に増加しており，社会で問題にな

っていることに気付き，解決に向けて関

わろうとする生徒が増えていると考えら

れます。 

目標値：７８．４％ 

〔％〕 
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 基本目標３ 多様な児童生徒の状況に応じた指導・支援を行う  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  ② 不登校により年間３０日以上欠席した児童生徒の割合は増加傾向にあり，不登校児童生徒

の個々の状況に応じた指導・支援の充実が必要な状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

③ いじめの認知件数（１，０００人あたり）は，中学校では減少傾向にあり目標値を達成し

ていますが，小学校では増加傾向にあり，目標達成には至っていない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

① 一人一人の教育的ニーズを把握し，実

態に応じた指導を実践している教職員の

割合は目標値を達成しており，教職員は

児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握

し，実態に応じた指導を実践しています。 

目標値：９９．０％ 

〔％〕 

〔％〕 

中学校目標値：３．１９％ 

小学校目標値：０．４７％ 

中学校目標値：１３．０％ 

小学校目標値：６．３％ 

〔％〕 
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④ 中学校でのいじめの解消率は，ほぼ横

ばい傾向ですが，９割以上のいじめが解

消されていることから，いじめに対して

適切な対応ができている状況です。 

目標値：１００％ 
〔％〕 

⑤ 日本語指導において，初期指導段階の

児童生徒のうち，１年以上の日本語指導

を受け，初期指導段階から上昇した児童

生徒の割合は，目標達成には至っていな

い状況です。 

目標値：７５．２％ 
〔％〕 

⑥ 「学校は，活気があり，明る

く生き生きとした雰囲気であ

る」に肯定的回答をした保護

者，児童生徒の割合は，ほぼ横

ばい傾向ですが，およそ９割の

生徒が肯定的回答をしている

ことから，生徒は安心して学校

生活を送っていると考えられ

ます。 

目標値：９２．８％ 

〔％〕 

目標値：９５．０％ 

※「いじめ解消率」 … いじめが「解消してい

る」状態とは，少なくとも次の二つの要件が満

たされている必要があります。 
① いじめに係る行為が止んでいること（少

なくとも 3 か月を目安として相当の期間止

んでいる状態が継続していること） 
② 被害者児童生徒が心身の苦痛を感じてい

ないこと 

※ 対象者が少ない等の影響により，経年

比較が難しいことから，指標の設定を

見直す必要があります。 



第３章 本市の小・中学校の現状 

19 

 基本目標４ 信頼される教職員を育て，学校のチーム力を高める  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 「教職員は，分かる授業や児童生徒に

きめ細かな指導を行い，学力向上を図っ

ている」に肯定的回答をした児童生徒，

保護者の割合は目標値を達成しており，

約９０％に達しています。教職員が分か

る授業やきめ細かな指導を行っていると

考えられます。 

目標値：８９．５％ 

〔％〕 

② 研究授業を年間４回以上実施した小・

中学校の割合は減少傾向にあり，目標達

成には至っていない状況です。 

目標値：８５．２％ 

〔％〕 

③ 「学校に関わる職員全員がチームとな

り，協力して業務に取り組んでいる」に

肯定的回答をした教職員の割合は若干減

少しており，目標達成には至っていない

状況です。 

目標値：９５．０％ 〔％〕 

④ 学校における働き方改革の一助となる

学校リフレッシュデーを月１回以上設定

している学校の割合は目標値を大きく上

回り，全ての小・中学校が設定していま

す。 
目標値：４７．２％ 

〔％〕 

※Ｒ１に指標を変更 
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 基本目標５ 地域とともにある学校づくりを進める  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

① 「学校は『小中一貫教育・地域学校園』

の取組を行っている」に肯定的回答をし

た保護者，地域住民の割合がおよそ９割

であることから，「小中一貫教育・地域学

校園」の取組が適切に行われていると考

えられます。 

目標値：９２．６％ 

〔％〕 

② 「学校は，家庭・地域・企業等と連携

して，教育活動や学校運営の充実を図っ

ている」に肯定的回答をした保護者，地

域住民の割合がおよそ９割であることか

ら，家庭・地域・企業等と連携した教育

活動や学校運営が行われていると考えら

れます。 

目標値：９５．０％ 
〔％〕 

③ 児童と園児の交流と教職員間の相互理

解の活動等を実施している学校の割合

は，新型コロナウイルス感染症拡大の影

響を受けて大きく減少するなど，小学校

と幼児教育施設の教職員同士の相互理解

やカリキュラムの接続に向けた取組に課

題が見られます。 

目標値：９８．０％ 〔％〕 
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 基本目標６ 新しい時代にふさわしい教育環境を整える  

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜参考＞教職員の年齢構成 

 

現在勤務する教職員において最も割合が高い年齢層は５５～５９歳であり，令和２年度～６

年度に退職のピークを迎える状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市教職員の年齢構成（令和３年５月現在） 

① 学校のトイレの洋式化率は大きく増加

し，目標値を達成しています。快適な学

校施設の整備が推進されています。 
目標値：５５．０％ 

〔％〕 

② 「インターネットやパソコンを利用し

て，学習に関する情報を得ている」に肯

定的回答をした中３生徒の割合は大きく

増加し，目標値を達成しています。学校

のデジタル化が推進されていると考えら

れます。 

目標値：７２．０％ 

〔％〕 
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本市学校教育の基盤となる仕組みである「小中一貫教育・地域学校園」制度について，平成

２４年度の全市実施からこれまでの成果等を明らかにした上で，「第２次宇都宮市学校教育推進

計画後期計画」の基盤となる制度として関係を整理するため，令和３年度に制度の検証・見直

しを実施しました。以下は，制度の検証において，指標の状況や各地域学校園からの意見を基

に，各取組の状況を評価した結果の概要です。 

各取組の状況 

  制度における取組は各地域学校園において着実に実施され，小・中学校の連携による義務教

育９年間を通した系統的な指導や，地域の教育資源を活用した特色ある教育活動によって，次

のような成果が見られました。なお，以下は検証実施時の制度における基本方針に基づく視点

でまとめています。 

 学力保障について  

小・中学校が連携して学力向上を目指す取組が定着し，義務教育修了段階の生徒の状況に指

導の成果が顕著に表れています。また，教科等横断的教育活動（「宮・未来キャリア教育」「宮

っ子心の教育」「元気アップ教育」）において，４・３・２制を生かした指導が推進されました。 

〔中３生徒の各種調査結果〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「小中一貫教育・地域学校園」制度の評価 

「先生方の授業は分かりやすく，一人一人に
丁寧に教えてくれる」の肯定的回答の割合 

70.8

81.9

70

75

80

85

H23 R1

〔％〕 

「自分のよさを人のために生かしたいと思う」
の肯定的回答の割合 

86.6
89.5

80

85

90

95

H26 R1

〔％〕 

「誰に対しても，思いやりの心をもって 
接している」の肯定的回答の割合 

85.9

93.9

80

85

90

95

H23 R1

〔％〕 

「うつのみや元気っ子健康体力チェック」に
おけるＥ段階の生徒の割合 

4.2

1.7

0

2

4

6

H23 R1

〔％〕 

「好ききらいをしないで食べている」の 
肯定的回答の割合 

77.3

82.3

70

75

80

85

H23 R1

〔％〕 

「学習内容定着度調査」(数学)における 
正答率 50％未満の生徒の割合 

13.1

8

0

5

10

15

H23 R1

〔％〕 

.0 

「うつのみや学校マネジメントシステム」 

「学習と生活についてのアンケート」 「学習と生活についてのアンケート」 

「学習と生活についてのアンケート」 

「学習内容定着度調査」 

「うつのみや元気っ子健康体力チェック」 
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 学校生活適応について  

生活のきまりに関する小・中学校が連携し

た指導などにより，中１生徒の中学校生活へ

の適応が図られたとともに，小・中学生の交

流などによって小学校児童の中学校生活への

不安軽減が図られ，中１ギャップの解消に一

定の成果が見られました。また，不登校の状

況にある児童生徒への支援や，いじめ防止対

策を含む児童生徒指導についての情報共有な

どが行われ，小・中学校が連携した対応の充

実が図られました。 
 

 教職員の相互理解について  

  乗り入れ授業により，学習指導や児童生徒

の状況に係る相互理解が図られました。また，

「小中一貫の日」に実施した会議などにおい

て情報交換が計画的に実施されました。 
 

 

 

 地域の教育力の活用等について  

  各学校において，地域の教育力を生かした

教育活動が推進されました。また，小・中学生

の地域行事への参加により，社会性や地域へ

の愛着などが育まれました。 
 

 

参考：制度におけるこれまでの取組 

「９年間の系統性を生かしたカリキュラムの実施」 「小学校高学年の教科担任制」 

「小学校６年生の進学先中学校訪問」 「小・中学生の交流活動」 「『小中一貫の日』の設定」 

「地域学校園教職員研修」 「中学校教員の小学校への乗り入れ授業」 

「小学校教員の中学校への乗り入れ授業」 「地域の教育力を生かした教育活動」 

「魅力ある学校づくり地域協議会の連携」 「小中一貫教育推進主任の設置」 

 

一方，取組の状況や国・県の教育施策の動向を踏まえ，各教科等における４・３・２制によ

る指導計画の効果的な活用，不登校数の増加を踏まえた取組の充実，小・中学校教職員が参加

する授業研究の更なる推進，幼児教育施設と小学校の連携における本制度の枠組みの活用など

が現在の課題であり，検討の必要性があることが明らかになりました。 

 

検証結果を踏まえた制度の見直しについては，本冊子「第７章 計画の推進にあたって」の

Ｐ.９５～１００において示しています。 

同一児童生徒における小６時と中１時に「学校生活
に満足している」に肯定的に回答した割合 

87.8
88.9

83.9

87.4

82

84

86

88

90

H23-H24 H30-R1

小６ 中１

－3.9 

－1.5 

〔％〕 

91.1

100

65 68
60

70

80

90

100

小学校 中学校

本市

全国

「近隣等の小学校（中学校）と，教科の接続や教科に
関する共通の目標設定など，教育課程に関する共通の
取組を行った」（R1）に肯定的に回答した学校の割合 

26.1 32 

〔％〕 

「学校は，家庭，地域，企業等と連携・協力して，教
育活動や学校運営の充実を図っている」に肯定的に回
答した地域住民の割合 

88.6

96.2

85

90

95

100

H23 R1

〔％〕 

「全国学力・学習状況調査」（学校質問紙） 

「うつのみや学校マネジメントシステム」 

「学習と生活についてのアンケート」 
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学校の現状や児童生徒の実態を把握し，各学校におけるＰＤＣＡサイクルを円滑に実施する

ために行う，「学校マネジメントシステム」のアンケート調査において，令和元年度と令和３年

度の結果を比較すると，「第２次宇都宮市学校教育推進計画前期計画」における施策・事業の成

果が顕著に表れているものがあります。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

３ 学校マネジメントシステム アンケート調査から 

① 「児童生徒は，宇都宮の良さを知っ

ている」に肯定的回答をした児童生

徒，保護者の割合（％） 

〔％〕 

② 「児童生徒は，ＩＣＴ機器や図書等

を学習に活用している」に肯定的回答

をした児童生徒，保護者の割合（％） 

③ 「児童生徒は，『持続可能な社会』

について，関心をもっている」に肯定

的回答をした児童生徒の割合（％） 

④ 「教職員は，不登校を生まない学級

経営を行っている」に肯定的回答をし

た児童生徒，保護者の割合（％） 

〔％〕 

〔％〕 

〔％〕 
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第４章 本市における学校教育の課題等の整理 
 

 

 

 

第３章で述べてきた内容等を踏まえ，本市学校教育を推進する上での課題について，以下

のように整理しました。 

 

〔基本目標①〕成長し続けるための基盤を培う 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔基本目標②〕未来を生き抜く力を養う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図るととも

に，１人１台端末などのデジタル機器の効果的な活用や学習データの効果

的な活用を探りながら，質の高い学びの実現を図る必要があります。 
・ 小学校高学年における教科担任制の実施方法等について検討するなど，

導入に向けた取組を推進する必要があります。 
・ 体育・保健体育における指導を一層充実させるとともに，各種検定の実

施や外遊びを奨励するなど，教育活動全体を通して児童生徒の運動機会を

創出する必要があります。 
・ 「宮・未来キャリア・パスポート」の更なる活用など，将来の夢や目標

をもたせるための取組を推進する必要があります。 

・ 脱炭素社会や情報社会の一層の進展等に係るＳＤＧｓ達成への貢献等，

現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の向上を図る必要があり

ます。 
・ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け，教育活動全体で１人１台端末を有

効に活用するとともに，自律した情報の使い手となるための教育を推進す

る必要があります。 
・ デジタル機器を効果的に活用するなど，実施方法や内容を検討しなが

ら，英語力の向上を図るとともに，多様な文化に触れることができる機会

等を創出する必要があります。 

 １ 本市における学校教育の課題整理           
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〔基本目標③〕多様な児童生徒の状況に応じた指導・支援を充実する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔基本目標➃〕信頼される教職員を育て，学校のチーム力を高める 

 

 

 

 

 

 

 

〔基本目標⑤〕地域とともにある学校づくりを進める 

 

 

 

 

 

 

 

〔基本目標⑥〕新しい時代にふさわしい教育環境を整える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学校，家庭はもとより，地域，関係機関が連携しながら，総合的な不登

校対策の強化を図る必要があります。 
・ １人１台端末や学校以外の多様な教育機会の場を活用するなど，不登校

児童生徒の状況に応じた支援を行う必要があります。 
・ いじめや虐待，ヤングケアラーや「性的マイノリティ」等に適切に対応

するとともに，特別な配慮を必要とする児童生徒や外国人児童生徒への 
デジタル機器の効果的な活用など，児童生徒の様々な状況に応じた指導・

支援を行う必要があります。 

・ デジタル機器を活用した業務の効率化や勤務時間の適正化など，学校に

おける働き方改革を推進するとともに，教職員の資質・能力の向上を図る

必要があります。 

・ 保護者及び地域住民から幅広く学校運営等に関する意見を聴取しなが

ら，地域とともにある学校づくりを推進するとともに，小・中学生の交流

活動や幼児教育施設と小学校の教職員同士の相互理解を深める取組を行

うなど，各種機関の連携・接続に係る取組を推進する必要があります。 

・ 学校のデジタル化を進めることにより，ＧＩＧＡスクール構想やデジタ

ルトランスフォーメーションを推進するとともに，施設の老朽化対策に加

え，快適性やバリアフリーなど多様化する社会的ニーズにも配慮した施

設・設備の整備を図る必要があります。 



第４章 本市における学校教育の課題等の整理 

27 

 

 

 

本計画の策定にあたり，関連する諸計画や制度等について，本計画との位置付けや関係性

を見直し，より一体的に取り組むことができるよう，以下のように整理しました。 

 

「小中一貫教育・地域学校園」制度について 

 

 

 

 

 
 

 

ＧＩＧＡスクール構想について 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市外国人児童生徒教育推進計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市学校教育スタンダードについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 本計画と関連する計画や制度等との関係整理 

・ 「小中一貫教育・地域学校園」制度は，本計画の基盤として位置付けられて

おり，各取組が本計画の施策・事業として位置付けられていることから，本計

画と「小中一貫教育・地域学校園」制度の取組との関連を示し，一体的に取組

を進める必要があります。 

・ ＧＩＧＡスクール構想の実現に係る取組は，各基本目標における施策・事業

の活性化に資するものであることから，本計画の施策・事業との関連を示し，

一体的に進める必要があります。 

・ 本計画の下位計画である「宇都宮市外国人児童生徒教育推進計画」について

は，各種施策・事業が順調に進められ，外国人児童生徒等に対する支援体制が

十分に整い，計画策定当時の所期の目的は達成されたこと，また，「英語教育・

国際理解教育の充実」や「多文化共生の理解促進」など，本計画の施策・事業

と関連が深いことから，各種施策・事業等を本計画の中で一体的に取り扱う必

要があります。 

・ 本計画を踏まえた「目指す児童生徒の姿」や「各学校が共通して取り組む内

容」を「第２次宇都宮市学校教育スタンダード」として示すことによって，各

学校における取組を推進し，本市が目指す学校教育の具現化を図ってきまし

たが，本計画の施策・事業のうち，学校が取り組むことを整理して「第２次宇

都宮市学校教育スタンダード」との一体化を図り，学校が取り組むことを本計

画の中で明確に示すことで，取組の一層の推進を図る必要があります。 
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これまでの本市の取組とその成果 

現在，本市におきましては，全国に先駆けて導入した「小中一貫教育・地域学校園」制度や，

「魅力ある学校づくり地域協議会」，「宮っ子ステーション」など学校，家庭，地域が一体となっ

て児童生徒を育む独自の教育システムを推進するとともに，市独自で，学校図書館司書，学校栄

養職員，かがやきルーム指導員を全校に配置するなど５５０名を超える会計年度任用職員を学校

に配置し，中核市トップレベルの人的環境を整備しながら，学力向上や心の教育などの施策を充

実させ，生きる力の育成を図ってきたところであり，その成果は第３章に記したとおり，知・徳・

体のバランスのとれた成長につながっています。 

 

私たちの予測を超えて変化するこれからの社会 

これからの社会は，人口減少・人口構造の変化をはじめ，Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０やデジタルトラ

ンスフォーメーション等の情報社会・科学技術の進展，ＳＤＧｓの達成への貢献などの社会潮流

のほか，新型コロナウイルス感染症の影響や台風などの自然災害の激甚化など，私たちの予測を

超えた変化が起こることが想定されることから，学校で学んだことを絶えず更新しながら，それ

をもとに多様な人々と協働して新たな価値を創造していくことが求められています。 

 

「スーパースマートシティ」の実現に向けて 

本市で学ぶ児童生徒に，これからの社会を生きる上で必要な資質・能力を身に付けさせること

ができるよう，第２章に挙げた「学校教育を取り巻く状況」を踏まえ，県都，中核市として，多く

の市民のニーズに幅広く応える，バランスのとれた計画を策定します。そして，教職員の一層の

資質・能力の向上を図り，豊富な人材を最大限活かすとともに，「小中一貫教育・地域学校園」制

度をはじめとする本市独自の教育システムを総合的に展開することにより，本市が目指す「スー

パースマートシティ」の実現に向け，その原動力となる「人」づくりを一層推進します。 

 

 

 

   

１ 今後の宇都宮市における教育の推進にあたって 
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誰もが安心して学べ，活力にあふれる学校で， 

自信と志をもち，ともに支え合いながら未来を担う宮っ子を育みます。    

近年，グローバル化や情報化といった社会的変化が，私たちの予測を超えて加速度的に

進展するようになってきています。また，２１世紀は「知識基盤社会」とも呼ばれており，

これからの未来を担う子供たちは，どのような変化にも対応できるよう生涯にわたって

学び続けることが必要です。 

「未来を担う宮っ子」とは，生涯学び続けていく上で基盤となる知・徳・体のバランス

のとれた力を身に付け，未知の状況においても課題を克服できるという自信と，自らの夢

の実現や社会貢献を指向する志をもち，将来，他者と協働して困難を乗り越え，よりよい

社会を創り，これを支える自覚と責任をもった児童生徒です。 

児童生徒は一人一人が異なる教育的ニーズをもっており，学校はそうした誰もが安心

して学べる場所でなければなりません。 

「誰もが安心して学べる学校」とは，教育への情熱と使命感をもった信頼できる教師

集団が，多様な教育的ニーズをもった児童生徒一人一人の状況を理解し，適切な指導・

支援を行うとともに，充実した教育環境を備えた学校です。 

また，子供たちは，家庭はもとより地域にとっても未来を託す大切な存在であり，そ

うした子供たちを学校，家庭，地域がそれぞれの役割を自覚し，責任をもって育ててい

くことが求められています。 

「活力にあふれる学校」とは，家庭，地域，企業との連携・協力を深め，児童生徒は

もちろん，教職員，保護者，地域の皆様など，全ての人が自己のよさを生かせるよう，

創意工夫した教育活動や学校運営を展開する学校です。 

２ 基本理念 

誰もが安心して学べ，活力にあふれる学校 

自信と志をもち，ともに支え合いながら未来を担う宮っ子 

※基本理念は，前期計画から変更せず継承しています。 
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３ 基本目標                      

成長し続けるための基盤を培う １ 

未来を生き抜く力を養う ２ 

児童生徒の様々な状況に応じた指導・支援を行う ３ 

目指す姿 

⑴ 児童生徒は，主体的に学習に取り組み，周りの人たちと協力したり，デジタル機

器を効果的に活用したりすることなどを通して，確かな学力を身に付けています。 

⑵ 児童生徒は，自己肯定感が高く，失敗や困難を乗り越えて挑戦し続けるたくまし

さをもっています。また，思いやりやルールを守る心をもち，自他の生命や人権を

尊重しています。 

⑶ 児童生徒は，自ら考え行動し，心身ともに健康で安全な生活を送っています。  

⑷ 児童生徒は，夢や目標をもち，自らの夢の実現に向けて努力しています。また，

集団の中で自分のよさを発揮し，他と協働しながら集団や社会に貢献できるよう努

力しています。 

目指す姿 

⑴ 児童生徒は，英語を使って外国人とコミュニケーションを図る力や多様な文化

を理解し，共生しようとする態度を身に付けているとともに，郷土・宇都宮や日

本の伝統・文化に愛情と誇りをもっています。 

⑵ 児童生徒は，自律した情報の使い手になるために必要となる資質・能力を身に

付けています。 

⑶ 児童生徒は，少子高齢社会や人権，平和，環境等の現代的な諸課題に向き合

い，解決を図ろうとする学習活動を通して，持続可能な社会の実現に向けて，主

体的に参画しようとする態度を身に付けています。  

目指す姿 

⑴ 学校は，特別な支援を必要とする児童生徒の可能性を最大限伸ばすよう，個に

応じた支援の充実を図っています。 

⑵ 学校は，いじめの根絶や不登校の未然防止に努めるなど，児童生徒が安心して

過ごせる教育環境を整えるとともに，家庭や地域，関係機関と連携・協力しなが

ら，児童生徒の個々の状況に応じた支援を行っています。 

⑶ 学校は，外国人児童生徒等に対して，自立して生きる力の基盤を育むととも

に，安心して生活できるよう支援しています。 

⑷ 学校は，「性的マイノリティ」や家庭における虐待，貧困，ヤングケアラーな

どに対し，関係機関と連携・協力しながら，多様な教育的ニーズがある児童生徒

の状況に応じた支援を行っています。 
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 ４ 

地域とともにある学校づくりを進める ５ 

新しい時代にふさわしい教育環境を整える ６ 

目指す姿 

⑴ 教職員は，自己研鑽に努め，高い指導力と専門性を身に付けるとともに，強い

使命感や情熱をもって日々の指導を行い，児童生徒，保護者，地域の方々から頼

られる存在となっています。 

⑵ 学校は，多様な専門性を有する学校スタッフを効果的に活用し，校長のリーダ

ーシップのもと，全ての教職員が力を発揮し，チームとして協力し合いながら指

導にあたっています。 

⑶ 学校は，デジタル機器を活用するなどしながら，業務の効率化を進めていま

す。また，教職員は，児童生徒と向き合う時間を確保し，心身ともに健康な状態

で職務を遂行しています。 

目指す姿 

⑴ 学校や地域学校園は，「小中一貫教育・地域学校園」制度等の本市独自の教育シ

ステムを有効に活用しながら，常に教育水準の向上に努めています。 

⑵ 学校は，校長のリーダーシップのもと，全教職員が協働し，地域の教育力を生

かした特色ある教育活動を展開しています。また，保護者や地域の声を学校評価

に生かし，学校経営の改善に努めています。 

⑶ 学校は，家庭や地域，幼児教育施設や企業等と連携を深めながら，目標を共有

し，よりよい児童生徒の育成に向けて取り組んでいます。 

目指す姿 

⑴ よりよい教育環境の確保を図りながら，生活様式の変化への対応やバリアフリ

ー化の推進，脱炭素社会の実現など，多様化する社会的ニーズにも配慮された学

校施設で，児童生徒をはじめ，利用者が安全・快適に過ごしています。 

⑵ １人１台端末の活用や校務のデジタル化の推進に向けた環境が整備されていま

す。 
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 １ 施策・事業の体系         
                                                    

                          

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

① 学校の組織的対応力の強化と支援体制の充実 

② 合理的配慮に係る早期からの連携強化 

③ 教育的ニーズに応じた教職員の指導力の向上 

① 魅力にあふれ安心して過ごせる学校づくりの推進 

② いじめへの対応強化とネットトラブル等の未然防止 

③ 不登校児童生徒の個々の状況に応じた支援の充実 

④ 学校・家庭・地域・関係機関等の連携強化 

① 外国人児童生徒等への指導の充実 

② 多文化共生の理解促進 

③ 外国人児童生徒等の保護者への支援 

① 問題行動・非行への対応，児童生徒指導の充実 

② 「性的マイノリティ」とされる児童生徒への対応 

③ 児童虐待防止対策の推進 

④ 子供の貧困，ヤングケアラー対策の推進 

① 体力向上の推進 

② 学校保健の推進 

③ 食育の推進 

④ 学校安全の推進 

 

① 義務教育９年間の系統性を生かしたカリキュラムの充実 

②「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

③ 教育データを活用した学習指導の推進 

①「宮っ子心の教育」の推進による認め励ます教育やたくましさを

涵養する教育などの充実 

② 豊かな感性を育む機会の充実 

①「宮・未来キャリア教育」の推進 

② 社会に参画し，協働する力を育む教育の推進 

基本目標 １  成長し続けるための基盤を培う 
 

⑴ 確かな学力を育む教育の推進 

(2) 豊かな心を育む教育の推進 

(3) 健康で安全な生活を実現する力 
  を育む教育の推進 

(4) 将来への希望と協働する力を 
  育む教育の推進 

基本目標 ２  未来を生き抜く力を養う 
 

⑴ グローバル社会に主体的に向き合
い，郷土愛を醸成する教育の推進 

(2) 情報社会と科学技術の進展に対

応した教育の推進 

(3) 持続可能な社会の実現に向けた

担い手を育む教育の推進 

① 英語教育・国際理解教育の充実 

② 郷土への愛情を育む学習の推進 

① 自律した情報の使い手を育む教育の充実 

② 先進技術に触れる教育活動の推進 

 
① 地域を支える力を育む教育の推進 

② 人がともに支え合う社会の担い手を育む教育の推進 

③ 身近な環境を守ろうとする態度を養う教育の推進 

基本目標 ３  児童生徒の様々な状況に応じた指導・支援を行う 
 

⑴ インクルーシブ教育システムの充
実に向けた特別支援教育の推進 

(4) 多様な教育的ニーズへの対応の

強化 

(3) 外国人児童生徒等への適応支援

の充実 

(2) いじめ・不登校対策の充実 

 重 

 重 

 重 

 重 

 重 

 重 

 重 

 重 

(1)～(4) ⇒基本施策     重 重点施策・事業    ◇ 関連する市の諸計画 

◇宇都宮市学校健康教育推進計画 

◇第３次宇都宮市国際化推進計画 

◇学校デジタル化推進 

基本計画 

 

◇第２次宇都宮市特別 

支援教育基本計画 

◇第２次宇都宮市文化振興基本計画 

◇宇都宮市スポーツ推進計画 

◇第４次宇都宮市食育推進計画 

◇第２次健康うつのみや２１ 

 

◇第５次宇都宮市男女

共同参画行動計画 
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① キャリア・ステージに応じた教職員育成システムの推進 

② 授業力，学級経営力の育成 

③ 先進的教育研究の推進 

④ 自信と誇りと気概のある教職員の育成 

 
① 多様な支援スタッフの配置・活用 

② 学校と地域学校園のチーム力を生かすマネジメント力の向上 

➀ 業務の効率化の推進 

② 勤務時間の適正化の推進 

① 特色ある学校づくりの推進 

② 地域学校園を生かした学校運営の推進 

① 全小・中学校の教育水準の向上 

② 地域の教育力を生かした教育システムの推進 

① 家庭・地域とのつながりの強化 

② 幼児教育施設と小学校の教職員同士の相互理解の深化 

③ 企業との連携強化  

  

① 安全で快適な学校づくりの推進 

② 地域の防災施設としての環境整備の推進 

③ 学校のバリアフリー化の推進 

① デジタル環境の整備と充実 

② 校務のデジタル化推進 

③ 学校図書館の学習・情報センターとしての機能充実 

基本目標 ４   

⑴ 教職員の資質・能力の向上 

(2) チーム力の向上 

(3) 学校における働き方改革の推進 

重 

重 

重 

基本目標 ５  地域とともにある学校づくりを進める 

⑴ 全市的な学校運営・教育活動の 

  充実 

(2) 主体性と独自性を生かした学校

経営の推進 

(3) 地域と連携・協働した学校づく

りの推進 

重 

重 

基本目標 ６  新しい時代にふさわしい教育環境を整える 

⑴  安全で快適な学校施設整備 

の推進 

(2) 学校のデジタル化推進 

重 

◇第３次宇都宮市地域教育推進計画 

◇学校デジタル化推進基本計画 

◇宇都宮市教職員研修計画 

 

重 

重 



第６章 計画の展開 

 36 

２ 施策・事業の展開        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 児童生徒は，主体的に学習に取り組み，周りの人たちと協力したり，デジ

タル機器を効果的に活用したりすることなどを通して，確かな学力を身に付

けています。                  ⇒指標❶・補足指標① 

 

(2) 児童生徒は，自己肯定感が高く，失敗や困難を乗り越えて挑戦し続けるた

くましさをもっています。また，思いやりやルールを守る心をもち，自他の

生命や人権を尊重しています。        ⇒指標❷・補足指標②・③ 

 

(3) 児童生徒は，自ら考え行動し，心身ともに健康で安全な生活を送っていま

す。                      ⇒指標❸・補足指標④ 

 

(4) 児童生徒は，夢や目標をもち，自らの夢の実現に向けて努力しています。

また，集団の中で自分のよさを発揮し，他と協働しながら集団や社会に貢献

できるよう努力しています。         ⇒指標❹・補足指標⑤・⑥ 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標１ 

成長し続けるための基盤を培う 

目指す姿 
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+6 

 

指 標 名 
現状 

2021(R3) 

目標 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 
❶全国学力・学習状況調査にお

ける中３生の正答率（国語，数

学）の全国平均との比較 

※該当年度から過去５年間の平均値 
〔全国学力・学習状況調査〕 

＋1.0P ＋1.1P ＋1.1P ＋1.2P ＋1.2P ＋1.3P 

❷「自分やみんなのためになる

ことは，がんばってやろうとし

ている」と回答した中３生の割

合（%） 
〔学習と生活についてのアンケート〕 

91.8 92.4 93.1 93.7 94.4 95.0 

❸新体力テストの総合評価に

おける中３生の(Ａ＋Ｂ)－(Ｄ

＋Ｅ)率（%）〔新体力テスト〕 

男 32.2 

女 46.4 

男 40.0 

女 50.0 

男 40.0 

女 50.0 

男 40.0 

女 50.0 

男 40.0 

女 50.0 

男 40.0 

女 50.0 

❹「将来の夢や目標をもってい

る」と回答した中３生の割合

(%) 
〔学習と生活についてのアンケート〕 

75.8 77.4 79.1 80.7 82.4 84.0 

 
【補足指標】 

指 標 名 
現状 

2021(R3) 

目標 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 
①「学習した内容について，分かっ

た点や，よく分からなかった点を見

直し，次の学習につなげている」と

回答した中３生の割合（%） 
〔学習と生活についてのアンケート〕 

76.8 77.8 78.8 79.8 80.9 82.0 

②「誰に対しても思いやりの心をも

って接している」と回答した中３生

の割合(%) 
〔学習と生活についてのアンケート〕 

93.9 94.2 94.4 94.6 94.8 95.0 

③「先生は，自分のよいところやが

んばったことを認めてくれる」と回

答した児童生徒の割合（%） 
〔学習と生活についてのアンケート〕 

93.1 93.5 93.9 94.3 94.7 95.0 

④好き嫌いしないで食べている中３

生の割合（%） 
〔学習と生活についてのアンケート〕 

84.8 86.8 88.8 90.8 92.9 95.0 

⑤「自分のよさを人のために生かし

たいと思う」と回答した中３生の割

合（%） 
〔学習と生活についてのアンケート〕 

89.5 90.2 90.9 91.6 92.3 93.0 

⑥「グループなどの話合いに自分か

ら進んで参加している」と回答した

中３生の割合（%） 
〔学習と生活についてのアンケート〕 

83.0 83.6 84.2 84.8 85.4 86.0 

指 標 
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基本目標１ 成長し続けるための基盤を培う 

基本施策 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１－(1)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

義務教育９年間の

系統性を生かした

カリキュラムの充

実 

児童生徒にこれからの時代に求められる資質・能力を確実に身に付け

させるため，各教科等の「小中一貫教育カリキュラム」〔園〕の地域学校園

化・自校化を推進し，本市の４（基礎期）・３（活用期）・２（応用期）の

各期のまとまり※２を生かした指導の一層の充実を図ります。 

特に，後期計画においては，教職員と市教委による協働チームを立ち

上げ，各期の知識及び技能の確実な定着を図り，次期につなげる効果的

な指導方法等の研究実践◇に取り組みます。 

各地域学校園においては，児童生徒の実態に応じた義務教育９年間の

系統的な指導の充実に向け，地域学校園の学習指導部会※３などにおいて，

小・中学校共通の重点目標や具体策を検討し，各教科等のカリキュラム

の地域学校園化を図った上で，実施するとともに，各種調査のデータ等

を活用して基礎期，活用期，発展期の各期の終わりの児童生徒の状況を

確認し，指導改善に取り組む，ＰＤＣＡサイクルの充実◇を図ります。 

また，授業中の学習態度や家庭学習の習慣などを発達の段階に応じて

着実に育成するため，地域学校園共通の「学習の約束」や「家庭学習の

手引き」を活用するなど，共通理解に基づく系統的な指導の充実を図り

ます。 

※１「確かな学力」 … 基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付け，自ら課題を見付け，自ら学び，

自ら考え，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する資質・能力。 

※２「４・３・２の各期のまとまり」 … 義務教育９年間を「基礎期」「活用期」「発展期」の４・３・２の

三期に分けることにより，小・中学校の接続に配慮するとともに，スモールステップによるきめ細かな

指導を行えるようにするものであり，市の各教科等のモデルプランでは，義務教育９年間を通した各教

どんなに社会が変化しても，学校で学んだことを生かせるよう，各教科等における「知識及

び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」のほか，言語能力，情報

活用能力，問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力，現代的な諸課題に対応して

求められる資質・能力などを教科等横断的な視点から身に付けさせ，望む未来を自ら描き，他

者と協働しながら作り上げていく力を育みます。 

そのために，義務教育９年間を通した学習指導を充実させるとともに，児童生徒の実態をき

め細かく分析し，一人一人の学習状況や発達の段階に応じた学習指導の充実を図ります。 

(1) 確かな学力※１を育む教育の推進 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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科等の目標や各期で児童生徒が身に付けるべき力を明らかにしている。 

※３「地域学校園の学習指導部会」 … 園内小・中学校の学習指導主任を中心に，学習に関して地域学校園

の児童生徒の共通課題，重点的に取り組む内容等を検討し，必要に応じて共同の取組を実施することを

目的とするもの。 

 

【１－(1)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

「主体的・対話的

で深い学び」の実

現に向けた授業改

善 

学習指導要領を着実に実施し，児童生徒がこれからの時代に求められ

る資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的に学び続けることがで

きるよう，「宇都宮モデル」※１◇を活用した授業づくりや，児童生徒の発

達の段階に応じ，１人１台端末等のデジタル機器の効果的な活用◆〔G〕に

よる，「リアル」と「デジタル」がベストミックスされた学習活動を行う

など，「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実◆を図りな

がら，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進しま

す。 

また，高等学校以上で行うＳＴＥＡＭ教育※２の基盤となる資質・能力

を育成するため，児童生徒が主体的に学習テーマや探究方法を設定する

などの学習を行う「Ｕ－ＳＴＥＡＭ学習」※３◆を展開し，発達の段階に応

じて，教科等横断的な学習や探究的な学習の充実を図ります。 

これらのため，教員が各教科等の専門性を生かすことができる「小学

校高学年における教科担任制」◇〔園〕と，「習熟度別学習」※４によるきめ細

かな指導により，学びの質を一層高める取組を推進するとともに，新た

に「宮っ子学びのデザインチーム※５◆（旧授業力向上プロジェクトチー

ム）」を立ち上げ，各学校における授業改善の取組を支援します。 

また，各学校においては「宮っ子まとめの月間」に加え，学期末に「先

生の振り返り週間」※６◆を設定し，評価結果の検討を通じて，評価に係る

教員の力量の向上を図ることで，指導と評価の一体化の取組を推進しま

す。 

※１「宇都宮モデル」 … 市教委が主体的・対話的で深い学びの実現に向けて提案している授業モデルの

一つ。「はっきり！じっくり！すっきり！」の授業展開を提案している。なお，現行の「宇都宮モデ

ル」（Ｐ.４２参照）については，その利点を最大限引き出すことができるよう，活用及び更新に関する

調査研究を継続する。 

※２「ＳＴＥＡＭ教育」 … 各教科等での学習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科等

横断的な教育のこと。ＳＴＥＡＭ教育については，各国で定義が様々であるが，ＳＴＥＭ（Science，

Technology，Engineering，Mathematics）に加わったＡ（Art）の範囲を芸術，文化のみならず，生活，

経済，法律，政治，倫理を含めた広い範囲で定義し，推進することが重要であり，高等学校における教

科等横断的な学習の中で重点的に取り組むべきものとされている。 

※３「Ｕ－ＳＴＥＡＭ学習」 … 高等学校以上で行うＳＴＥＡＭ教育等の基盤となる資質・能力の育成を図

る学習活動。各教科等において，教科等横断的な学習や探究的な学習の充実を図るとともに，仮想現実 

（ＶＲ），拡張現実（ＡＲ）や３Ｄ都市モデル等の様々な先進技術を取り入れた学習活動を行う。 
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※４「習熟度別学習」 … 理解や習熟の程度に合わせた少人数のグループを編成して授業を行うことによ

り，児童生徒一人一人の状況に応じたきめ細かな指導の充実を図るもの。 

※５「宮っ子学びのデザインチーム」 … 旧授業力向上プロジェクトチームの理念を継承した，教職員の

授業づくりの支援を目的とする教職員と市教委による協働チーム。授業改善に係る諸課題を取り上げ

て，事例研究を行い，改善策について「デザイン－実践－振り返り」しながら，そのプロセスをたより

として発行するなど，情報発信を行う。 

※６「先生の振り返り週間」 … 担当する教科等における観点別学習状況及び評定について，授業改善の

視点から分析を行い，次の学期，学年での指導に生かすための振り返りを行うもの。 

 

 

【１－(1)－③】 ☞ 関係課＜学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

教育データを活用

した学習指導の推

進◆ 

全ての児童生徒にこれからの時代に求められる資質・能力を身に付け

させ，一人一人のよさや可能性を引き出すためには，学習履歴（スタデ

ィ・ログ）※１をはじめとした様々な教育データを蓄積・分析・活用◆〔G〕 

して，きめ細かな指導や学習評価を行うなど，個別最適な学びの充実を

図ることが必要であり，今後は，本市「学習内容定着度調査の CBT 化」

※２◆〔G〕の検討と併せて，学習履歴の活用に係る先進事例について調査研

究◆ を進め，教育データを活用した学習指導を推進します。 
また，児童生徒に確かな学力を育むために，市教委や各学校が，各種

学力調査結果やＡＩ型個別学習ドリルの取組状況等の教育データを活

用◆して児童生徒の状況及び学習指導の成果と課題を把握し，改善を図

る学力向上のＰＤＣＡサイクルを構築して，組織的に取り組むことがで

きるよう取組を推進します。 

※１「学習履歴（スタディ・ログ）」 … 個人ごとの学習等に関する記録やデータの総称（例：学習記録，

成果物の記録，成績・評価情報など）。 

※２「学習内容定着度調査のＣＢＴ化」 … 「学習内容定着度調査」とは，市が独自に１２月に行う学力調

査で，学校が児童生徒の学習内容の定着度を把握して学習指導の工夫・改善を図るとともに，児童生徒

が年間の学習内容の見直しや復習に生かすもの。また，「ＣＢＴ」とは，「Computer Based Testing（コ

ンピュータ ベースド テスティング）」の略称で，コンピュータを使用したテスト方式。従来の紙を使用

したテストからＣＢＴへ移行することで，学習内容定着度調査の採点・分析業務等の効率化を図るとと

もに，蓄積された教育データを活用して学習指導の工夫改善を推進する。 
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○ 義務教育９年間の系統性を生かした指導の充実を図ります。１－(1)－① 

・ 「小中一貫教育カリキュラム」を活用した指導の工夫改善 

・ 各期の終わりの児童生徒の状況を確認し，指導改善に取り組むＰＤＣＡサイクルの充実 

・ 授業中の学習態度や家庭学習の習慣の指導 
 

○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進します。１－(1)－② 

・ 「宇都宮モデル」を活用した授業改善の推進 
・ １人１台端末などのデジタル機器の効果的な活用 

・ 教科等横断的な学習や探究的な学習の充実 

・ 小学校高学年における教科担任制の推進 

・ 習熟度別学習等によるきめ細かな指導の充実 
 

○ 教育データを活用した学習指導を推進します。１－(1)－③ 

・ 学力調査の結果などを活用したＰＤＣＡサイクルの構築 

・ ＡＩ型個別学習ドリルなどの学習履歴を活用した学習支援の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が取り組むこと 
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宇都宮モデル 
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基本目標１ 成長し続けるための基盤を培う 

基本施策 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【１－(2)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

「宮っ子心の教

育」の推進による

認め励ます教育や

たくましさを涵養

する教育などの充

実 

児童生徒に，自己の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立

した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養

うため，小・中学校９年間の系統的な指導を生かし，道徳科の充実，認

め励ます教育の推進，たくましさの涵養を図る「宮っ子心の教育」◇〔園〕

を推進します。 

具体的には，地域学校園及び各学校の道徳教育の重点目標を明確にし

た上で，「『宮っ子心の教育』指導事例集」※１◇や道徳科地域教材※２を活用

するなどして，ねらいとする道徳的価値や人間としての生き方について

考えを深める道徳科の指導の充実を図り，児童生徒の道徳的な判断力，

心情，実践意欲と態度を育むとともに，児童生徒指導の機能を充実させ，

道徳性や道徳的実践力を一層確かなものとして養います。 

また，家庭や地域と連携して日頃から児童生徒一人一人のよさや小さ

な努力の積み重ねを認め励ます指導を推進し，「宮っ子心の教育表彰」※

３に取り組むことにより，児童生徒の自信や自己有用感を育むとともに，

「コロナ・リカバリープラン」※４◆として，運動会，体育祭などの学校行

事や冒険活動教室などの体験活動，部活動などにおいて，児童生徒が目

標をもって挑戦し，あきらめずに粘り強く取り組むことが必要な場面や

自分の成長を振り返る活動を設定し，集団の中で切磋琢磨する体験や困

難を乗り越える体験を生かした指導の充実を図ることにより，たくまし

さを涵養します。 

さらに，「心を育てる５０の言葉」※５を「宮っ子ダイアリー」に掲載し

活用することにより，我が国が大切にしてきた生き方や考え方への関心

を高めます。 

※１「『宮っ子心の教育』指導事例集」 … 「宮っ子心の教育」の考え方や推進の手立てを示すとともに，

道徳科の授業と学級活動や学校行事などの各教育活動との関連を図る事例を紹介する指導資料。 

「特別の教科 道徳」（以下，道徳科）の授業を柱として，認め励ます教育やたくましさの

涵養に取り組むとともに，体験活動との関連を生かした指導の充実を図るなどする「宮っ子

心の教育」を一層推進し，これからの時代を生きる児童生徒に必要となる資質・能力である

自己肯定感，目標に向かって挑戦するたくましさ，規範意識，思いやりなどを育みます。 
また，文化・芸術活動，自然体験活動，読書活動を推進し，豊かな感性を育みます。 

(2) 豊かな心を育む教育の推進 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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※２「道徳科地域教材」 … 児童生徒が地域に愛着をもつとともに，ねらいとする道徳的価値についての理

解を深め，自己（人間として）の生き方についての考えを深められるようにするため，本市ゆかりの人

や自然，伝統文化を題材として独自に作成した教材。 

※３「宮っ子心の教育表彰」 … 教育委員会賞（対象：小学校６年生，中学校３年生のうち，「宮っ子の誓

い」の趣旨を踏まえ，秀でた行動を実践している各校１名の児童生徒），教育長奨励賞（対象：校内での

善行や活躍などについて，各校の児童生徒表彰を受けた者のうち各校の学級数を上限として校長から申

請のあった児童生徒）を設け，表彰するもの。 

※４「コロナ・リカバリープラン」 … コロナ禍で縮小を余儀なくされた様々な学習機会や体験活動等を

回復させ，教育活動の充実を図るもの。 

※５「心を育てる５０の言葉」 … 我が国が大切にしてきた生き方や考え方への関心を高め，その継承を図

っていくために，全児童生徒に配付する「宮っ子ダイアリー」に，ことわざや偉人の名言等を，発達の

段階を踏まえて５０ずつ掲載し，これらの言葉について学校や家庭で考える機会を設けるもの。 

 

【１－(2)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課・生涯学習課・文化課・スポーツ振興課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

豊かな感性を育む 

機会の充実 

児童生徒に，豊かな感性を育むため，文化・芸術活動，自然体験活動，

読書活動を推進します。 

具体的には，「ふれあい文化教室」，「宮っ子伝統文化体験教室」，「トビ

ダス美術館」，「劇団四季ミュージカル鑑賞会」，また，各学校の音楽鑑賞

教室や演劇鑑賞教室など，芸術・文化作品の鑑賞及び伝統文化体験を通

して，児童生徒の芸術・文化に対する関心を高め，美しいものを愛する

心を育んでいきます。 

また，冒険活動教室等における自然体験や成功体験，「小・中学生の交

流活動」〔園〕等の豊かな体験活動を通して，児童生徒が自らのよさを生か

しながら学ぼうとする意欲，協調性や忍耐力，望ましい人間関係，社会

性を育んでいきます。 

さらに，全校的な読書活動の推進に努め，児童生徒の読書の幅を広げ，

質を高めるとともに，「巡回図書」などを実施している市立図書館とも連

携し，生涯にわたって読書に親しむ態度を育んでいきます。 

 

 

 

 

○ 「宮っ子心の教育」を推進し，認め励ます教育，たくましさを涵養する教育などの充実を図

ります。１－(2)－① 

・ 道徳的価値や生き方について考えを深める「道徳科」の授業の充実 
・ 児童生徒のよさや努力を認め，励ます指導の充実 

・ 目標を立てて挑戦し，困難を乗り越える教育活動の充実 
 

○ 豊かな感性を育む機会の充実を図ります。１－(2)－② 

・ 文化・芸術活動や自然体験活動の推進 

・ 読書活動の推進 

学校が取り組むこと 
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「宮っ子心の教育」のイメージ 
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基本目標１ 成長し続けるための基盤を培う 

基本施策 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【１－(3)－①】 ☞ 関係課＜学校健康課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

体力向上の推進 

児童生徒が，運動の楽しさに触れ，生涯にわたって豊かなスポーツラ

イフを実現する資質・能力を身に付けることができるよう，体力の向上

を推進します。また，「コロナ・リカバリープラン」◆として，コロナ禍

等の影響により，減少傾向にあった運動の機会を以前の水準に戻すとと

もに，児童生徒の体力の状況に応じて，効果的な体力向上の取組を推進

します。 

小・中学校においては，児童生徒の体力の実態を把握し，自己の体力

への理解を深めるため，全児童生徒を対象に「元気っ子健康体力チェッ

ク」◇〔園〕を実施するとともに，結果を分析して，児童生徒の体力の特徴

や傾向を踏まえた体力向上の取組を推進します。 

また，児童生徒に育みたい体力や技能を「うつのみや版ミニマム」と

して示し，達成に向け，継続的に取り組むとともに，学級やグループ，

個人で楽しみながら運動に挑戦し，体力づくりに取り組む「うつのみや

元気っ子チャレンジ」に加えて，児童生徒が休み時間や放課後，休日な

どに個人で取り組むことができる「うつのみや元気っ子チャレンジ特別

版」◇ を実施し，運動機会の創出に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒一人一人が健康で安全な生活を送ることができる資質・能力を身に付けられるよ

う，学校における体力・保健・食育・安全に関する各教育を着実に推進します。 
また，教科等横断的な教育活動である「元気アップ教育」を核として，四つの教育を一体

的に捉え，健康教育として推進することにより，各教育で身に付けた資質・能力を関連付け

てより適切に判断し，行動できる力を育みます。 

(3) 健康で安全な生活を実現する力を育む教育の推進 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【１－(3)－②】 ☞ 関係課＜学校健康課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

学校保健の推進 

児童生徒が，自己の心身を大切にし，生涯を通して健康を適切に管理

する資質・能力を身に付けることができるよう，学校保健を推進します。 

小・中学校においては，保健教育の充実を図るとともに，小学校３年

生を対象とした「歯の健康教室」，関係機関と連携を図った「薬物乱用防

止教室」，中学校３年生を対象とした「性教育サポート事業」を実施する

など，児童生徒の実践につながる指導に努めます。 

また，児童生徒の健康の保持増進を図るため，家庭や専門機関と連携

しながら，心の健康に関する教育の充実◇を図るとともに，定期健康診断

の結果の活用，感染症の予防，学校環境衛生検査の実施や適切な事後措

置，シックスクール問題対策などの取組を推進します。 

さらに，１人１台端末をはじめとしたデジタル機器等を日常的に活用

することによる健康面への影響について，デジタル活用時の安全かつ効

果的に活用する習慣・知識など，健康面への配慮に関する教育◆〔G〕に取り

組みます。  

 

【１－(3)－③】 ☞ 関係課＜学校健康課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

食育の推進 

児童生徒が，食に関する正しい知識や望ましい食習慣を身に付け，生

涯を通して健全な食生活を実現するために必要な資質・能力を身に付け

ることができるよう，食育を推進します。 

小・中学校においては，給食の時間や教科等において，全校に配置し

た学校栄養士と学級担任等が十分に連携し，栄養や食事マナーなど食に

関する指導の充実◇を図ります。 

 また，学校給食における郷土料理や行事食等の提供を通して，児童生

徒が自分たちの住む地域や日本の食文化への理解を深められるよう，食

文化の学習の推進◇を図ります。 

さらに，学校で習得したことが日常生活において実践できるよう，「お

弁当の日」の実施〔園〕など，学校と家庭が一体となった取組を推進します。 
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【１－(3)－④】 ☞ 関係課＜学校健康課＞ 

 

 

 

○ 「元気アップ教育」において体力向上を推進します。１－(3)－①  

・ 「元気っ子健康体力チェック」の実施と活用 

・ 「うつのみや版ミニマム」の達成に向けた取組 

・ 「うつのみや元気っ子チャレンジ」の活用による運動機会の創出 
 

○ 「元気アップ教育」において学校保健を推進します。１－(3)－②  

・ 「歯の健康教室」の実施 

・ 「性教育サポート事業」の実施 

・ 心の健康に関する教育の充実 
 

○ 「元気アップ教育」において食育を推進します。１－(3)－③ 

・ 給食の時間や教科等における食に関する指導の充実 

・ 食文化の学習の推進 

・ 「お弁当の日」の実施 
 

○ 「元気アップ教育」において学校安全を推進します。１－(3)－④ 

・ 「不審者対応避難訓練」の実施 

・ 「交通安全教室」の実施 

・ 「災害を想定した避難訓練」の実施 

 

  

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

学校安全の推進 

児童生徒が，危険を予測し，自らの命を守り抜くための行動力を身に

付け，生涯を通して，安全な生活を送り，安全な社会づくりに貢献でき

る資質・能力を身に付けることができるよう，学校安全を推進します。 

 小・中学校においては，適切な意思決定や行動選択ができる力を身に

付けることができるよう，不審者対応避難訓練や交通安全教室，災害を

想定した避難訓練◆を実施するなど，「生活安全」・「交通安全」・「災害安

全」に関する教育の充実を図ります。 

また，家庭や地域，関係機関等と連携し，通学路の合同点検や登下校

の見守り活動を行うなど，登下校における安全対策を推進します。 

学校が取り組むこと 
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基本目標１ 成長し続けるための基盤を培う 

基本施策 

 

 

 

 

 

 

  

 

【１－(4)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

「宮・未来キャリ

ア」教育の推進 

児童生徒が，将来への夢や希望をもって学習に取り組み，社会的・職

業的自立に向けて必要な基盤となる力を育むことができるよう，特別活

動を中心に，小・中学校９年間を通した系統的なカリキュラムや家庭・

地域と連携・協力した取組を展開するとともに，「『宮・未来キャリア教

育』指導資料」◇を活用したキャリア教育の一層の充実を図ることによ

り，小・中学校での「宮・未来キャリア教育」〔園〕を推進します。 

小学校においては，各教科等の学習や体験を通して働くことの大切さ

を学ぶとともに，「小学校６年生の進学先中学校訪問」〔園〕を実施しま

す。中学校においては，中学校２年生全員を対象とした「社会体験学習

(宮っ子チャレンジウィーク)」※１を実施します。 

また，「コロナ・リカバリープラン」◆として，必要な学校行事や体

験活動の実施をコロナ禍前の水準に戻すことで，児童生徒の心と体の回

復を図るとともに，将来への夢や目標をもち，職業への関心を高めるこ

とができるよう「宮っ子『夢』教室」※２◆を実施します。 

さらに，児童生徒が自己のキャリア形成にとって重要な学習活動を振

り返り，それらの学びを通した自らの成長や変容を自己評価できるよ

う，「宮・未来キャリア・パスポート」※３◇を活用します。 

※１「社会体験学習(宮っ子チャレンジウィーク)」 … 全市立中学校２年生が連続する５日間（月曜日から

金曜日まで），受け入れ先において担当者の指導を受けながら行う職場体験等の活動。 

※２「宮っ子『夢』教室」 … 将来への夢や希望，目標をもたせたり，様々な職業への関心を高めたりする

ことを目的とした体験活動等の事業。 

※３「宮・未来キャリア・パスポート」 … 児童生徒が学習や生活の見通しを立て，学んだことの振り返り

を記録し，蓄積する教材。 

 

 

 

 特別活動を柱として，地域の教育力を生かした体験活動や義務教育９年間を通した系統的

なカリキュラムの実施などにより，社会的・職業的自立に向け必要な能力や態度を育て，望

ましい勤労観・職業観の形成を図る「宮・未来キャリア教育」を一層推進します。 
また，将来，社会に貢献できるよう，多様な人々と協働して課題を解決するための力を育

てます。 
 

(4) 将来への希望と協働する力を育む教育の推進 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【１－(4)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課・子ども未来課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

社会に参画し，協

働する力を育む教

育の推進 

集団活動を通して自己のよさに気付くとともに，多様な人々と協働し

て課題解決していくことができる資質・能力を育むため，学級活動，児

童会・生徒会活動のほか，子供の意見表明の機会を充実させ，自己有用

感を高めるとともに，関係機関や地域の人々との連携を図りながら，社

会に参画する意識を育みます。 

また，「地域未来会議」※１の実施，各小・中学校における主権者教育及

び租税教育の推進により，社会を支える一員としての自覚を養います。 

さらに，市議会が主催する「議会体験」※２への参加を通して，議会の

雰囲気を疑似体験し，議会や身近な政治への関心を高めます。 

※１「地域未来会議」 … 各中学校の生徒会代表者等が，各学級の意見を集約するなどして，「魅力ある学

校づくり地域協議会」※３の委員等の地域の方々と，世代をこえて学校や地域の未来などについて議論す

るもの。 

※２「議会体験」 … 小・中学生が市議会議場で，議長，議員，市長等の席に座り，議案に対する質疑を体

験するなどして，主権者意識を育むもの。 

※３「魅力ある学校づくり地域協議会」 … 地域の教育力を生かして，学校教育の充実を図る取組や家庭教

育力向上のための事業等を実施し，学校・保護者・地域が一体となって，地域に根ざした活力ある学校

づくりを目指すもの。各学校に設置され，学校代表・ＰＴＡ代表・地域諸団体代表等によって構成され

る。 

 

 

 

 

○ 「宮・未来キャリア教育」を推進します。１－(4)－① 

・ 児童生徒による事業所等での体験活動（宮っ子チャレンジウィーク等）の実施 
・ 「宮・未来キャリア・パスポート」の活用 

・ 職業人や専門家等を講師とした出前授業の実施 
 

○ 社会に参画し，協働する力を育む教育活動を推進します。１－(4)－② 

・ 学級活動，児童会・生徒会活動を基盤とした，主権者教育の充実 

・ 「地域未来会議」の実施（中学校） 
 

 

 

 

学校が取り組むこと 
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基本目標２ 

未来を生き抜く力を養う 

目指す姿 

(1) 児童生徒は，英語を使って外国人とコミュニケーションを図る力や多様な

文化を理解し，共生しようとする態度を身に付けているとともに，郷土・宇

都宮や日本の伝統・文化に愛情と誇りをもっています。 

⇒指標❶・補足指標①・② 

 

(2) 児童生徒は，自律した情報の使い手になるために必要となる資質・能力を

身に付けています。             ⇒指標❷・補足指標③・④ 

 

(3) 児童生徒は，少子高齢社会や人権，平和，環境等の現代的な諸課題に向き

合い，解決を図ろうとする学習活動を通して，持続可能な社会の実現に向け

て，主体的に参画しようとする態度を身に付けています。    ⇒指標❸ 
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指 標 名 
現状 

2021(R3) 

目標 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 

❶ＣＥＦＲ Ａ１程度（英検３級

程度）の英語力を有する中３生

の割合（%） 

   〔英語教育実施状況調査〕 

41.3 45.0 48.0 52.0 56.0 60.0 

❷「パソコンを使って，相手に

分かりやすく自分の考えや調べ

たことを伝えることができる」

と回答した中３生の割合（%） 
〔学習と生活についてのアンケート〕 

79.4 80.5 81.6 82.7 83.8 85.0 

❸「社会で問題になっているこ

とについて，どうすればよいか

を考えたことがある」と回答し

た中３生の割合（%） 
〔学習と生活についてのアンケート〕 

73.9 75.1 76.3 77.5 78.7 80.0 

 
【補足指標】 

指 標 名 
現状 

2021(R3) 

目標 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 

①「他国の人々や文化について理

解し，尊重しようとしている」と

回答した中３生の割合（%） 

〔学習と生活についてのアンケート〕 

85.3 86.2 87.1 88.0 89.0 90.0 

②宇都宮市の「よさ」を紹介でき

る中３生の割合（%） 

〔学習と生活についてのアンケート〕 

60.7 62.2 63.7 65.2 66.6 68.0 

③「インターネットを活用すると

き，正しいかどうかよく考えて情

報を得ており，また，責任をもっ

て情報を発信している」と回答し

た中３生の割合（%） 

〔学習と生活についてのアンケート〕 

92.3 92.9 93.4 93.9 94.5 95.0 

④「調べたことをコンピュータを

使ってまとめることができる」と

回答した中３生の割合(%) 

〔学習と生活についてのアンケート〕 

86.2 87.2 88.2 89.2 90.1 9１.0 

  

指 標 
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基本目標２ 未来を生き抜く力を養う 

基本施策 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【２－(1)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課・国際交流プラザ＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

英語教育・国際理

解教育の充実 

 児童生徒が，英語によるコミュニケーション能力を確実に身に付ける

ことができるよう，外国語指導助手（ＡＬＴ）の活用などにより授業を

充実させるとともに，本市独自の「小学校低学年の外国語活動」※１〔園〕の

実施，授業以外の時間を利用したＡＬＴとの交流◇などにより，英語でコ

ミュニケーションを図る機会を充実させるなどして英語教育の強化に努

めます。 

また，児童生徒の英語力の向上を図るため，より客観的な判定指標と

なる外部検定の導入◆について検討するなど，英語教育の取組の効果の

検証及び改善に努めます。 

こうした取組に加え，「英語力向上推進事業」として，「イングリッシ

ュキャンプ」※２や「“Miya”CCO English」※３◆〔G〕を実施するとともに，異

文化を理解するための学習活動※４◆や姉妹都市への中学生の派遣事業な

どを通して，国際理解教育を推進します。 

※１「小学校低学年の外国語活動」 … 小学校１・２年生が，年１０時間ずつ本市のＡＬＴと担任による外

国語活動を行い，コミュニケーション能力の素地を養うもの。 

※２「イングリッシュキャンプ」 … 希望する児童生徒が本市ＡＬＴと自然の中で共に活動することにより，

英語力の向上や，外国人とも積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図るもの。 

※３「“Miya” CCO English」 … 希望する児童生徒が本市ＡＬＴとオンライン環境を利用し英会話活動を

行うことにより，英語力の向上や，外国人とも積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成

を図るもの。「“Miya”CCO」の CCO は「Challenge Communication Online」の頭文字。 

※４「異文化を理解するための学習活動」 … ＡＬＴの出身国の文化紹介や交流，グローバルな視野で他者

と協働した課題解決学習などにより，異文化や異なる文化をもつ人々への理解促進を図るもの。 

 

 

グローバル社会で求められる，英語によるコミュニケーション能力の向上や郷土への愛情

と誇りの醸成を図るため，英語教育や国際理解教育の充実に努めるとともに，「宇都宮学」の

指導の充実などに努めます。 

   グローバル社会に主体的に向き合い， 

郷土愛を醸成する教育の推進 (1) 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 



第６章 計画の展開 

 55

【２－(1)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課・文化課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

郷土への愛情を育

む学習の推進 

郷土・宇都宮や日本の伝統や文化について理解し，郷土への愛情と誇

りをもてるようにするため，総合的な学習の時間等の授業で「宇都宮学」

※１〔園〕 を実施します。また，宇都宮市にゆかりのある「百人一首」に親し

む学習〔園〕を実施するとともに，児童生徒も参加できる「百人一首」の市

民大会を開催します。 

また，「宮っ子伝統文化体験教室」※２により，日本の伝統文化を尊重す

る態度を育みます。 

※１「宇都宮学」 … 宇都宮の歴史や伝統文化，産業等について理解を深め，郷土への愛情や誇りをもたせ

る学習。小学校では令和２年度，中学校では令和３年度に開始。 

※２「宮っ子伝統文化体験教室」 … 伝統文化に関する活動を行っている保存団体や継承者が学校へ赴き，

児童生徒に伝統文化を体験させる活動を実施するもの。獅子舞や黄ぶな絵付けなどを行っている。 

 

 

 

 

○ 英語教育・国際理解教育の充実を図ります。２－(1)－① 

・ 英語によるやりとりを中心とした授業の推進 
・ ＡＬＴを活用した生きた英語に触れる機会の充実 

・ 多様な文化に触れる学習の実施 
 

○ 郷土への愛情を育む学習の充実を図ります。２－(1)－② 

・ 「宇都宮学」の指導の充実 
・ 「百人一首」に親しむ学習の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校が取り組むこと 
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基本目標２ 未来を生き抜く力を養う 

基本施策 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２－(2)－①】 ☞ 関係課＜教育センター・学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

 

重 点 

自律した情報の使

い手を育む教育の

充実 

 

「宇都宮市学校デジタル化推進基本計画（第３次宇都宮市学校ＩＣＴ

化推進基本計画）」に基づき，１人１台端末を日常的に活用していく中で，

デジタル・シティズンシップ教育◆〔G〕の推進を図り，自ら判断し，責任を

もって他者や社会と関わりながら，主体的に学ぶ力が身に付くよう指導

します。 

また，「情報モラル教育年間指導計画」や「スマホ・ケータイ宮っ子ル

ール共同宣言」に基づき，「ノースマホ・ノーゲームデー」を実施するな

どして体系的に児童生徒の情報モラルを育みます。 

さらに，プログラミング学習や 1 人 1 台端末の効果的な活用◆〔G〕を通

して，コンピュータに意図した処理を行わせるための論理的思考力を育

成します。 

加えて，図書の活用や「ＮＩＥ」の推進※１により,児童生徒に情報を収

集する力，情報を読み取る力等を身に付けさせます。 

※１「ＮＩＥ」 … 「Newspaper In Education：教育に新聞を」の略称。学校などで新聞を教材として活用

する学習活動のこと。 

 

 

 

 

 

 

(2)  

各施策・事業の展開 

情報社会において不可欠な情報活用能力の育成を図ります。 
情報技術については，情報通信機器の特性を十分に理解し，そのよさを生かしながら効果

的な学習ができるよう，１人１台端末を日常的に活用するとともに，プログラミング教育の

充実を図り，コンピュータに意図した処理を行わせるための論理的思考力を育成します。 
また，情報社会において主体的かつ当事者意識をもって情報を活用し，社会や個人の課題

を解決する力を身に付けられるよう，自律した情報の使い手を育む教育を推進します。 
さらに，様々な先進技術を活用した授業や出前講座等を実施するなどして，科学技術の進

展に向き合う態度を育みます。 
 

◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【２－(2)－②】 ☞ 関係課＜教育センター・学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

先進技術に触れる 

教育活動の推進 

児童生徒が，日常的に 1 人 1 台端末を活用◆〔G〕し，コンピュータに親

しみ，広く生活の中で役立つデジタルの仕組みや可能性に気付くととも

に，急激な社会の情報化に向き合い，デジタルを積極的に課題解決のた

めに活用していけるよう，ＡＩ等の様々な先進技術に触れることができ

る体験教室◆〔G〕等を実施します。 

また，高等学校以上で行うＳＴＥＡＭ教育等の基盤となる資質・能力

の育成を図るため，「宮っ子『夢』教室」等を活用◆した先進技術に触れ

る機会の創出や，ＶＲ，ＡＲや３Ｄ都市モデル等のコンテンツを活用し

た学習活動◆〔G〕など，様々な先進技術を活用した学習活動を行う「Ｕ－Ｓ

ＴＥＡＭ学習」◆を展開します。 

 

 

 

 

○ 情報活用能力を育む教育の充実を図ります。２－(2)－①，② 

・ デジタル・シティズンシップ（情報モラル）を育む指導の推進 

・ プログラミング教育の推進 

・ １人１台端末の効果的な活用 
・ 図書を活用して資料や情報を収集する学習の推進 

・ 「ＮＩＥ」の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校が取り組むこと 
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基本目標２ 未来を生き抜く力を養う 

基本施策 

 

 

基本施策 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※１「ＳＤＧｓ宮っ子まちづくりプロジェクト」 … 地域や人権，平和，環境等に係る課題から，課題解決

のために自分たちが貢献できる活動を見いだし，実践を伴った学習活動を行うことで，持続可能な社会

の実現に向けた担い手に必要となる資質・能力を育むもの。 

 

 

 

【２－(3)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

 

地域を支える力を

育む教育の推進◇ 

 

人口減少や高齢化がこれまで以上に進行することが予測される地域社

会を，自ら支えていこうとする児童生徒を育てるため，中学校版「宇都

宮学」副読本※１や関係課が実施する講座※２を活用した学習に加え，参加

体験型学習※３の充実を図り，地域社会の抱える課題や解決に向けた取組

等について理解と関心を深めるとともに，「地域未来会議」など，地域の

方々とともに考える協働的な活動を推進し，社会参画意識を高めます。 

※１「中学校版『宇都宮学』副読本」の内容 … 「誰もが住みやすいまちの実現を目指して」子育て，高齢

社会，ＮＣＣ等 

※２「関係課が実施する講座」の例 … 認知症サポーター養成講座（高齢福祉課） 

※３「参加体験型学習」の例 … 中学・高校生と乳幼児のふれあい体験事業（保育課），各校が実施してい

る高齢者及び障がい者福祉施設との交流活動等 

 

 

将来を担う児童生徒が，実社会や多様な人々との関りを通して望ましい未来を描き，社会

の一員として持続可能な社会の実現に寄与していこうとする自覚を養うとともに，これから

社会参画していくための手がかりを得たり，実践力等を身に付けたりするため，「ＳＤＧｓ宮

っ子まちづくりプロジェクト」◆※１を展開し，「地域未来会議」等で挙げられた地域の課題や

人権，平和に係る課題，脱炭素社会構築への取組等の環境に係る課題など，持続可能な社会

の実現に向けた諸課題から，自分たちが課題解決のために貢献できることについて話し合

い，実践することを通して，持続可能な社会の実現に向けた担い手を育むための教育を推進

します。 
また，児童生徒に必要となる資質・能力を育むため，教科等横断的な視点に立ち，各教科

等の関連付けを図りながら教育課程を編成し，カリキュラム・マネジメントの充実◆に取り

組みます。 

各施策・事業の展開 

   持続可能な社会の実現に向けた担い手を育む 

教育の推進 
(3) 

◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【２－(3)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課・男女共同参画課・文化課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

人がともに支え合

う社会の担い手を

育む教育の推進◇ 

全ての人々の人権が尊重され，相互に共存することができる平和で豊

かな社会の実現に向け，主体的に参画する児童生徒を育成するため，各

教科や「宇都宮学」※１等の年間指導計画に，関係課による人権※２や平和

※３に関連する資料や事業の活用を計画的に位置付け，「固定的性別役割分

担意識」や「アンコンシャス・バイアス」※４の解消など，男女共同参画

の視点に立った人権教育や，「平和親善大使広島派遣事業」の推進など，

平和に関する参加体験型学習の充実を図り，主体的・協働的に解決しよ

うとする態度を育む教育活動を推進します。 

※１ 中学校版「宇都宮学」副読本の内容 … 「多文化が共生する宇都宮のまちづくり」 

※２「人権」に関連する資料 … 宇都宮市男女共同参画教育参考資料「かがやき」，特別リーフレット「い

ろいろな性 いろいろな生き方」（男女共同参画課より小学校５年生に配付） 

「人権」に関連する事業 … 「デートＤＶ防止出前講座」（男女共同参画課） 

※３「平和」に関連する資料 … 「うつのみやの空襲」（文化課より小学校６年生に配付） 

「平和」に関連する事業 … 戦争体験者による「宇都宮空襲 未来へつなぐ」平和啓発動画，「語り

部・語り継ぎ講演会」動画，「平和親善大使広島派遣事業」平和啓発動画，広島平和祈念館「被爆体験伝

承者等派遣事業」（男女共同参画課） 

※４「アンコンシャス・バイアス」 … 無意識の思い込みのこと。 

 

 

【２－(3)－③】 ☞ 関係課＜学校教育課・環境政策課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

身近な環境を守ろ

うとする態度を養

う教育の推進◇ 

持続可能な社会づくりに主体的に参画する児童生徒を育成するため，

各教科や「宇都宮学」※１等において，環境や環境に配慮した消費生活等

に関連する資料や講座，事業※２◇等を活用しながら，環境教育及び消費

者教育を推進するとともに，参加体験型学習の充実を図り，主体的・協

働的に解決しようとする態度を育む教育活動の充実を推進します。 

※１ 中学校版「宇都宮学」副読本の内容 … 「経済の発展と環境への配慮」 

※２「環境教育に関連する資料」の例 … 「みどりはともだち」（景観みどり課），「ぼくたち，わたしたち

のくらしを考えよう」（栃木県消費生活センター） 

「環境教育に関連する講座」の例 … 「地球温暖化の問題を考えよう」「宇都宮のもったいない運動」

等（環境政策課），「生物多様性って何」（環境保全課），「今日から実践『3R でｴｺﾗｲﾌ』」（ごみ減量課） 

   「環境教育に関連する事業」 … 「みやｴｺｽｸｰﾙ認定制度」（環境政策課），「学校版『もったいない運

動』」の実施◆（環境政策課，学校教育課），「市施設めぐり」ｸﾘｰﾝﾊﾟｰｸ等の施設見学（学校教育課） 

 

 
 

 

○ 地域や社会，環境などについて考える教育活動を推進します。２－(3)－①，②，③ 

・ 「地域未来会議」の実施（中学校） 

・ 総合的な学習の時間などにおける地域や社会，環境等をテーマとした学習の推進 

学校が取り組むこと 
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基本目標３ 

目指す姿 

(1) 学校は，特別な支援を必要とする児童生徒の可能性を最大限伸ばす

よう，個に応じた支援の充実を図っています。⇒指標❶・補足指標① 

 

(2) 学校は，いじめの根絶や不登校の未然防止に努めるなど，児童生徒

が安心して過ごせる教育環境を整えるとともに，家庭や地域，関係機

関と連携・協力しながら，児童生徒の個々の状況に応じた支援を行っ

ています。              ⇒指標❷・❸・補足指標② 

 

(3) 学校は，外国人児童生徒等に対して，自立して生きる力の基盤を育

むとともに，安心して生活できるよう支援しています。  ⇒指標❹ 

 

(4) 学校は，「性的マイノリティ」や家庭における虐待，貧困，ヤングケ

アラーなどに対し，関係機関と連携・協力しながら，多様な教育的ニー

ズがある児童生徒の状況に応じた支援を行っています。   ⇒指標❺ 
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指 標 名 
現状 

2021(R3) 

目標 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 

❶児童生徒の学習の困難さの改
善・克服を目指して，デジタル機
器を効果的に活用し，授業の改善
を行っている教員の割合（%） 
〔特別支援教育の推進に係るアンケート調査〕 

73.2 75.5 77.8 80.2 82.6 85.0 

❷不登校児童生徒のうち，「学び
の機会」を保障し，将来の「社会
的自立」に向けた支援につながっ
た児童生徒※１の割合（%） 
〔宇都宮市長期欠席に関する実態調査〕  

74.1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

❸小・中学校でのいじめ解消率
（４月～１２月に認知したもの） 
〔暴力行為，いじめ等の実態調査〕 

92.2 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

❹希望の進路に進んだ外国人生徒
の割合（%） 
〔栃木県外国人生徒進路状況調査〕 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

❺「学校は，一人一人が大切にさ
れ，活気があり，明るく生き生き
とした雰囲気である」と回答した
保護者，児童生徒の割合（%） 
〔うつのみや学校マネジメントシステム〕  

保護者 

91.9 
児童生徒 

90.1 

保護者 

92.5 
児童生徒 

90.7 

保護者 

93.1 
児童生徒 

91.3 

保護者 

93.7 
児童生徒 

91.9 

保護者 

94.3 
児童生徒 

92.5 

保護者 

95.0 
児童生徒 

93.0 

※１「『学びの機会』を保障し，将来の『社会的自立』に向けた支援につながった児童生徒」 … 校内にお

ける別室や適応支援教室，フリースクール等民間施設を利用した，教育センターで相談した，家庭にお

いてデジタルを活用した学習支援を行った，等の多様な支援につながった児童生徒。 

 
【補足指標】 

指 標 名 
現状 

2021(R3) 

目標 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 
①一人一人の教育的ニーズを把握

し，実態に応じた指導を実践してい

る教員の割合(%) 
〔特別支援教育の推進に係るｱﾝｹｰﾄ調査〕 

99.5 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

②小・中学校におけるいじめの認知

件数（１，０００人あたり） 

〔暴力行為，いじめ等の実態調査〕 

小学校 
9.8 

中学校 
12.7 

小学校 
9.1 

中学校 
11.3 

小学校 
8.4 

中学校 
10.6 

小学校 
7.6 

中学校 
9.9 

小学校 
6.8 

中学校 
9.2 

小学校 
6.0 

中学校 
8.5 

  

指 標 

(%) 
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基本目標３ 児童生徒の様々な状況に応じた指導・支援を行う 

基本施策 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【３－(1)－①】 ☞ 関係課＜教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

学校の組織的対応

力の強化と支援体

制の充実 

子供一人一人の障がいの特性及び心身の発達の段階に応じた支援を行

うため，指導主事等による学校訪問相談◇を実施し，ＩＣＦ※１による個別

の支援計画を活用した校内支援体制の構築◆や医療的ケア児※２等支援の

必要な児童生徒に対して，適切な人的配置（医療的ケア支援員※３，学校

生活補助員等）◇を行うことで，学校の組織的対応力の強化と支援体制の

充実に努めます。 

※１「ＩＣＦ」 … ２００１年に世界保健機関（ＷＨＯ）において採択された，人間の生活機能と障がいに

関する状況を記述することを目的とする分類方法。特別支援学校学習指導要領解説では，関係者間での

実態把握と共通理解の参考とするものとされている。 

※２「医療的ケア児」 … 「日常生活及び社会生活を営むために恒常的に医療的ケア（人工呼吸器による呼

吸管理，喀痰吸引その他の医療行為）を受けることが不可欠である児童」（医療的ケア児及びその家族に

対する支援に関する法律第２条）のこと。 

※３「医療的ケア支援員」 … 医療的ケア児が在籍する学校に配置され，日常生活を営む上で必要な医療行

為を，主治医の指示に基づいて医療的ケアを実施することにより，学校生活を安全・安心に送れるよう

に支援する職員。 

 

【３－(1)－②】 ☞ 関係課＜教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

合理的配慮※１に係

る早期からの連携

強化 

特別な支援を必要とする幼児（年少・年中）の保護者が就学について

考え，情報を得る機会を確保することができるよう，就学相談説明会等

を実施するとともに，医療的ケア等を含む合理的配慮※１に関する関係機

関との情報共有◆ を行うなど，連携強化を図ることで，就学後に不安や

負担を感じることがないように，学校における施設設備等に係る環境整

備を拡充◇します。 

 

特別な教育的支援が必要な児童生徒一人一人が，自らの力を最大限に発揮し，自信と意欲

をもって学校生活を送れるよう，学校における支援体制を強化します。 

また，将来の社会的自立に向けた幼児期からの一貫した支援が受けられるよう，関係機関

との連携強化を推進することで，適切な支援の充実に努めます。 

 

(1)   

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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※１「合理的配慮」 ･･･ 障がいのある子供が，他の子供と平等に「教育を受ける権利」を享受・行使する

ことを確保するため，学校の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整を行うこと。 

 

【３－(1)－③】 ☞ 関係課＜教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

教育的ニーズに応

じた教職員の指導

力の向上 

「宇都宮市学校教育における合理的配慮の手引き※１◆」や啓発資料を

基に，将来の社会的自立に向けた一貫した支援を提供することができる

よう，児童生徒の特性や理解度に応じた１人１台端末の活用による支援

の充実◆〔G〕を図るとともに，障がいの特性に応じた個別最適な学びに向

けた指導力の向上◆を図ります。 

※１「宇都宮市学校教育における合理的配慮の手引き」（令和４年１月）」 ･･･ 本市学校教育において，全

ての教職員が，適切に合理的配慮の提供ができるよう，その基本的な考え方と障がい種別ごとの合理的

配慮の具体例を，教職員向けの指導資料としてまとめたもの。 

 

 

 

 

○ 学校の組織的対応力の強化と支援体制の充実を図ります。３－(1)－① 

・ 校内支援委員会等における，ＩＣＦによる実態把握を基にした支援内容の検討と評価の

計画的な実施 
 

○ 児童生徒の特性や理解度に応じた個別最適な学びの実現を図ります。３－(1)－③ 

・ 校内研修や啓発資料を基にした，１人１台端末の活用等による個に応じた指導の充実 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が取り組むこと 
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基本目標３ 児童生徒の様々な状況に応じた指導・支援を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３－(2)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課・教育センター＞ 

※１「いじめゼロ運動」 … 平成２０年度から全小・中学校において通年で実施。特に，年２回の「いじめゼロ

強調月間」では，いじめゼロリボンの着用や児童生徒主体によるいじめ根絶集会，いじめに関するアンケート

調査等を集中的に実施している。 

※２「Ｑ－Ｕ」 … クラスでの満足度や学校生活への意欲について児童生徒が回答するアンケート。いじめや不

登校の未然防止，よりよい学級作りに生かすことができる。 

※３「スクールカウンセリングマネージャー」 … 校内における教育相談体制の推進役となる教員。校内でのＳ

Ｃ等の活用に係る計画・立案・調整を行う他，各地域学校園における情報交換会等を計画するなど，小・中学

校の連携に係る調整も行う。 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

魅力にあふれ安心

して過ごせる学校

づくりの推進◆ 

魅力にあふれ安心して過ごせる学校づくりを推進するため，市・学

校・家庭・地域が一体となった「いじめゼロ運動」※１や心の教育の推

進，児童生徒に寄り添ったきめ細かな学級経営，「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた授業改善◆等に取り組むとともに，心身の健康

の保持増進に係る体育・保健体育科や特別活動など，各教科等の指導の

充実◇を図ります。 

また，いじめアンケート調査やＱ－Ｕ※２等の活用により，課題の早期

発見・早期対応に努めるとともに，スクールカウンセリングマネージャ

ー※３等を中心として，スクールカウンセラーの専門性を活かした教育相

談体制の充実を図ります。 

いじめを根絶するため，学校・家庭・地域が連携しながら全小・中学校で「いじめゼロ運

動」を推進するとともに，教職員の指導力や対応力を強化しながら，いじめの未然防止や早

期発見，早期対応に取り組みます。 
また，不登校児童生徒の個々の状況に応じた支援の充実を図るため，教職員一人一人の対

応力の向上や組織的な不登校対策の取組を推進するとともに，適応支援教室など，学校以外

の場においても，不登校児童生徒の「学びの機会」を保障し，将来の社会的自立に向けた支

援を行います。 
いじめ・不登校対策の充実を図るため，各教科等の授業の質の向上やきめ細かな学級経営，

課題の早期発見・早期対応に取り組むなど，「魅力にあふれ安心して過ごせる学校づくり」を

推進します。 

(2)  いじめ・不登校対策の充実 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 



第６章 計画の展開 

 65

【３－(2)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課＞ 

※１「ネットいじめ等パトロール・相談事業」 … ネットいじめや犯罪被害等から児童生徒を守るため，専門業

者によるネット上の不適切な書き込みの検索・監視・削除代行や，相談窓口ホームページによる相談の受付を

行うとともに，検索・監視結果を学校に情報提供する事業。 

 

【３－(2)－③】 ☞ 関係課＜教育センター＞ 

※１「メンタルサポーター」 … 全２５中学校に配置した，授業や休み時間等，学校生活の様々な場面におい

て，生徒に積極的に関わる相談員。多くの生徒との関わりを通して，心理面のサポートが必要な生徒の早期

発見・早期対応を行い，心の健康の維持・回復・増進を図るとともに，不登校生徒の教室復帰や社会的自立

に向けた支援を行う。 

※２「デジタル適応支援教室」 … 学校や社会とつながりがもてずに，家庭で多くの時間を過ごしている不登

校児童生徒の「学びの機会」を保障し，児童生徒の社会的自立を目指すため，デジタルを活用した不登校支

援を行うことを特色とした適応支援教室。 

 

 

 

 

 

 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

いじめへの対応強

化とネットトラブ

ル等の未然防止 

いじめを根絶するため，市いじめ防止基本方針に基づき，いじめに対

する組織的な対応の徹底や教職員の対応力の強化，「ネットいじめ等パト

ロール・相談事業」※１の実施，「宮っ子ダイアリー」の活用などにより，

いじめの未然防止と早期発見・早期対応に取り組みます。また，ＳＮＳ

等を通じたトラブル防止のための出前講座の実施◇ などにより，ネット

トラブルの未然防止に取り組みます。 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

不登校児童生徒の

個々の状況に応じ

た支援の充実◆ 

不登校児童生徒の個々の状況に応じた支援の充実を図るため，指導主

事の学校訪問による支援・教職員研修の実施◆や啓発資料の作成などを

行います。 

メンタルサポーター※１等を活用した別室登校支援◆の充実を図るとと

もに，連絡手段や学習支援のツールとして１人１台端末を活用◆〔G〕する

など，組織的な不登校対策の取組を推進します。 

 また，適応支援教室においては，不登校児童生徒の個々の状況に応じ

た活動内容や開設時間を設定するなど，支援の充実を図るとともに，家

庭で多くの時間を過ごしている児童生徒を対象として，新たにデジタル

適応支援教室※２◆〔G〕を設置し，学校以外の場においても不登校児童生徒

の「学びの機会」を保障し，将来の社会的自立に向けた支援を行います。 
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【３－(2)－④】 ☞ 関係課＜学校教育課・教育センター・生涯学習課＞ 

※１「各地域学校園児童生徒指導強化連絡会」 … ２５地域ある各地域学校園内の小・中学校の校長・児童指導

主任・生徒指導主事らで構成する連絡会（年２回）。市教委から指導助言者が出席し，児童生徒指導に関する

研究や情報交換，重点取組の検討等を行う。 

※２「いじめ等問題行動対策連絡会」 … 教育委員会，学校，関係機関・団体等が連携体制を構築するための連

絡会。本市小・中学生の状況やいじめ防止対策等について意見交換するとともに，効果的な連携の在り方に

ついて協議する。 

※３「スクールソーシャルワーカー」 … 虐待や貧困といった複雑な家庭環境などが児童生徒の問題行動等の

背景・要因となっており，学校だけでは問題解決が困難な事案に対して，学校と家庭・福祉等関係機関をつ

なぎ，問題の解決に当たる職員。 

※４「親学出前講座」 … 保護者が子供をよりよく育てるために，子育ての責務や親としての役割，子供との

関わり方などのほか，社会の一員としての大人の役割などを学ぶための講座。 

 

 

 

○ 魅力にあふれ安心して過ごせる学校づくりを推進します。３－(2)－① 

・ 「いじめゼロ運動」の推進 

・ 児童生徒に寄り添ったきめ細かな学級経営の推進 

・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

・ 心身の健康の保持増進に係る体育・保健体育科や特別活動など，各教科等の指導の充実 

・ いじめアンケート調査やＱ－Ｕ等の活用による課題の早期発見・早期対応の実施 

・ スクールカウンセリングマネージャー等を中心とした組織的な教育相談体制の充実 
 

○ いじめの根絶に向けて，「各学校いじめ防止基本方針」に基づき，いじめの未然防止，早期

発見，早期対応，組織的な対応に取り組みます。３－(2)－②，④ 

・ いじめの未然防止・早期発見・早期対応・組織的な対応の推進 
 

○ 不登校児童生徒の個々の状況に応じて，「学びの機会」を保障し，将来の社会的自立に向け

た支援を行います。３－(2)－③，④  

・ 児童生徒の実態把握を踏まえた組織的・計画的な支援の実施 

・ 別室登校支援の充実 

・ 連絡手段や学習支援のツールとしての１人１台端末活用の推進 

・ 児童生徒及び保護者への必要な情報提供 

・ 適応支援教室やフリースクール等民間施設，関係機関等との連携強化 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

学校・家庭・地域・

関係機関等の連携

強化 

いじめや不登校対策の取組の充実を図るため，各地域学校園内の小・

中学校による各地域学校園児童生徒指導強化連絡会※１〔園〕や，学校と警

察，児童相談所，ＰＴＡ連合会，民生委員児童委員協議会等が参加する，

いじめ等問題行動対策連絡会※２の開催などにより，学校と地域・関係機

関等の連携体制を強化するとともに，スクールソーシャルワーカー※３が

家庭・学校・福祉等関係機関を繋ぐなど，学校の支援を行います。 

また，家庭教育支援として，親学出前講座※４や「魅力ある学校づくり地域協

議会」研修会等の機会を捉えて，子供の心理や変化への気付き方などにつ

いて，家庭や地域に向けた情報提供・周知啓発に取り組みます。 

学校が取り組むこと 
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基本目標３ 児童生徒の様々な状況に応じた指導・支援を行う 

基本施策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【３－(3)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

外国人児童生徒等

への指導の充実 

日本語が未習熟な外国人児童生徒等に対して，初期の日本語を習得さ

せ，学校生活への適応を図るため，「初期日本語指導教室」※１での通級指

導及び学校への「日本語指導者派遣事業」※２により，日本語指導及び学

校生活適応について支援するなど，児童生徒の日本語習得や学校生活適

応の状況に応じた指導の充実を図ります。 

※１「初期日本語指導教室」 … 日本語が未習熟な児童生徒等に集中した指導を行うことにより，初期日本

語を習得させるとともに小・中学校への円滑な編入学を図るための教室。 

※２「日本語指導者派遣事業」 … 日本語及び学校生活適応指導が必要な外国人児童生徒が在籍する小・中

学校へ日本語指導者を派遣する事業。当該児童生徒に日本語等を習得させ，学校生活への適応を図ると

ともに，懇談での通訳等を行うことにより，学校と保護者との連携・協力の支援を行う。 

 

【３－(3)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課・国際交流プラザ＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

多文化共生の理解

促進◆ 

小・中学校の外国語科や外国語活動，社会科や道徳科，「宇都宮学」※

１等の授業を通して，外国人や外国人児童生徒に関心をもち，積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度の育成に努めます。 

また，国際理解を促進する講座※２等を学校や保護者に周知◇し，参加促

進を図ることにより，多文化共生意識の醸成を図ります。 

※１ 中学校版「宇都宮学」副読本の内容 … 「多文化が共生する宇都宮のまちづくり」 

※２「国際理解を促進する講座」の例 … フェスタｍｙ宇都宮，世界の絵本読み聞かせ，国際交流サロン， 

国際理解講座等 

日本語での会話や読み書きなどが十分ではない外国人児童生徒等に対して，学校生活に適

応できる日本語を習得させる指導の充実を図るとともに，学校と保護者との連携・協力を深

める取組を推進します。 
また，各教科等の授業や体験活動などを通して，多文化共生の意識を醸成します。 
なお，本計画の下位計画である「宇都宮市外国人児童生徒教育推進計画」については，計画

策定の所期の目的を達成したことから，今後は，本計画の基本施策⑶の各施策・事業において

一体的に取り扱うこととします。詳しい内容等については，Ｐ.１０３～１０５に示します。 

(3)  外国人児童生徒等への適応支援の充実 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【３－(3)－③】 ☞ 関係課＜学校教育課・学校管理課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

外国人児童生徒等

の保護者への支援 

外国人児童生徒等が安心して生き生きと学校生活を送るため，学校で

の保護者会や教職員と保護者の懇談，教育委員会における就学や特別支

援教育についての相談等に通訳者を派遣したり，学校からの文書を翻訳

したりするなど，外国人児童生徒等の保護者との共通理解を支援します。 

また，より多くの言語に対応するため，１人１台端末を活用した通訳

翻訳◆〔G〕を促進します。 

 

 

 

 

○ 外国人児童生徒への指導とその保護者に対する支援の充実を図ります。３－(3)－①，③ 

・ 外国人児童生徒の受入れ体制づくり 
・ 「日本語指導講師」との連携 

・ １人１台端末を活用した通訳翻訳の実施 
 

○ 外国人，外国人児童生徒への関心や理解を深める教育活動を推進します。３－(3)－① 

・ 多文化共生をテーマとした授業の充実 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が取り組むこと 
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基本目標３ 児童生徒の様々な状況に応じた指導・支援を行う 

基本施策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【３－(4)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課・子ども家庭課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

問題行動・非行へ

の対応，児童生徒

指導の充実 

児童生徒の健全育成及び問題行動・非行防止に向けて，各学校におけ

る児童生徒指導の充実を図るとともに，各地域学校園児童生徒指導強化

連絡会〔園〕やいじめ等問題行動対策連絡会の開催などにより，学校の対応

力向上と，地域・関係機関等と連携した取組の推進を図ります。 

また，虐待や貧困といった家庭環境などが，児童生徒の問題行動等の

背景・要因となっていることも多いため，学校だけでは問題解決が困難

な事案に対して，スクールソーシャルワーカーが家庭・学校・福祉等関

係機関をつなぐなど，学校や家庭の支援を行います。 

 

【３－(4)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課・男女共同参画課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

「性的マイノリテ

ィ」とされる児童

生徒への対応 

「性的マイノリティ」とされる児童生徒が安心して過ごすことができ

るよう，教職員の「性的マイノリティ」に対する理解の促進を図るとと

もに，全ての小・中学校で，相談体制の整備を行います。 

また，性の多様性に係る資料※１を活用するなどして，児童生徒及び保

護者への啓発を行うとともに，人権教育の充実を図り，生徒が制服を選

択して着用できるなど，児童生徒の個々の状況に応じたきめ細かな指導・

支援を推進します。 

※１「性の多様性に係る資料」 … 特別リーフレット「いろいろな性 いろいろな生き方」，「『性の多様性』

啓発カード」（男女共同参画課） 

暴力行為や非行などをなくすため，学校と家庭や関係機関等と連携・協力した取組の推進を

図ります。 
また，「性的マイノリティ」への配慮や児童虐待等の防止などに努めるとともに，家庭，地

域を含めた啓発活動に取り組みます。 
さらに，全ての児童生徒が心身ともに健康な状態で生活することができるよう，就学援助や

奨学金制度等の充実，ヤングケアラー対策の推進を図ります。 

なお，特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する指導・支援については，国の動向を注

視しながら，調査・研究していきます。 

(4)  多様な教育的ニーズへの対応の強化 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【３－(4)－③】 ☞ 関係課＜学校教育課・子ども家庭課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

児童虐待防止対策

の推進 

 児童生徒が，保護者等から虐待を受けることなく，安心して生活する

ことができるよう，要保護児童対策地域協議会における関係機関との連

携等により，児童虐待の未然防止と被虐待児童の早期発見・早期対応に

努めます。 

また，保護者の子育ての困り感等に対応するため，市子ども家庭支援

室等と連携し，子育て・家庭教育に係る相談支援の充実を図ります。 

 

【３－(4)－④】☞ 関係課＜教育企画課・学校管理課・学校教育課・生涯学習課・生活福祉第

２課・子ども未来課・子ども家庭課・男女共同参画課・学校健康課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

子供の貧困，ヤン

グケアラー対策の

推進 

 教育費による家庭の経済的負担を軽減するため，各学校において「魅

力ある学校づくり地域協議会」，ＰＴＡと連携した取組を推進するととも

に，「奨学金等貸付事業」，「就学援助制度」を充実させます。 

また，家庭の経済状況に左右されることなく，児童生徒が学校外での

補習の機会を得られるよう，「生活困窮世帯への学習支援」※１や，地域に

おける学習支援活動を推進します。 

さらに，ヤングケアラーへの理解を促進◆するため，教職員に対して研

修等を実施し，資質の向上を図るとともに，教育相談などを通してヤン

グケアラーが疑われる児童生徒の早期発見・早期把握◆に努め，関係機関

と連携した適切な支援を行います。 

加えて，市立小・中学校保健室への生理用品の配置の充実や女子トイ

レへの生理用品を配置する「つながりサポート女性支援事業」との連携

◆を図り，女子児童生徒への支援を行います。 

子供の貧困やヤングケアラー等に関する諸問題に対応するため，必要

に応じてスクールソーシャルワーカーや子ども家庭支援室，「宮っこの居

場所づくり事業」※２等と連携を図りながら，児童生徒の様々な状況に応

じた支援を行います。 

※１「生活困窮世帯への学習支援」 … 「生活困窮者自立支援制度」に基づく事業の一つ。生活困窮世帯の

中学生の将来の自立に向けて個々の学力に応じた学習指導を行い，学習習慣を身に付け，意欲を高める

ことで，高校進学などを支援するもの。「学習支援教室」「通信添削」とも費用は無料。 

※２「宮っこの居場所づくり事業」 … 個々の状況に応じた包括的な支援を提供する「親と子どもの居場所」

や子ども食堂などの地域主体で実施する「子どもの居場所」など，学校でも家庭でもない子供の第３の

居場所づくりを推進する事業。 
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○ 児童生徒指導の充実を図ります。３－(4)－① 

・ 児童生徒の規範意識の醸成 

・ 個に応じた継続的な指導 

・ 学校と家庭，地域，関係機関等との連携強化 

・ スクールソーシャルワーカーとの連携 

・ スマホ・携帯電話等問題に対する取組の推進 
 

○ 「性的マイノリティ」とされる児童生徒への対応に配慮します。３－(4)－② 

・ 「性的マイノリティ」に関する教職員の理解促進 

・ 学校生活の各場面における児童生徒一人一人の状況に応じた支援 
 
 

○ 児童虐待，子供の貧困，ヤングケアラー対策を推進します。３－(4)－③，④ 

・ 児童虐待や子供の貧困，ヤングケアラーが疑われる児童生徒の早期発見・早期対応 

・ 制服等のリユース，リサイクルの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が取り組むこと 
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基本目標４ 

 

目指す姿 

(1) 教職員は，自己研鑽に努め，高い指導力と専門性を身に付けるととも

に，強い使命感や情熱をもって日々の指導を行い，児童生徒，保護者，

地域の方々から頼られる存在となっています。⇒指標❶・補足指標① 

 

(2) 学校は，多様な専門性を有する学校スタッフを効果的に活用し，校長

のリーダーシップのもと，全ての教職員が力を発揮し，チームとして協

力し合いながら指導にあたっています。         ⇒指標❷ 

 

(3) 学校は，デジタル機器を活用するなどしながら，業務の効率化を進め

ています。また，教職員は，児童生徒と向き合う時間を確保し，心身と

もに健康な状態で職務を遂行しています。   ⇒指標❸・補足指標② 
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指 標 名 
現状 

2021(R3) 

目標 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 

❶「教職員は，分かる授業や児童

（生徒）にきめ細かな指導を行

い，学力向上を図っている」と回

答した児童生徒，保護者の割合 

                （%） 
〔うつのみや学校マネジメントシステム〕 

89.7 90.3 91.0 91.6 92.3 93.0 

❷「学校に関わる職員全員がチー

ムとなり，協力して業務に取り組

んでいる」と回答した教職員の割

合（%） 
〔うつのみや学校マネジメントシステム〕 

93.1 93.5 93.9 94.3 94.7 95.0 

❸時間外在校等時間が 1 か月で

80 時間を超える教職員の人数

（人）※月平均人数 
〔学校教育課調べ〕 

212 170 128 86 44 0 

 
【補足指標】 

指 標 名 
現状 

2021(R3) 

目標 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 

①研究授業を年間 4 回以上実施した

小・中学校の割合（%） 

〔学校教育課調べ〕 
65.6 69.9 74.2 78.5 82.8 87.0 

②「勤務時間を意識して，業務の効

率化に取り組んでいる」と回答した

教職員の割合（%） 

〔うつのみや学校マネジメントシステム〕 

76.2 78.0 79.7 81.5 83.3 85.0 

 

 

指 標 
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基本目標４ 教職員がいきいきと勤務できる環境を整え，信頼される教職員を育てる 

基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【４－(1)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課・教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

キャリアステージ

に応じた教職員育

成システムの推進 

教職員が，これまで受講した研修の履歴を活用しながら，自ら主体的・

計画的に資質・能力の向上を図るため，キャリアマネジメントを意識し

た「教員研修計画」◇を策定します。また，教職員一人一人がキャリアス

テージごとに必要な資質・能力の向上を図ることができるよう，体系的

な研修を実施します。 
特に，中堅教員に対しては，教職大学院との連携等による「学校運営

推進リーダー養成研修」※１等の研修を充実させ，学校運営を担うミドル

リーダーとして活躍する教員の育成を図ります。 
また，若手教員に対しては，初任者研修と「若手教員育成システム」

※２において，指導的立場にあった再任用教員の経験を生かして校内での 
ＯＪＴ◇による実践研修を充実させ，次世代を担う教職員の育成を図り

ます。 
※１「学校運営推進リーダー養成研修」 … 教職１０年目の研修を受講済みの者を対象にした研修。 

※２「若手教員育成システム」 … 教職２～４年目教員を対象に，組織的・継続的に育成等するもの。 

 

【４－(1)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課・教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

授業力，学級経営

力の育成 

教職員一人一人の授業力向上に向け，若手教員や中堅教員の育成，各

校における校内研修の充実などを中心とした授業改善を支援するため，

「宇都宮モデル」や「授業改善チェックリスト」の活用をはじめ，「宮っ

子学びのデザインチーム◆（旧授業力向上プロジェクトチーム）」を立ち

上げるなど，市教委と学校が学習指導上の課題や方向性を共有し，一体

となって授業力の向上を図るとともに，小学校高学年における教科担任

制の推進◇や学習指導に係る研修の充実，教職員の自己研修の支援◆など

教職員が，自己研鑽に努め，高い指導力と専門性を身に付けるとともに，強い使命感や情

熱をもって日々の指導を行い，児童生徒，保護者，地域の方々から頼られる存在となれるよ

う，教職員一人一人に対し，キャリアステージごとに必要な資質・能力の向上を図るための

体系的な研修を実施します。 
また，各学校や地域学校園における教職員の授業力や学級経営力の向上を図る取組を推進

します。 

(1)  教職員の資質・能力の向上 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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を通して，各教科等の授業力の向上を図ります。 

また，各地域学校園における「教職員合同研修会」〔園〕や「中学校教員

の小学校への乗り入れ授業」〔園〕を活用するなどした合同の授業研究会，

「授業力向上プロジェクト研究」〔園〕など，小・中学校の教職員の学び合

いを生かして授業力向上を図る「地域学校園教職員研修」〔園〕を推進しま

す。 

さらに，本市研修において学級経営に係る内容を強化するとともに，

「学級経営チェックリスト」を活用し振り返りを行うなど，「学級経営力

向上プロジェクト」を推進し，学級担任の学級づくりを支援します。 

 

【４－(1)－③】☞ 関係課＜学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

先進的教育研究の 

推進 

 教職員が，先進の教育研究の成果に基づいた質の高い教育活動を展開

するため，市教委は，研究学校を指定し，財政的支援や指導助言により

研究を推進し，その成果を全市で共有することにより，市全体の教育の

質の向上に努めます。 

 

【４－(1)－④】☞ 関係課＜学校教育課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

自信と誇りと気概

のある教職員の育

成 

 教職員の一層の資質・能力と勤務意欲の向上を図るため，情熱をもち，

授業等の教育活動において高い指導力や専門性を発揮している教職員及

び学校運営や地域連携等に貢献している教職員を表彰する「宇都宮市教

職員表彰」を推進します。 

 

 

 

 

○ 教職員の授業力，学級経営力の向上を図ります。４－(1)－② 

・ 校内研修の工夫 

・ 校内でのＯＪＴによる実践研修の実施 
・ 小学校高学年における教科担任制の推進 

・ 教職員の自己研修の推進 

・ 「地域学校園教職員研修」の実施 
 

 

 

 

  

学校が取り組むこと 
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「キャリアマネジメントのイメージ」 
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基本目標４ 教職員がいきいきと勤務できる環境を整え，信頼される教職員を育てる 

基本施策 

 

 

 

 

 

 

  

 

【４－(2)－①】☞ 関係課＜学校教育課・学校健康課・教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

多様な支援スタッ

フの配置・活用 

学校や教職員が直面する課題が多様化・複雑化する中で，「学校におけ

る働き方改革」を推進し，教員が担う業務の適正化を図るため，医療的

ケア支援業務，スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカー，

ＩＣＴ支援員，学校支援業務特別支援学級担当，学級支援事務等の多様

な支援スタッフを活用し，教育活動の充実を図ります。 

 

 

【４－(2)－②】☞ 関係課＜学校教育課・教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

学校と地域学校園

のチーム力を生か

すマネジメント力

の向上 

教育について専門性を有する教職員に加え，多様な専門性を有する支

援スタッフが，校長のリーダーシップのもと，力を十分に発揮し，チー

ムとしての学校・地域学校園の力を最大化できるような体制を構築する

ため，「管理職を対象としたマネジメント研修」◇の充実を図ります。 

また，中堅教員に対して，「学校運営推進リーダー養成研修」等の研修

を充実させ，学校運営を担うミドルリーダーとして活躍する教員の育成

◇を図り，学校内のチーム力の向上を図ります。 

  

 

 

 

○ 多様なスタッフと連携します。４－(2)－① 

・ 専門性を有する支援スタッフの効果的活用 
 

  

教員と支援スタッフの連携・協働により，教育活動の質的向上を図るとともに，管理職の

マネジメント力向上を図り，学校の組織力を一層強化し，児童生徒への指導・支援を充実さ

せます。 

(2)  チーム力の向上 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 

学校が取り組むこと 
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基本目標４ 教職員がいきいきと勤務できる環境を整え，信頼される教職員を育てる 

基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４－(3)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課・学校管理課・学校健康課・教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

業務の効率化の推

進 

教職員が，児童生徒と向き合う時間を十分かつ適切に確保するととも

に，授業や授業準備等に集中することができるよう，学校への調査照会

文書の縮減などのアクションプランにおける効果的な取組を継続すると

ともに，「学校デジタル連絡ツール」※１◆〔G〕の導入やｗｅｂ会議システム

を活用した研修・会議等の実施◆〔G〕，部活動指導員の活用，部活動休養日

の徹底など，業務の効率化を一層推進します。 

また，システムによる教職員の人事管理◆〔G〕，校務支援ソフトの機能強

化◆〔G〕により，事務負担を軽減するなど，業務の効率化に向けた取組を推

進します。 

※１「学校デジタル連絡ツール」 … スマートフォンや携帯電話等を利用し，保護者に学校の情報等を提供

したり，保護者が学校に欠席連絡等をしたりすることができるシステム。 

 

 

 

 

 

 

 

喫緊の課題である学校における働き方改革を推し進め，児童生徒と向き合う時間や自らの

授業を磨く時間を確保するとともに，教職員が日々の生活や教職人生を豊かにできるよう，

校務のデジタル化の推進や部活動指導体制の改善等により，業務の効率化を推進するととも

に，国の動向を踏まえながら，学校・家庭・地域それぞれの役割を明確にして，業務分担の

見直しを検討するなど，教育活動に専念するための業務の改善を図ります。 
また，教職員が情熱をもっていきいきと働くことができるよう，管理職に対するマネジメ

ント研修を実施するとともに，出退勤時刻の管理に係る取組を充実させながら，教職員の労

働時間の適正化を推進します。 

なお，働き方改革の推進に当たっては，引き続き，「学校における働き方改革推進会議」に

おいて，関係部局との連携を図りながら各種取組を進めます。 

(3)  学校における働き方改革の推進 

各施策・事業の展開 ◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【４－(3)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課・学校健康課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

勤務時間の適正化

の推進 

教職員が情熱をもっていきいきと働くことができるよう，管理職に対

するマネジメント研修や教職員のメンタルヘルスチェックなどを実施す

るとともに，自動音声応答による勤務時間外の連絡対応体制◆の円滑な

運用などにより教職員が児童生徒と向き合う時間を十分に確保しつつ，

出退勤時刻の管理に係る取組を推進するなどして，教職員一人一人に勤

務時間を意識した働き方を浸透させ，時間外在校等時間の削減◆を図り

ます。 

部活動については，教員の負担軽減を図るため，地域移行を含め適切

な運営のための在り方等について検討◆を進めます。 

さらに，時間外在校等時間が多くなる要因について分析し，改善のた

めの方法について検討するなど，教育課程編制の研究及び検討◆を進め

ることで，教職員の勤務時間の適正化を推進します。 

 

 

 

○ 業務の効率化と勤務時間を意識した働き方改革を推進します。４－(3)－①，② 

・ 業務の効率化の推進 
・ 出退勤時刻の管理を通した勤務時間の適性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校が取り組むこと 
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基本目標５ 

地域とともにある学校づくりを進める 

目指す姿 

(1) 学校や地域学校園は，「小中一貫教育・地域学校園」制度等の本市独

自の教育システムを有効に活用しながら，常に教育水準の向上に努め

ています。                      ⇒指標❶ 

 

(2) 学校は，校長のリーダーシップのもと，全教職員が協働し，地域の

教育力を生かした特色ある教育活動を展開しています。また，保護者

や地域の声を学校評価に生かし，学校経営の改善に努めています。 

                                                   ⇒指標❷ 

 

(3) 学校は，家庭や地域，幼児教育施設や企業等と連携を深めながら，目

標を共有し，よりよい児童生徒の育成に向けて取り組んでいます。 

 ⇒指標❸ 
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指 標 名 
現状 

2021(R3) 

目標 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 

❶「学校は『小中一貫教育・地

域学校園』の取組を行ってい

る」と回答した保護者，地域住

民の割合（%） 
〔うつのみや学校マネジメントシステム〕

87.0 88.2 89.4 90.6 91.8 93.0 

❷「学校は，家庭・地域・企業

等と連携・協力して，教育活動

や学校運営の充実を図ってい

る」と回答した保護者，地域住

民の割合（%） 
〔うつのみや学校マネジメントシステム〕

90.8 91.6 92.4 93.2 94.1 95.0 

❸児童と園児の交流と教職員

間の相互理解の活動等を実施

している学校の割合（%） 
〔幼・保・小連携事業の報告書〕 

50.7 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0 

 

 

 

指 標 
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基本目標５ 地域とともにある学校づくりを進める 

基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５－(1)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課・生涯学習課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

全小・中学校の教

育水準の向上 

各学校は，本計画の基本理念の具現化と基本目標達成のために取り組

むことを明示するとともに，年度毎に市教委が示す「指導の重点」※３や

各学校における重点項目を示した上で，「うつのみや学校マネジメントシ

ステム」を活用した学校運営の組織的・継続的な検証・改善を行うこと

で，教育活動の水準向上に努めます。 

さらに，「社会に開かれた教育課程」の実現をより推進するために，本

市独自の「小中一貫教育・地域学校園」制度，「魅力ある学校づくり地域

協議会」の取組を一層効果的なものにするとともに，コミュニティ・ス

クールの導入について検討◇ するなど，学校運営参画機能の強化を図り

ます。 

※１「うつのみや学校マネジメントシステム」 … 学校が，学校経営計画等に基づき実践した教育の成果を，

自己評価及び学校関係者評価を基に組織的・継続的に検証することにより，教育活動の充実と学校運営

の改善を図るためのもの。 

※２「コミュニティ・スクール」 … 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の５に示されてい

る「学校運営協議会制度」を導入した学校の通称。（学校運営協議会制度そのものも「コミュニティ・ス

クール」と呼ばれている。） 

※３「指導の重点」 … 市教委が，各学校で行った総合訪問や要請訪問の状況や全国学力・学習状況調査の

結果等から，本市における教育活動についての評価及び分析等を行い，改善のための指針を示すもの。 

 

  

 

 

 

 

 

 「小中一貫教育・地域学校園」制度や「魅力ある学校づくり地域協議会」，「うつのみやマ

ネジメントシステム」※1等の本市独自の教育システムを有効に活用し，全ての小・中学校に

おける教育活動の水準向上を図ります。 
また，地域とともにある学校づくりを一層推進するため，「コミュニティ・スクール」※２の

導入について検討します。  

(1)  全市的な学校運営・教育活動の充実 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【５－(1)－②】☞ 関係課＜学校教育課・生涯学習課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

地域の教育力を生

かした教育システ

ムの推進 

地域とともにある学校づくりの一層の充実を図るため，「魅力ある学校

づくり地域協議会」との連携により，地域の教育力を生かした学校教育

の充実と地域ぐるみの子育てによる家庭・地域の教育力向上の推進を図

るとともに，学校や地域，児童生徒が抱える問題に対して連携・協働し

た取組を推進します。 

また，放課後における児童の健やかな育成のため，「子どもの家」と「放

課後子ども教室」の二つの事業を一体的に実施し，地域，学校等と連携

して，児童が地域社会の中で心豊かに育まれる環境づくりを進めるため，

「宮っ子ステーション事業」※１の運営充実を図ります。 

※１「宮っ子ステーション事業」 … 放課後の安全・安心な子供の居場所として，留守家庭児童の遊びと生

活の場である「子どもの家（法人への指定管理により運営）」と全ての児童の体験や交流の場である「放

課後子ども教室（地域のボランティア団体への委託により運営）」を，市と各運営主体（法人・地域）が

連携・協力しながら運営する事業。 

 

 

 

 

○ 地域の教育力を生かした教育システムによる教育活動を推進します。５－(1)－①，② 

・ 「うつのみや学校マネジメントシステム」の活用 

・ 「魅力ある学校づくり地域協議会」の学校運営への参画の充実 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校が取り組むこと 
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基本目標５ 地域とともにある学校づくりを進める 

基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５－(2)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課・学校管理課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

特色ある学校づく

りの推進 

校長の裁量による創意工夫のある教育活動を実施し，活気あふれる，

特色のある学校づくりの推進を図るとともに，主体的・自律的な学校経

営を支援する「頑張る学校プロジェクト事業」※１を行います。 

また，「うつのみや学校マネジメントシステム」を活用し，特色ある教

育活動等を評価し，改善を図るとともに，評価の結果と改善方針をホー

ムページ等で公表します。 

※１「頑張る学校プロジェクト事業」 … 主体的・自律的な学校経営を支援するため，財務上の校長の裁量

拡大を目的として設けられたもの。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者や地域等から信頼される学校となるよう，児童生徒の実態や地域の特色を生かした

創意ある教育活動を展開するとともに，自己評価・学校関係者評価を積極的に活用して学校

経営の改善に努めます。 

また，小・中学校の教職員の連携を通して，地域学校園単位による教育活動の一層の充実

を図ります。 

(2)  主体性と独自性を生かした学校経営の推進 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【５－(2)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課・学校管理課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

地域学校園を生か

した学校運営の推

進 

教育ビジョンや運営全般について検討する運営会議の開催，小中一貫

教育推進主任〔園〕等による地域学校園全体のコーディネート，一人配置教

職員による研修，情報交換（「地域学校園事務室」※１の取組を含む）〔園〕を

通して各地域学校園の教職員が互いに理解を深め合い，教育ビジョンや

最重点目標の達成に向けた教育活動〔園〕を実践します。その際，「うつの

みや学校マネジメントシステム全体アンケート」に地域学校園共通の項

目を設定するなどして指標を設け，最重点目標に係る取組状況を数値に

より客観的に評価することでＰＤＣＡサイクルの充実◇〔園〕 を図ります。 

また，地域学校園の取組を促進するため，「小中一貫の日」〔園〕を年間活

動計画に位置付け，運営会議や部会，分科会などの会議，合同研修会な

どに活用できるようにするとともに，「コロナ・リカバリープラン」◆ と

して，コロナ禍やその後においても，会議や研修会の効率的，効果的な

実施ができるよう，デジタル機器等の活用◆〔Ｇ〕を推進します。 

さらに，地域学校園事業交付金の活用による，各地域学校園や各小・

中学校の創意を生かした主体的な取組を推進します。 

※１「地域学校園事務室」 … 各校にほぼ１名ずつ配置されている事務職員が相互に支援し，学校事務の効

率化を図るための共同事務組織。 

 

 

 

○ 特色ある学校づくりを推進します。５－(2)－① 

・ 「頑張る学校プロジェクト事業」の実施 
 

○ 地域学校園を生かした学校運営の充実を図ります。５－(2)－② 

・ 一人配置教職員による連携の推進 

・ 地域学校園の最重点目標の達成に向けたＰＤＣＡサイクルの充実 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が取り組むこと 
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基本目標５ 地域とともにある学校づくりを進める 

基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５－(3)－①】 ☞ 関係課＜学校教育課・学校管理課・生涯学習課・教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

家庭・地域とのつ

ながりの強化 

学校，家庭，地域が課題や目標を共有し，つながりを強化するため，

「宮っ子ダイアリー」，「家庭の教育手帳」※１のほか，「学校デジタル連絡

ツール」◆〔G〕や学校ホームページ等のインターネットを活用した情報発

信の充実により，積極的な情報発信に努めます。 

また，「コロナ・リカバリープラン」◆として，コロナ禍やその後にお

いても，土曜授業の実施〔園〕，「街の先生活動事業」※２の推進など，地域の

教育力を活用した教育活動〔園〕を展開するとともに，「魅力ある学校づく

り地域協議会」との連携を強化し，学校の教育活動の一層の充実を図り

ます。 

※１「家庭の教育手帳」 … 小・中学生をもつ保護者の方々が，家庭教育の参考書として，また成長の記録

を残す手帳となるよう作成したもの。（令和３年度からデジタル版に移行）。 

※２「街の先生活動事業」 … 市が作成した「街の先生」登録者リストから各学校が依頼し，教育活動をお

手伝いいただくもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校が，家庭・地域・企業等とのつながりを深めながら，課題や目標を共有し，学校教育

活動の充実のための取組を進めるとともに，地域の教育資源を活用できる体制づくりを促進

します。 

(3)  地域と連携・協働した学校づくりの推進 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【５－(3)－②】 ☞ 関係課＜学校教育課・教育企画課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

幼児教育施設と小

学校の教職員同士

の相互理解の深化 

子供の豊かな育ちを目指し，幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図

るため，市内の６９小学校区において，それぞれの実情に応じ，幼児と

児童の交流や教職員の相互理解を深める「幼・保・小連携事業」を推進

します。 

加えて，各施設と小学校のつながりや地域学校園の枠組みなどを考慮

〔園〕しながら，幼児教育施設と小学校の合同研修会◆を実施するとともに，

幼児教育施設と小学校の連携に係る好事例やポイントをまとめた事例集

◆等を作成し，活用することにより，全市的な連携の強化を図ります。 

 

【５－(3)－③】 ☞ 関係課＜教育企画課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

企業との連携強化 

学校における教育活動の一層の充実を図るため， 「ＣＳＲ学校応援ハ

ンドブック」※１の活用や，学校応援制度等による企業との連携事業を推

進します。 

※１「ＣＳＲ学校応援ハンドブック」 … 企業がＣＳＲ（Corporate Social Responsibility：企業の社会

的責任）に基づいた学校教育等への応援をスムーズに行えるように，学校等への支援の手続きなどについ

てまとめたもの。 

 

 

 

 

○ 家庭・地域等とのつながりを強化します。５－(3)－①，② 

・ 家庭や地域への積極的な情報発信と相互理解の推進 
・ 「街の先生活動事業」の推進 
・ 「魅力ある学校づくり地域協議会」との連携強化 
・ 幼児教育施設と小学校の連携強化 

  

学校が取り組むこと 
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基本目標６ 

新しい時代にふさわしい教育環境を整える

目指す姿 

(1) よりよい教育環境の確保を図りながら，生活様式の変化への対応やバリ

アフリー化の推進，脱炭素社会の実現など，多様化する社会的ニーズにも

配慮された学校施設で，児童生徒をはじめ，利用者が安全・快適に過ごし

ています。                      ⇒指標❶・➋ 

 

(2) １人１台端末の活用や校務のデジタル化の推進に向けた環境が整備され

ています。                          ⇒指標❸ 
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指 標 名 
現状 

2021(R3) 

目標 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 

❶「学校は，利用する人の安全に

配慮した環境づくりに努めてい

る」と回答した保護者，地域住

民，教職員の割合（%） 
〔うつのみや学校マネジメントシステム〕 

92.0 93.0 93.5 94.0 94.5 95.0 

➋校舎及び体育館のトイレの洋式

化率※(%) 

[括弧内は学校トイレ全体の洋式化率※] 
〔学校管理課調べ〕 

70.0 

[64.5] 

78.0 

[71.7] 

83.0 

[76.3] 

87.7 

[80.5] 

92.6 

[84.9] 

100.0 

[91.6] 

❸「コンピュータなどのデジタル機

器やネットワークの点から，授業

（授業準備も含む）を行うための準

備ができている」と回答した教職員

の割合（%） 
〔うつのみや学校マネジメントシステム 〕 

88.0 89.0 90.0 91.0 92.0 93.0 

※ 各学校の洋式化完了済のトイレには，長寿命化改修による洋式化を実施中の校舎トイレも含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指 標 
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基本目標６ 新しい時代にふさわしい教育環境を整える 

基本施策 

 

 

     

 

 

 

 

【６－(1)－①】☞ 関係課＜学校管理課・学校健康課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

安全で快適な学校

づくりの推進 

児童生徒が安心して学校生活を送ることができるよう，安全性の確保

や，機能性の向上を図るため，既存の学校施設の長寿命化改修を基本と

した老朽化対策を計画的に実施するなど，よりよい教育環境の確保を推

進します。 

また併せて，児童生徒や教職員の健康を守る空調設備の更新・整備◆や

脱炭素社会の実現に向け，市全体で進めている公共施設のＺＥＢ化※１の

一環となるＬＥＤ照明の導入による学校施設の省エネルギー化◆など，

多様化する社会的ニーズにも配慮するとともに，生活様式の変化に伴う

影響が大きいトイレの洋式化◇については優先的に個別改修に取り組む

など，環境改善を図ります。 

※１「ＺＥＢ化」 … Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称。快適な室内

環境を実現しながら，建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指す取組のこ

と。 

 

【６－(1)－②】☞ 関係課＜学校管理課＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

地域の防災施設と

しての環境整備の

推進 

地震や集中豪雨などによる災害が全国的に発生しており，学校施設の

防災施設としての役割が大きくなっていることから，災害発生時も防災

機能を確保できるよう，引き続き，窓ガラスの飛散防止対策など，安全・

安心な地域の避難所としての防災機能強化について防災部局と連携して

検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

児童生徒はもとより，学校を利用する全ての人が安全で快適に過ごすことができるよう，

学校施設・設備の整備を進め，よりよい教育環境の充実を図ります。 

(1)  安全で快適な学校施設整備の推進 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【６－(1)－③】☞ 関係課＜学校管理課・教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

学校のバリアフリ

ー化の推進 

身体に障がいのある児童生徒に，安全で快適な教育環境を保障するた

め，該当児童生徒の転入学時や，大規模な施設の改修や改築などに併せ

て，スロープの設置による段差解消や多目的トイレの設置など，バリア

フリー化の整備に努めます。 

 

 

 

 

○ 日常的な施設点検を通して，適切な維持管理を推進します。６－(1)－① 

・ 安全点検の実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校が取り組むこと 
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基本目標６ 新しい時代にふさわしい教育環境を整える 

基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６－(2)－①】 ☞ 関係課＜学校管理課・教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

デジタル環境の整

備と充実 

児童生徒が，安全・快適に１人１台端末で学習用クラウドサービス◆〔G〕

を活用し，学習を充実することができるよう「宇都宮市学校デジタル化

推進基本計画（第３次宇都宮市学校ＩＣＴ化推進基本計画）」に基づき，

校内の高速通信ネットワーク◆〔G〕をはじめとする１人１台端末の利用環

境を整えます。また，教育データの利活用◆〔G〕を推進する基盤を整えま

す。 

 

 

【６－(2)－②】 ☞ 関係課＜学校管理課・学校教育課・教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

重 点 

校務のデジタル化

推進 

教職員が，事務負担の軽減や情報の共有化を図れるよう，クラウドサ

ービスを基盤とするデジタルを活用した教育環境の充実◆〔G〕を図りま

す。  

また，新たに導入した教職員人事管理システム◆〔G〕や学校デジタル連

絡ツール◆〔G〕，学校マネジメントシステムに係るｗｅｂアンケート◆〔G〕等

を活用するとともに，機能を拡充した統合型校務支援システム◆〔G〕の利

用を促進し，学校事務の効率化，事務処理の標準化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

教育活動を通して情報化社会で生きるために必要な資質・能力を育むため，１人１台端末

を活用できるようデジタル環境を整備し，ＧＩＧＡスクール構想や学校のデジタル化，ＤＸ

（デジタルトランスフォーメーション）を推進するとともに，児童生徒の主体的な学びをサ

ポートするため，学校図書館の学習・情報センターとしての機能の充実を図ります。 

また，教職員の業務の負担軽減を図るため，学校事務のデジタル化を推進します。 

(2)  学校のデジタル化推進 

各施策・事業の展開 
◆は新規事業，◇は拡充事業，〔G〕は GIGA ｽｸｰﾙとの関連，〔園〕は小中一貫教育・地域学校園制度との関連 
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【６－(2)－③】 ☞ 関係課＜学校教育課・学校管理課・教育センター＞ 

施策・事業名 施策・事業の目的と内容 

学校図書館の学習 

・情報センターと 

しての機能充実 

児童生徒が，課題の発見・解決のために必要な資料や情報の収集・選

択に進んで取り組むなど，各教科等の授業において学校図書館を利活用

した主体的な学習ができるよう，資料として活用できる図書を充実させ

るとともに，デジタル環境や，学習に必要なスペース及び備品など，学

習・情報センターとして適した環境について指針を作成し，これにより

整備を推進します。 

 

 

 

○ デジタル環境を有効に活用します。６－(2)－② 

・ 校務の効率化，情報の共有化に向けたシステムやツールの積極的活用 

○ 学校図書館の学習・情報センターとしての機能の充実を図ります。６－(2)－③ 

・ 図書資料の充実 

・ 学校図書館の環境整備の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が取り組むこと 
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 第７章 計画の推進にあたって 

 

   

  計画の実現にあたっては，ＰＬＡＮ「計画」－ＤＯ「実施」－ＣＨＥＣＫ「評価」－ＡＣＴＩ

ＯＮ「見直し」のサイクルで施策・事業を推進することが重要です。 

  そこで，以下により，進捗状況を管理するなどしながら，計画の実効性を高めていきます。 

 

〇 各基本目標において「目指す姿」を設定し，その指標に補足指標を加えることによ

り，各目標の達成状況を多面的に評価できるようにします。   

〇 国，県の動向との関わりが深い施策・事業の実現のために，積極的に本市の考え方

を要望していきます。 

 

  また，本計画の推進にあたっては，指標等を活用して成果と課題を検証し進行管理するとと

もに，学識経験者や保護者代表を含む様々な立場の方から広く意見を聴く，「学校教育推進懇談

会」を毎年度開催し，施策・事業の改善などを適宜検討します。 

  本計画を着実に推進することで，本市学校教育の充実を図るとともに，本市学校教育の特徴

やよさを，内外や幅広い世代にＰＲすることで，理解促進を図っていきます。 

   

 

 

  計画の実現にあたっては，「第６次宇都宮市総合計画改定基本計画」等の諸計画との関連を図

りながら，施策・事業を確実に展開する必要があり，本計画においては，「第６次宇都宮市総合

計画改定基本計画」の中で本市が目指す「スーパースマートシティ」の実現に向け，その原動

力となる「人」づくりを一層推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，以下に示す，第４章において本計画との関係を整理した計画や制度等については，本

計画と一体的に取組を進めることで，計画の実効性を高めていきます。 

 

１ 計画の進捗状況管理と実効性の向上                 

２ 本計画と関連する計画や制度について                 

「スーパースマートシティ」

の構成イメージ 
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制度導入，検証・見直し 

本市においては，小学校から中学校への進学時に学習内容が難しくなることなどにより，

学習や学校生活にうまく適応できない生徒が見られるなど，いわゆる中１ギャップが明らか

になってきたため，平成１９年度に「学校教育制度基本計画」を策定し，義務教育９年間を

一体として捉え，児童生徒の発達の段階に応じた系統的な指導により，全ての児童生徒の学

力保障と学校生活適応を目指す「小中一貫教育・地域学校園」制度を，下の三つを基本的な

制度設計として実施することとしました。 

○ 小・中学校を組み合わせた２５地域学校園を設定 

NO 中学校 小学校 NO 中学校 小学校 

１ 一条 西 西原 宮の原 14 国本 国本中央 国本西 晃宝 

２ 陽北 東 錦 豊郷南 15 城山 城山中央 城山西 城山東 

３ 旭 中央 簗瀬 城東 16 晃陽 富屋 篠井 

４ 陽南 陽南 緑が丘 横川西 陽光  17 姿川 姿川中央 姿川第一 

５ 陽西 桜 宝木 18 雀宮 雀宮中央 雀宮東 雀宮南 

６ 星が丘 戸祭 昭和 上戸祭 19 鬼怒 御幸 平石中央 平石北 御幸が原 

７ 陽東 峰 石井 陽東 20 宝木 細谷 西が岡 

８ 泉が丘 今泉 泉が丘 21 若松原 五代 新田 

９ 宮の原 富士見 明保 姿川第二  22 上河内 上河内東 上河内西 上河内中央 

10 清原 
清原中央 清原南 清原北 清原東 
ゆいの杜 23 古里 白沢 岡本北 

11 横川 横川中央 横川東 24 田原 田原 田原西 

12 瑞穂野 瑞穂野北 瑞穂野南 瑞穂台 25 河内 岡本 岡本西 

13 豊郷 豊郷中央 豊郷北 海道 網掛けは制度導入時のモデル地域学校園（H22･23） 

   ○ 既存の学校施設を活用した施設分離型で実施 

   ○ 本市独自の４・３・２制カリキュラムの編成 

 

 

 

平成２４年度には制度を全市に導入し，全市一斉の取組と各地域学校園独自の活動をほぼ

円滑に進められましたが，制度実施に伴う教職員の業務増加により多忙化が進むなどの状況

も見られたため，平成２６年度までに制度の検証・見直しを行い，平成２７年度より，新た

な四つの基本方針に基づく持続可能な制度として推進しました。また，その後は，小学校か

ら中学校，中学校から小学校への乗り入れ授業の地域学校園裁量化や，本市独自に授業時数

を増加させる教科の縮減など，取組の見直しを適宜行ってきました。 

本制度の全市実施１０年目である令和３年度には，これまでの成果と課題について検証す

るとともに，国の教育施策の動向等を踏まえて各取組の方向性を検討した上で，「第２次宇都

宮市学校教育推進計画後期計画」との関係を整理し，令和５年度より，見直し後の制度を実

施することとしました。 

⑴ 「小中一貫教育・地域学校園」制度について                 

「小中一貫教育・地域学校園」制度の経緯 

【学びの基礎をつくる】         【学びを広げる】    【自分らしい学びを深める】 

小 小小小 中小小 中中

基礎期 活用期 発展期 
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現行制度の総括 

制度における取組は各地域学校園において着実に実施され，小・中学校の連携による義務

教育９年間を通した系統的な指導や地域の教育資源を活用した特色ある教育活動が推進され，

次のような成果が見られました。 

 学力保障   

小・中学校が連携して学力向上を目指す取組が定着し，義務教育修了段階において指導の

成果が顕著であるとともに，特に教科等横断的教育活動において４（基礎期）・３（活用期）・

２（発展期）の各期のまとまりを生かした指導が効果的に行われました。 

 学校生活適応  

生活のきまり等の小・中学校が連携した指導により中１生徒の中学校生活への適応が図ら

れたとともに，小・中学生の交流等により中学校進学への不安軽減が図られ，中１ギャップ

の解消に一定の成果が見られました。 

 教職員の相互理解  

乗り入れ授業により相互理解が図られたとともに，「小中一貫の日」を活用した会議にお

ける情報交換が計画的に実施されました。 

 地域の教育力の活用  

地域の教育力を生かした教育活動が推進され，小・中学生の地域行事への参加等により，

社会性や地域への愛着が育まれました。 

 本制度における組織を生かした取組  

一人配置職員の連携が図られ，業務負担の軽減やＯＪＴの推進に効果的であったととも

に，小・中学校が連携を図る各取組に地域学校園の枠組みが生かされ，有効でした。 

 

見直しの方向性 

現行制度の検証の趣旨，国の教育施策の動向を踏まえ，これまでの成果を生かすとともに

課題の解決を図るため，次の三つを見直しの方向性として設定しました。 

「第２次宇都宮市学校教育推進計画」との関係整理  

本制度を「第２次宇都宮市学校教育推進計画」の基盤として位置付ける旨を明確化し，

本制度で実施してきた各取組を推進計画の施策・事業として設定する。 

 義務教育９年間の指導の系統性と学びのつながりの強化   

【４・３・２の三期に係る考え方や取組の一層の明確化】 

各地域学校園が目指す児童生徒像や取組の重点を明確にした上で，計画の立案，実施に

加えて評価，改善を着実に実施するなどの「カリキュラム・マネジメント」を推進する。 

【教職員の相互理解による指導改善の一層の推進】 

乗り入れ授業や授業参観，合同授業研究会などによる相互理解の取組を，課題解決に向

けた実践や教職員の指導力向上につなげる。 

【幼児教育と小学校教育の接続の推進】 

小学校の児童と幼児の交流，教職員の情報交換等を一層効果的に推進するため，地域学

校園の枠組みなど，本制度の有効な活用について検討する。 

 ＩＣＴの活用推進   

ＧＩＧＡスクール構想により整備した端末及び通信環境等を活用し，小・中学生の交流

活動や小・中学校の教員による合同授業研究会，会議等を効率的に実施できるよう，オン

ラインによる実施を取り入れる。 

制度検証の総括と見直しの方向性 
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  見直し後の制度については，「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」と一体化を図り，

令和５年度より実施します。具体的には，前述の「見直しの方向性」に基づき，「小中一貫教育・

地域学校園」制度を「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」の基盤として位置付け，一

体化を図ることを明確化した目的，全体構想に改めるとともに，各取組を推進計画の施策・事

業として位置付けることにより，より効果的に実施できるようにします。 

 

目的 

２５の地域学校園における，義務教育９年間を通した系統的な指導と地域の教育力を生か

した特色ある教育活動などにより，本市学校教育の充実に資する 
 

全体構想 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見直し後の「小中一貫教育・地域学校園」制度 

本市学校教育の充実 

各小・中学校  
魅力ある学校づくり 

地域協議会 

地域学校園 

小中一貫教育 

 小 学 校  小 学 校 

 中 学 校 

 商店・農家等 
企業・事業所等 

生涯 
学習 
センター 

地域の自然環境 
地域の伝統文化 

街の先生 
ボランティア団体等 

ＮＰＯ等 
総合型 
地域スポーツ 
クラブ等 

地域各種 
施設 
（図書館・ 

美術館等） 
大学等 

高等学校等 

子ども会 
育成会等 

幼児教育施設 
まちづくり組織 
・自治会等  PTA 宮っ子 

ステーション 

・誰もが安心して学べ，活力にあふれる学校の創造       
・自信と志をもち，ともに支え合いながら未来を担う宮っ子の育成 

成
長
し
続
け
る
た
め
の
基
盤
を
培
う 

基本目標１ 

基本理念 

教
職
員
が
い
き
い
き
と
勤
務

で
き
る
環
境
を
整
え
，
信
頼

さ
れ
る
教
職
員
を
育
て
る 

基本目標４ 

中学校と小学校の組み合わせである２５の地域学校園を設定 

義務教育９年間に４・３・２の「基礎期」「活用期」「発展期」を設定 

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り 

を
進
め
る 

基本目標５ 基本目標２ 

未
来
を
生
き
抜
く
力
を
養
う 

 

児
童
生
徒
の
様
々
な
状
況
に 

応
じ
た
指
導
・
支
援
を
行
う 

 

基本目標３ 

・義務教育９年間を通した系統的な指導（学力保障，学校生活適応） 

・地域の教育力を生かした特色ある教育活動 

新しい時代にふさわしい教育環境を整える 基本目標６ 

第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画 
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組織・体制 

○ 運営会議（中学校長，各小学校長，地域学校園事務室長，小中一貫教育推進主任） 

○ 部会（「学力向上」「学校生活適応支援」「各教科等部会」など地域学校園の裁量） 

○ 分科会（養護教諭，学校栄養士，学校図書館司書，かがやきルーム指導員 等） 

○ 地域学校園事務室  
 

各地域学校園における計画・評価 

○ 教育ビジョン（地域学校園全体で目指す中・長期的なテーマ） 

○ 最重点目標（各重点目標のうち，最も力を入れて取り組む目標） 

○ 各分野の重点目標（特に力を入れて解決すべき分野別の目標） 

○ 指標（学校マネジメントシステムや学力調査等を活用して設定し，目標の達成状況を

評価する） 
 
「小中一貫教育・地域学校園」制度の取組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校１年生から外国語に親しめるよう，

国の標準時数より授業時数を増加させて実

施する。 

全ての児童生徒に学習内容を確実に習得

させるため，４・３・２の各期のまとまりを

生かすなどし，スモールステップによるきめ

細かな指導を充実させる。 

小４の国語や小６の「宇都宮学」などにお

いて，「百人一首」と本市の関りを学ぶ学習

や，「百人一首」の体験学習などを行う。 

郷土への愛情や誇りを育めるよう，小３・

４の社会科，小５～中３の総合的な学習の時

間等において，独自に作成した副読本を活用

するなどし，郷土宇都宮の歴史や伝統文化，

産業などについての体系的な学習を行う。 

各教科等のカリキュラム 

小学校低学年の外国語活動 

郷土について学ぶ「宇都宮学」 

本市ゆかりの古典「百人一首」に親しむ学習 

 ・ ４（基礎期）・３（活用期）・２（発展期）の各期のまとまりを生かすなどし，義務教育

９年間の系統的な指導の充実を図る。 

・ 各地域学校園の児童生徒の実態等に応じて設定する「最重点目標」（下の五つの内容以

外からの設定も可）に基づき，各期の終わりの児童生徒の状況を，学力調査等を活用して

設定した指標により評価し，次年度の取組の改善につなげるＰＤＣＡサイクルを推進し，

カリキュラム・マネジメントの充実を図る。 

・ 本市独自の特色ある教育活動を推進する。 

① ９年間の系統性を生かした「小中一貫教育カリキュラム」の実施 

 社会や地域との関わりを重視しながら，教

科等横断的に学習することで，社会人として

の基盤となる力，豊かな心，健康・体力など，

生きる力を身に付けられるようにする。 

教科等横断的教育活動 

 学級活動を核とした義務教育９年間の

系統的な教育や，様々な教育活動におけ

る体験活動の意図的・計画的な実施など

を推進する。 

宮・未来キャリア教育 

 道徳科の授業を核として，体験活動や

認め励ます教育，たくましさの涵養など

を関連付けた意図的・計画的な指導など

を推進する。 

宮っ子心の教育 

「体力向上」「保健教育」「食育」「安全

教育」を一体的に推進する。 

元気アップ教育 
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小学校と幼児教育施設との連携 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 小学校６年生の進学先中学校訪問 ② 小学校高学年における教科担任制 

教員の専門性等を生かした指導により教科

指導の充実を図るとともに，多くの教員によ

る児童の見取りを進められるよう，専科教員

の配置状況に応じた活用を図るとともに学級

担任による授業交換を推進する。 

小学校卒業を間近に控えた児童の中学校進

学への期待を高め，不安解消を図ることがで

きるよう，進学先中学校訪問を全市一斉の日

に実施し，学校生活についての説明や授業参

観，部活動見学などを行う。 

異学年児童生徒や他校との交流により，他者を思いやる心やコミュニケーションの育成，小学

生の中学校進学に向けた不安軽減を図るため，「合同あいさつ運動」や「地域学校園クリーン活

動」，「中学校文化祭への小学校６年生の参加」，「小学校運動会への中学生のボランティア参加」

などの活動を実施する。また，実施可能な地域学校園において小・中合同の冒険活動教室を行う。 

④ 小・中学生の交流活動 

各地域学校園の特色ある取組の推進とスケ

ジュール調整の効率化を図るため，年間活動

計画に地域学校園裁量の回数の「小中一貫の

日」を位置付け，会議や研修会等に活用する。 

小・中学校教職員の相互理解や指導の工夫・

改善を図るため，地域学校園の裁量により，

中学校の教員による小学校５・６年生の児童

に対する乗り入れ授業を実施する。 

 地域等との連携を図った学習活動や学校支援

を行うとともに，地域学校園の活性化を図るため，

地域の教育力を生かした教育活動を推進する。 

⑤ 「小中一貫の日」の設定 ⑥ 中学校教員の小学校への乗り入れ授業 

小中一貫教育の取組の共通理解や教職員の授業力向上，学習指導や児童生徒指導などの充実を

図ることを目的として，地域学校園の実態を踏まえながら連携した研修，研究を推進する。 

地域学校園教育ビジョンへの理解を深め，

実現に向けた取組を推進できるよう，全教職

員が参加した研修を年１回必ず実施する。 

 研究テーマを設定した上で，授業参観や授

業研究会，情報交換など，教職員一人一人の

授業力向上を目指した取組を推進する。 

校長，児童指導主任，生徒指導主事，事務

局指導主事等による連絡会を年２回実施し，

児童生徒指導に係る情報交換や取組の検討

などを行う。 

養護教諭，学校栄養士，学校図書館司書，

かがやきルーム指導員などによる情報交換，

研修，取組の共同実施などを行う。また，地

域学校園事務室における研修や取組を行う。 

⑦ 地域学校園教職員研修 

教職員合同研修会 授業力向上プロジェクト研究 

各地域学校園児童生徒指導強化連絡会 一人配置教職員による研修，情報交換 

 

地域の自然，文化，伝統などの高い価値をも

つ教育資源を有効に生かすとともに，地域人材

や団体等の協力・参画を得ながら，学校教育へ

の支援の充実，教育活動の活性化を図る。 地域の教育力を生かした教育活動を一層推

進するとともに，保護者や地域住民への授業公

開を通して学校の教育活動への理解を図るた

め，原則半日の土曜授業を全学級で実施す

る。なお，年間１０回を上限とし，このうち１回は

小・中学校それぞれの全市一斉実施日に行う。 

全ての小学校において，関係する幼稚園・

保育所・認定こども園等と円滑で確実な情報

交換を行えるような取組を推進する。 

地域と連携した教育活動 

⑧ 地域の教育力を生かした教育活動 

土曜授業の実施 

⑨ 「小中一貫教育推進主任」の設置 

各中学校の小中一貫教育推進主任は地域学校園全体のコーディネートを行う。 
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「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」と各取組の関係 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

(2) 情報社会と科学技術の進展に対応した教育の推進 

(3) 持続可能な社会の実現に向けた担い手を育む教育の推進 

(1) インクルーシブ教育システムの充実に向けた特別支援教育の推進 

(4) 多様な教育的ニーズへの対応の強化 (3) 外国人児童生徒等への適応支援の充実 

(3) 学校における働き方改革の推進 

(1) 安全で快適な学校施設整備の推進 

② 小学校高学年における教科担任制 

③ 小学校６年生の進学先中学校訪問 

④ 小・中学生の交流活動 

⑥ 中学校教員の小学校への乗り入れ授業 

基本目標４ 教職員がいきいきと勤務できる環境を整え，信頼される教職員を育てる 

基本目標１ 成長し続けるための基盤を培う 

基本目標２ 未来を生き抜く力を養う 

基本目標３ 児童生徒の様々な状況に応じた指導・支援を行う 

基本目標５ 地域とともにある学校づくりを進める 

 (1) 確かな学力を育む教育の推進 

(2) 豊かな心を育む教育の推進 
 

 (3) 健康で安全な生活を実現する力を育む教育の推進 

(4) 将来への希望と協働する力を育む教育の推進 

⑴ グローバル社会に主体的に向き合い，郷土愛を醸成する教育の推進 

① 小中一貫教育カリキュラムの実施 
〔各教科等における４・３・２制カリキュラム〕 

① 小中一貫教育カリキュラムの実施 

〔教科等横断的教育活動 宮っ子心の教育〕 
 

① 小中一貫教育カリキュラムの実施 
〔教科等横断的教育活動 宮・未来キャリア教育〕 
 

① 小中一貫教育カリキュラムの実施 

〔小学校低学年の外国語活動〕 
 

① 小中一貫教育カリキュラムの実施 

〔郷土について学ぶ「宇都宮学」〕 
 

① 小中一貫教育カリキュラムの実施〔本市 

ゆかりの古典「百人一首」に親しむ学習〕 
 

⑦ 地域学校園教職員研修 
〔教職員合同研修会〕 

⑦ 地域学校園教職員研修 
〔授業力向上プロジェクト研究〕 

⑦ 地域学校園教職員研修〔各地域学校園児童生徒指導強化連絡会〕 

① 小中一貫教育カリキュラムの実施〔教科等横断的教育活動 元気アップ教育〕 

⑦ 地域学校園教職員研修 

〔一人配置教職員による研修，情報交換〕 
⑤ 「小中一貫の日」の設定 
 

⑨ 小中一貫教育推進主任の設置 
 

⑧ 地域の教育力を生かした教育活動 
〔地域と連携した教育活動〕 

⑧ 地域の教育力を生かした 
教育活動〔土曜授業〕 

⑧ 地域の教育力を生かした教育活動 
〔小学校と幼児教育施設との連携〕 

基本目標６ 新しい時代にふさわしい教育環境を整える 

(2) いじめ・不登校対策の充実 

(1) 教職員の資質・能力の向上 

 (2) チーム力の向上 

(1) 全市的な学校運営・教育活動の充実 

(2) 主体性と独自性を生かした学校経営の推進 

(3) 地域と連携・協働した学校づくりの推進 

(2) 学校のデジタル化推進 
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ＧＩＧＡスクール構想とは 

  Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代を生きる子供たちには，「未来社会の創り手」となるべく，確かな

基礎学力を土台にした創造性を育む必要があります。そのため，一人一人の理解度・特性に対

して個別最適化され，居住地域による格差のない公平な学びの環境を構築することが必要です。 

このような中，１人１台端末の配備と高速大容量通信ネットワークを一体的に整備すること

により，多様な子供たちを誰一人取り残すことなく, 公正に個別最適化され,資質・能力を一層

確実に育成するとともに, これまでの教育実践と最先端のデジタルのベストミックスを図るこ

とにより,教師・児童生徒の力を最大限に引き出すことを目指すものが，「ＧＩＧＡスクール構

想」です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の推進に向けた主な環境整備 

  本市においては，令和３年度からの取組の開始にあたり，主に以下のような環境整備を行い

ました。 

〇 児童生徒１人１台端末の配備 

小・中学校の全児童生徒約４万人が使用する，Google Chrome OS を搭載した１人１台端

末を配備しました。また，各教室に教員用・予備用として２台配備しました。 

〇 高速大容量通信ネットワーク  

小・中学校９４校において，普通教室及び特別教室等に無線アクセスポイント及びイン

ターネット接続環境を整備しました。 

  〇 ＩＣＴ支援員の配置 

デジタルを活用した授業支援や校務支援，教職員へのデジタル研修，端末等の保守運用

管理などを行うＩＣＴ支援員を，地域学校園ごとに概ね１名，合計２５名配置しました。 

⑵ ＧＩＧＡスクール構想について 

≪ 全ての子供たちの可能性を引き出す,個別最適な学びと協働的な学びの実現≫ 

 ★ 一人一人の学習状況や学習方法等に応じた「個別最適な学び」 

⇒ デジタルを活用することで得られるデータを活用して，学習の状況をきめ細か

に把握・分析したり，個々の児童生徒に合った多様な方法で学んだりすることが

できるようになります。また，情報の探索，データの処理や視覚化，レポートの

作成や情報発信といった活動にデジタルを効果的に使うことで，学びの質が高ま

り，深い学びにつながっていくことが期待できます。 
★ 互いの意見や考えを交流しながら共に学ぶ「協働的な学び」 

  ⇒ デジタルの活用により，課題を解決する手段や方法について協働で作成・編集

等を行う活動や，多様な意見を共有しつつ合意形成を図る活動など，「協働的な学

び」を発展させることができます。また，デジタルを利用して空間的・時間的制

約を緩和することによって，遠隔地の専門家とつないだ授業，他の学校・地域や

海外との交流など，これまで実施が難しかった学習活動が可能になります。 
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ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本市におけるＧＩＧＡスクール構想の実現イメージ】 

  ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組は，始まったばかりであり，今後長期的な展望

をもって取組を進めていくことが必要です。 
 本計画の期間である令和５年度～９年度においては，主に以下の施策・事業に取り組むこ

とにより，ＧＩＧＡスクール構想を着実に推進するとともに，校務のデジタル化を進めなが

ら，教職員がいきいきと働くことができる環境づくりに努め，本市学校教育の一層の充実に

取り組んでいきます。 

〇 児童生徒１人１台端末の更なる活用の推進と環境整備 ・・・基本目標１・２・３・６ 

   ・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 
  ・１人１台端末を効果的に活用する授業づくりの研修の実施 

・スタディログ等による学習指導の工夫・改善 
  ・学習者用デジタル教科書（英語等）の効果的な活用 
  ・校内ネットワークの増強と次期端末の在り方についての検討 

〇 校務のデジタル化推進 ・・・基本目標４・６ 

 ・教職員人事管理システムの導入 

 ・統合型校務支援システムの拡充 

 ・学校デジタル連絡ツールの導入 
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  日本語指導が必要な帰国・外国人児童生徒数は，宇都宮市内においてはここ数年横ばい状態

にあるものの，多言語化，集住化・散在化の傾向にあります。外国人児童生徒等への日本語指

導については，「宇都宮市学校教育推進計画」の中で取り組んできました。また，平成２１年７

月策定の「宇都宮市外国人児童生徒教育推進計画」，平成２６年３月改定の「第２次宇都宮市外

国人児童生徒教育推進計画」において，本市に住む外国人児童生徒への日本語習得や生活適応

状況に応じた教育，外国人保護者が学校教育への理解を深めるための支援などの充実を図って

きたところです。さらに，平成３１年３月に策定した，多文化共生社会の実現に向けた施策・

事業を推進する「第３次宇都宮市国際化推進計画」において，新しい時代に対応するための取

組を示し，施策・事業を進めてまいりました。これまでの取組により，外国人児童生徒の日本

語や生活習慣の習得が着実に図られるなどの成果が見られています。 

国においては，グローバル社会の急速な進展等により，年々増加する外国人児童生徒への教

育の充実を図るため，平成３０年６月に閣議決定した「第３期教育振興基本計画」において，

今後５年間の教育施策として，日本語能力等の多様なニーズに丁寧に対応し，一人一人の子供

の能力・可能性を最大限に伸ばす教育を実現し，ライフステージ全体を通じて，多様な背景を

もつ人々のニーズに応じた教育機会を提供するという目標が示されました。また，令和元年６

月に「日本語教育の推進に関する法律」を公布・施行し，日本語教育推進法等における外国人

児童生徒等教育の位置付けを行ったところです。 

  「宇都宮市外国人児童生徒教育推進計画」については，計画策定当時の所期の目標を達成し

たことから，「第３次宇都宮市国際化推進計画」との連携は維持するものの，外国人児童生徒教

育のより一層の充実を図るため，今後は「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」の中で

一体的に取り扱うこととしました。 

 

  対象とする外国人児童生徒等とは，本市に在住する次の児童生徒とします。 

 

 

 

 

 

  本市全ての外国人児童生徒等が，将来，社会で自立し，もてる能力を発揮するためには，学

習や生活の上で必要となる日本語を確実に習得させるとともに，多様な他者と協働できる力等，

様々な資質・能力を育むことが必要不可欠です。 

  また，外国人児童生徒やその保護者が安心して生活することができるよう，日本人児童生徒

やその保護者が，異なる文化をもつ外国人への理解を深めていくための機会の充実に努めます。  

そのため，次の基本理念及び基本方針に基づく取組を推進し，外国人児童生徒教育の充実に

努めていきます。 

 

 

⑶ 宇都宮市外国人児童生徒教育推進計画について                 

○ 本市小・中学校に在籍する外国籍をもつ児童生徒 
○ 日本国籍をもつが，海外での長期生活等により日本語や生活適応指導が必要な児童生徒 
○ 次年度に小学校就学年齢となる外国籍をもつ子供 
○ 就学年齢であっても，学校に就学していない外国籍の子供 
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① 系統的な個別の指導計画等による個に応じた指導 

   小・中学校において，外国人児童生徒一人一人の状況に応じた個別の指導計画を作成し，

系統的な日本語指導や学習指導の充実に取り組みます。個別の指導計画及び指導記録をもと

に教職員が共通理解を図ることができるよう，総合訪問等の機会に授業を参観し，助言に努

めます。 

② 初期日本語指導教室（はばたき教室）の充実 

   来日間もない外国人児童生徒を集め，学校生活で最低限度必要な初期段階の日本語や学校

のきまりなどの指導を集中して行う初期日本語指導教室の充実により，学校での学習や生活

へ適応するための基盤となる態度や能力を身に付けさせます。 

③ 日本語指導者の効果的な派遣 

   外国人児童生徒の日本語習得や学校生活適応の状況に応じた日本語指導者を学校に派遣し，

学校の教員と連携して，授業中の説明や教科書に書かれた文章を理解できるまでの日本語能

力を身に付けさせます。 

④ 日本語習得状況等調査（ＤＬＡの導入）の定期的実施・分析 

   外国人児童生徒の小・中学校在籍数などについての調査を毎年実施するとともに，本市独

自に再構成した対話型アセスメント（ＤＬＡ）を活用することにより，児童生徒一人一人の

日本語習得状況を客観的に把握し，きめ細かな日本語指導に生かします。 

⑤ 日本語指導者研修の充実 

   学校に派遣している日本語指導者や日本語指導担当教員を対象とした県や市による年間３

回の研修会を通して，国や県などの調査による実態把握や，学校における児童生徒への日本

語指導における情報提供を行い，指導者の専門性の向上を図ります。 

   さらに，外国人児童生徒が在籍する学校の教員を，大学の内地留学や研修へ計画的に派遣

するなどして，人材の育成に努めます。 

 

 

 

 

⑥ 多文化共生についての啓発 

   小・中学校の社会科や宇都宮学等の授業，体験活動などを通して，外国人や外国人児童生

徒へ関心をもち，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる教育を推進しま

す。   

また，国際理解講座や国際理解・国際交流を促進する講座等を学校や保護者に周知し参加

促進を行うことにより，多文化共生意識の醸成を図っていきます。 

基本理念 

外国人児童生徒に自立して生きる力の基盤を育むとともに，安心して生活できるよう

支援します。 

基本方針１ 

外国人児童生徒等への指導を充実します。 

基本方針２ 

異なる文化をもつ児童生徒やその保護者が，互いの文化を受け入れていくことができるよう 

理解促進に努めます。 
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⑦ デジタルを活用した通訳翻訳支援 

   多言語化する外国人保護者に対して，学習や対人関係等の情報共有や共通理解を図ったり，

必要な書類の情報を保護者と共有したりするため，デジタルを活用した通訳翻訳の支援を行

います。 

⑧ 宇都宮市の小・中学校ガイドブックの配付 

   学校教育に関する情報を必要とする保護者に対して，ガイドブックを作成し，教育委員会

のホームページに掲載するとともに，学校管理課の窓口，初期日本語指導教室などの関係窓

口や学校，国際交流団体等に配付することを通して，保護者が必要としている情報提供の充

実を図ります。 

⑨ 外国人向け広報紙等の活用 

   外国人児童生徒・保護者へ配付し情報提供を行うため，国際交流団体が毎月発行している

外国人向け生活情報紙を，学校教育課が関係課等と連携しながら，教育情報システムに毎月

掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針３ 

外国人児童生徒の保護者が，学校教育に関する理解を深めるための支援を充実します。 

 
学校における外国人児童生徒教育の取組 

学
年
末
・
学
年
始
休
業
，
夏
季
休
業
中
の
日
本
語
指
導
委
託 

委託団体 

・多文化共生をテーマ
とした授業の実施 

・１人１台端末を活用
した通訳翻訳の実施 

初期段階  初期日本語指導教室 はばたき教室へ２か月の通級 
○母語と日本語による生活言語と学校のきまり 

初期段階  日本語指導講師 派遣 各学校における年間 70～105 時間の指導 

1 年目 
○母語と日本語による生活・学習言語と学校のきまり 

中期段階  日本語ボランティア 派遣 年間 70 回の指導 
２年目 

○日本語による生活・学習言語 

後期段階  日本語ボランティア 派遣 年間 35 回の指導 
３年目 

○日本語による生活・学習言語 

外国人児童生徒等 

「日本語指導講師」との連携 

外国人児童生徒の受入れ体制づくり 

学校 

継
続
し
て
実
施 

連携 

連携 

連携 

連携 

「日本語ボランティア」との連携 
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本市においてはこれまで，「第２次宇都宮市学校教育推進計画前期計画」を踏まえた，目指す児

童生徒の姿や各学校が共通して取り組む内容を，「第２次宇都宮市学校教育スタンダード」として

示すことにより，各学校における取組を推進し，本市が目指す学校教育の実現を図ってきました。 
 
-経緯- 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「宇都宮市学校教育スタンダード」の策定当初と比べ，「第２次宇都宮市学校教育スタンダード」

においては，「目指す姿」や「学校が取り組むこと」など，推進計画と共通の内容が多くなってい

ます。また，毎年度，教育委員会が作成している「指導の重点」も含め，三つの資料によって学校

が取り組むことを示している状況です。 
そのため，今後は，「第２次宇都宮市学校教育スタンダード」を「第２次宇都宮市学校教育推進

計画後期計画」と一体化させ，「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」において「学校が取

り組むこと」として示すことで，情報を集約して確実に周知し，取組を促進するとともに，学校

教育の充実に向けた「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」の活用を推進することとしま

した。 
また，５年間の中・長期的な目標及び取組を示す推進計画に加えて，年度などの短期的なスパ

ンで教育施策の動向や推進計画の進捗状況等を確認し，取組を推進することも必要であるため，

これまでに引き続き，毎年度，「指導の重点」を市教委が設定し，本市学校教育の充実に向けたＰ

ＤＣＡサイクルの推進を図ります。 
 
 
 

⑷ 宇都宮市学校教育スタンダードについて 

【宇都宮市学校教育スタンダード】 

本市が目指す児童生徒の姿を明確にした上で，本市の小・中学校の児童生徒に確実

に身に付けてほしい資質や能力を具体的な姿として分かりやすく示すとともに，全て

の小・中学校が共通に取り組むことや，その取組を充実させるための具体的な方策，実

践のポイントを明らかにするもの 
（平成１９年２月策定 平成２１年２月一部改訂 平成２４年２月改定） 

【第２次宇都宮市学校教育スタンダード】 

  平成３０年２月策定の「第２次宇都宮市学校教育推進計画前期計画」を踏まえ，「宇

都宮市学校教育スタンダード」の内容を見直し，推進計画の基本理念に基づく「目指す

児童生徒の姿」と「目指す学校の姿」を示すとともに，推進計画の施策・事業を踏まえ

て本市の小・中学校が取り組むことを明らかにするもの    （平成３１年２月策定） 

「第２次宇都宮市学校教育スタンダード」の見直しについて 
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-見直しのイメージ- 

令和４年度まで              令和５年度以降 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
「学校が取り組むこと」の項目については，全体像を把握することができるよう，Ｐ.１０８～

Ｐ.１１１に一覧化するとともに，第６章における各基本施策のページにも示しています。 
各学校において取組や教育活動を計画・実施する際には，項目と併せて，本冊子第６章の「施

策・事業の目的と内容」に示している各事業の具体的な展開を確認し，その内容を踏まえた上で，

検討することが重要となります。 
また，教育委員会が作成する諸計画の冊子や指導資料等，さらに，各年度の「指導の重点」を

活用することも大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２次宇都宮市学校教育推進計画 

前期計画 

第２次宇都宮市学校教育スタンダード 

○目指す児童生徒の姿・学校の姿 

・本市が特に大切にしたいこと 

○学校が取り組むこと 

スタンダードダイアリー 

各年度の指導の重点 

第２次宇都宮市学校教育推進計画

後期計画 

学校が取り組むこと 

○基本理念に基づく目指す姿，

各基本目標の目指す姿 

○各基本施策に基づく学校の取組 

宮っ子ダイアリー 

各年度の指導の重点 

中
・
長
期 

短
期 
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自信と志をもち，ともに支え合いながら未来を担う宮っ子 

目指す児童生徒の姿 

 

基本目標１  成長し続けるための基盤を培う         

目指す児童生徒の姿 

(1) 児童生徒は，主体的に学習に取り組み，周りの人たちと協力したり，デジタル機器を効果的

に活用したりすることなどを通して，確かな学力を身に付けています。 

(2) 児童生徒は，自己肯定感が高く，失敗や困難を乗り越えて挑戦し続けるたくましさをもって

います。また，思いやりやルールを守る心をもち，自他の生命や人権を尊重しています。 

(3) 児童生徒は，自ら考え行動し，心身ともに健康で安全な生活を送っています。 

(4) 児童生徒は，夢や目標をもち，自らの夢の実現に向けて努力しています。また，集団の中で

自分のよさを発揮し，他と協働しながら集団や社会に貢献できるよう努力しています。 

(1) 確かな学力を育む教育の推進   

○義務教育９年間の系統性を生かした指導の充実を 

図ります。（P.38） 

「『小中一貫教育カリキュラム』を活用した指導の工夫改善」 

「各期の終わりの児童生徒の状況を確認し，指導改善に 

取り組むＰＤＣＡサイクルの充実」 

「授業中の学習態度や家庭学習の習慣の指導」 

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた 

授業改善を推進します。（P.39） 

「『宇都宮モデル』を活用した授業改善の推進」 

「１人１台端末などのデジタル機器の効果的な活用」 

「教科等横断的な学習や探究的な学習の充実」 

「小学校高学年における教科担任制の推進」 

「習熟度別学習によるきめ細かな指導の充実」 

○教育データを活用した学習指導を推進します。

（P.40） 

「学力調査の結果などを活用したＰＤＣＡサイクルの構築」 

「ＡＩ型個別学習ドリルなどの学習履歴を活用した学習支援 

の充実」 

(2) 豊かな心を育む教育の推進   

○「宮っ子心の教育」を推進し，認め励ます教育， 

たくましさを涵養する教育などの充実を図ります。 

（P.43） 

「道徳的価値や生き方について考えを深める『道徳科』の 

授業の充実」 

「児童生徒のよさや努力を認め，励ます指導の充実」 

「目標を立てて挑戦し，困難を乗り越える教育活動の充実」 

○豊かな感性を育む機会の充実を図ります。（P.44） 

「文化・芸術活動や自然体験活動の推進」 

「読書活動の推進」 

－学校が取り組むこと－ 

(3) 健康で安全な生活を実現する力を育む教育の推進  
○｢元気アップ教育｣において体力向上を推進します。 

（P.46） 

「『元気っ子健康体力チェック』の実施と活用」 

「『うつのみや版ミニマム』の達成に向けた取組」 

「『うつのみや元気っ子チャレンジ』の活用による運動機会の 

創出」 

○「元気アップ教育」において学校保健を推進します。 
（P.47） 

「『歯の健康教室』の実施」  「『性教育サポート事業』の実施」 

「心の健康に関する教育の実施」 

○「元気アップ教育」において食育を推進します。 
（P.47） 

「給食の時間や教科等における食に関する指導の充実」 

「食文化の学習の推進」   「『お弁当の日』の実施」 

○「元気アップ教育」において学校安全を推進します。 
（P.48） 

「『不審者対応避難訓練』の実施」 

「『交通安全教室』の実施」 

「『災害を想定した避難訓練』の実施」 

(4) 将来への希望と協働する力を育む教育の推進   

○「宮・未来キャリア教育」を推進します。（P.49） 

「児童生徒による事業所等での体験活動（宮っ子チャレンジ 

ウィーク等）の実施」 

「『宮・未来キャリア・パスポート』の活用」 

「職業人や専門家等を講師とした出前授業の実施」 

○社会に参画し，協働する力を育む教育活動を推進し 

ます。（P.50） 

「学級活動，児童会・生徒会活動を基盤とした，主権者教育 

の充実」 

「『地域未来会議』の実施」（中学校） 

計画の推進に向けて小・中学校が取り組むこと 
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 ※ 全体の「目指す児童生徒の姿」，「目指す学校の姿」は，推進計画の基本理念に基づいています。 

※ 基本目標別の「目指す児童生徒の姿」，「目指す学校の姿」は，各基本目標の「目指す姿」と 

共通の内容です。 

※ 各取組の後に示したページに，取組と対応する「施策・事業の目的と内容」の詳細を記載してい

ますので，参照ください。 

 
目指す児童生徒の姿 

(1) 児童生徒は，英語を使って外国人とコミュニケーションを図る力や多様な文化を 

理解し，共生しようとする態度を身に付けているとともに，郷土・宇都宮や日本の

伝統・文化に愛情と誇りをもっています。 

(2) 児童生徒は，自律した情報の使い手になるために必要となる資質・能力を身に付け

ています。 

(3) 児童生徒は，少子高齢社会や人権，平和，環境等の現代的な諸課題に向き合い， 

解決を図ろうとする学習活動を通して，持続可能な社会の実現に向けて，主体的に

参加しようとする態度を身に付けています。 

(1) グローバル社会に主体的に向き合い，郷土愛を醸成する教育の推進   

○英語教育・国際理解教育の充実を図ります。（P.54） 

「英語によるやりとりを中心とした授業の推進」 

「ＡＬＴを活用した生きた英語に触れる機会の充実」 

「多様な文化に触れる学習の実施」 

○郷土への愛情を育む学習の充実を図ります。（P.55） 

「『宇都宮学』の指導の充実」 

「『百人一首』に親しむ学習の推進」 

 

(2) 情報社会と科学技術の進展に対応した教育の推進  

○情報活用能力を育む教育の充実を図ります。（P.56,57） 

「デジタル・シティズンシップ（情報モラル）を育む指導の推進」 

「プログラミング教育の推進」 

「１人１台端末の効果的な活用」 

「図書を活用して資料や情報を収集する学習の推進」 

「『ＮＩＥ』の推進」 

 

(3) 持続可能な社会の実現に向けた担い手を育む教育の推進   

○地域や社会，環境などについて考える教育活動を推進します。（P.58,59） 

「『地域未来会議』の実施」（中学校） 

「総合的な学習の時間などにおける地域や社会，環境等をテーマとした学習の推進」 

－学校が取り組むこと－ 

基本目標２  未来を生き抜く力を養う         
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誰もが安心して学べ，活力にあふれる学校 
目指す学校の姿 

 

基本目標３  児童生徒の様々な状況に応じた指導・支援を行う 

目指す学校の姿 

(1) 学校は，特別な支援を必要とする児童生徒の可能性を最大限伸ばすよう，個に応じた支援の充実

を図っています。  

(2) 学校は，いじめの根絶や不登校の未然防止に努めるなど，児童生徒が安心して過ごせる教育環境

を整えるとともに，家庭や地域，関係機関と連携・協力しながら，児童生徒の個々の状況に応じた

支援を行っています。 

(3) 学校は，外国人児童生徒等に対して，自立して生きる力の基盤を育むとともに，安心して生活で

きるよう支援しています。  

(4) 学校は，「性的マイノリティ」や家庭における虐待，貧困，ヤングケアラーなどに対し，関係機関

と連携・協力しながら，多様な教育的ニーズがある児童生徒の状況に応じた支援を行っています。 

(1) インクルーシブ教育システムの充実に向けた特別支援教育の推進   

○学校の組織的対応力の強化と支援体制の充実を図ります。（P.62） 

「校内支援委員会等における，ＩＣＦによる実態把握を基にした支援内容の検討と評価の計画的な実施」 

○児童生徒の特性や理解度に応じた個別最適な学びの実現を図ります。（P.63） 

「校内研修や啓発資料を基にした，１人１台端末の活用等による個に応じた指導の充実」 

(2) いじめ・不登校対策の充実  

○魅力にあふれ安心して過ごせる学校づくりを推進します。（P.64） 

「『いじめゼロ運動』の推進」    「児童生徒に寄り添ったきめ細かな学級経営の推進」 

「『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善の推進」 

「心身の健康の保持増進に係る体育・保健体育科や特別活動など，各教科等の指導の充実」 

「いじめアンケート調査やＱ－Ｕ等の活用による課題の早期発見・早期対応の実施」 

「スクールカウンセリングマネージャー等を中心とした組織的な教育相談体制の充実」 

○いじめの根絶に向けて，「各学校いじめ防止基本方針」に基づき，いじめの未然防止，早期発見，早期 

対応，組織的な対応に取り組みます。（P.65,66） 

 「いじめの未然防止・早期発見・早期対応・組織的な対応の推進」 

○不登校児童生徒の個々の状況に応じて，「学びの機会」を保障し，将来の社会的自立に向けた支援を行い 

ます。（P.65,66） 

「児童生徒の実態把握を踏まえた組織的・計画的な支援の実施」     「別室登校支援の充実」 

「連絡手段や学習支援のツールとしての１人１台端末活用の推進」     「児童生徒及び保護者への必要な情報提供」 

「適応支援教室やフリースクール等民間施設，関係機関等との連携強化」  

(3) 外国人児童生徒等への適応支援の充実  

○外国人児童生徒への指導とその保護者に対する支援の充実を図ります。（P.67,68） 

「外国人児童生徒の受入れ体制づくり」   「『日本語指導講師』との連携」   「１人１台端末を活用した通訳翻訳の実施」 

○外国人，外国人児童生徒への関心や理解を深める教育活動を推進します。（P.67） 

「多文化共生をテーマとした授業の充実」 

(4) 多様な教育的ニーズへの対応の強化  

○児童生徒指導の充実を図ります。（P.69） 

「児童生徒の規範意識の醸成」    「個に応じた継続的な指導」    「学校と家庭，地域，関係機関等との連携強化」 

「スクールソーシャルワーカーとの連携」     「スマホ・携帯電話等問題に対する取組の推進」 

○「性的マイノリティ」とされる児童生徒への対応に配慮します。（P.69） 

「『性的マイノリティ』に関する教職員の理解促進」  「学校生活の各場面における児童生徒一人一人の状況に応じた支援」 

○児童虐待，子供の貧困，ヤングケアラー対策を推進します。（P.70） 

「児童虐待や子供の貧困，ヤングケアラーが疑われる児童生徒の早期発見・早期対応」 

「制服等のリユース，リサイクルの促進」 

－学校が取り組むこと－ 
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目指す学校の姿 

(1) 教職員は，自己研鑽に努め，高い指導

力と専門性を身に付けるとともに，強

い使命感や情熱をもって日々の指導を

行い，児童生徒，保護者，地域の方々

から頼られる存在となっています。  

(2) 学校は，多様な専門性を有する学校ス

タッフを効果的に活用し，校長のリー

ダーシップのもと，全ての教職員が力

を発揮し，チームとして協力し合いな

がら指導にあたっています。 

(3) 学校は，デジタル機器を活用するなど

しながら，業務の効率化を進めていま

す。また，教職員は，児童生徒と向き

合う時間を確保し，心身ともに健康な

状態で職務を遂行しています。 

(1) 教職員の資質・能力の向上  

○教職員の授業力，学級経営力の向上を図り 

ます。（P.74） 

「校内研修の工夫」 

「校内でのＯＪＴによる実践研修の実施」 

「小学校高学年における教科担任制の推進」 

「教職員の自己研修の推進」 

「『地域学校園教職員研修』の実施」 

(2) チーム力の向上  

○多様なスタッフと連携します。（P.77） 
「専門性を有する支援スタッフの効果的活用」 

(3) 学校における働き方改革の推進  

○業務の効率化と勤務時間を意識した働き方

改革を推進します。（P.78,79） 

「業務の効率化の推進」 

「出退勤時刻の管理を通した勤務時間の適性化」 

－学校が取り組むこと－ 

目指す学校の姿 

(1) 学校や地域学校園は，「小中一貫教育・地域学

校園」制度等の本市独自の教育システムを有効

に活用しながら，常に教育水準の向上に努めて

います。  

(2) 学校は，校長のリーダーシップのもと，全教

職員が協働し，地域の教育力を生かした特色あ

る教育活動を展開しています。また，保護者や

地域の声を学校評価に生かし，学校経営の改善

に努めています。 

(3) 学校は，家庭や地域，幼児教育施設や企業等

と連携を深めながら，目標を共有し，よりよい

児童生徒の育成に向けて取り組んでいます。 

－学校が取り組むこと－ 

 
目指す学校の姿 

(1)よりよい教育環境の確保を図りな

がら，生活様式の変化への対応や

バリアフリー化の推進，脱炭素社

会の実現など，多様化する社会的

ニーズにも配慮された学校施設

で，児童生徒をはじめ，利用者が

安全・快適に過ごしています。  

(2)１人１台端末の活用や校務のデジ

タル化の推進に向けた環境が整備

されています。 

基本目標６  新しい時代にふさわしい教育環境を整える 

(1) 安全で快適な学校施設整備の推進    

○日常的な施設点検を通して，適切な維持管理を推進します。 

（P.90） 

「安全点検の実施」 

(2) 学校のデジタル化推進   

○デジタル環境を有効に活用します。（P.92） 

「校務の効率化，情報の共有化に向けたシステムやツールの積極的活用」 

○学校図書館の学習・情報センターとしての機能の充実を図り 

ます。（P.93） 

「図書資料の充実」   「学校図書館の環境整備の推進」 

－学校が取り組むこと－ 

基本目標４ 

教職員がいきいきと勤務できる環境 
を整え，信頼される教職員を育てる     

基本目標５  

地域とともにある学校づくりを進める   

(1) 全市的な学校運営・教育活動の充実   

○地域の教育力を生かした教育システムによる教育

活動を推進します。（P.82,83） 

「『うつのみや学校マネジメントシステム』の活用」 

「『魅力ある学校づくり地域協議会』の学校運営への参画 

の充実」 

(2) 主体性と独自性を生かした学校経営の推進   

○特色ある学校づくりを推進します。（P.84） 

「『頑張る学校プロジェクト事業』の実施」 

○地域学校園を生かした学校運営の充実を図ります。

（P.85） 

「一人配置教職員による連携の推進」 

「地域学校園の最重点目標の達成に向けたＰＤＣＡサイクル

の充実」 

(3) 地域と連携・協働した学校づくりの推進   

○家庭・地域等とのつながりを強化します。（P.86,87） 
「家庭や地域への積極的な情報発信と相互理解の推進」

「『街の先生活動事業』の推進」 

「『魅力ある学校づくり地域協議会』との連携強化」 

「幼児教育施設と小学校の連携強化」 
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(1) 児童生徒数・教職員数等の推移 

 

※ 各年とも５月１日現在       

※ 平成１９年３月３１日１市２町合併 

〔児童生徒数，学校・学級数等の推移〕 

表１ 宇都宮市立小・中学校の児童生徒数                 （人） 

年  度 Ｈ２３ Ｈ２９ Ｒ４ 

小学校児童数 ２８，２０６ ２７，９５１ ２６，５２０ 

中学校生徒数 １２，８６５ １３，２１８ １３，００９ 

児童生徒数 ４１，０７２ ４１，１６９ ３９，５２９ 

 

表２ 宇都宮市立小・中学校数及び学級数  

年  度 Ｈ２３ Ｈ２９ Ｒ４ 

小学校 

学校数 ６８校 ６８校 ６９校 

学級数 １，００９学級 １，０５０学級 １，０７２学級 

中学校 

学校数 ２５校 ２５校 ２５校 

学級数 ４３９学級 ４５４学級 ４６２学級 

     

表３ １校・１学級あたりの児童生徒数                  （人） 

年  度 Ｈ２３ Ｈ２９ Ｒ４ 

小学校 

学校あたり ４１４．８ ４１１．０ ３８４．３ 

学級あたり ２８．０ ２６．６ ２４．７ 

中学校 

学校あたり ５１４．６ ５２８．７ ５２０．４ 

学級あたり ２９．３ ２９．１ ２８．２ 

１  本市の小・中学校の現状              
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〔教員数の推移〕 

 

表４ 教員及び会計年度任用職員（非常勤講師等）数の推移           （人） 

年  度 Ｓ５９ Ｈ元 Ｈ７ Ｈ１３ Ｈ１８ Ｈ２３ Ｈ２９ Ｒ４ 

教員数（小） 1,429 1,403 1,306 1,184 1,219 1,510 1,563 1,490 

教員数（中） 819 873 798 678 711 854 873 841 

教員数合計 2,248 2,276 2,104 1,862 1,930 2,364 2,436 2,331 

県非常勤教育職員数 － － － 36 70 80 134 85 

市会計年度任用職員 

（指導助手）数 
－ － － 91 113 174 216 195 

会計年度任用職員（非

常勤講師等）数合計 
－ － － 127 183 254 350 280 

合   計 2,248 2,276 2,104 1,989 2,113 2,618 2,786 2,611 

 

表５ 教員及び会計年度任用職員（非常勤講師等）１人あたりの児童生徒数の推移 （人） 

年  度 Ｈ１８ Ｈ２３ Ｈ２９ Ｒ４ 

児童生徒数 １７．４ １５．９ １４．８ １５．１ 

（参考）市会任職（指

導助手）を除いた場合 
１８．４ １６．８ １６．０ １６．４ 

 

図１ 教員の年齢別分布（令和４年５月現在） 

 

 

 

 

図１ 教員の年齢別分布（平成２９年４月現在） 
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(2)  小・中学生の学校教育に関する意識について 

 

※ 令和３年度学習と生活についてのアンケート     

調査１２月実施（回答児童生徒３８，６３６人）より 

 

表６ 児童生徒の学習に関する意識等               肯定的回答率（％） 

 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

勉強が好きである 87.4 81.9 80.8 74.5 66.1 64.3 47.3 40.2 42.3 

学校の授業が分かる ― ― 92.1 93.6 92.8 94.1 85.7 81.3 82.4 

授業を集中して受けている ― ― 90.3 91.3 90.6 90.2 88.9 88.4 91.1 

学習していて，おもしろい，楽しい

と思うことがある 
79.9 81.4 92.6 92.3 89.9 90.5 87.6 84.1 85.8 

学習に対して，自分から進んで取

り組んでいる 
87.6 78.4 81.6 79.9 79.4 79.5 74.8 71.3 80.3 

グループなどでの話合いに自分か

ら進んで参加している 
86.0 80.6 79.1 78.7 78.4 80.9 80.3 80.3 83.0 

自分の考えを，根拠をあげながら

話すことができる 
― ― 66.1 65.5 63.6 69.4 68.9 71.4 76.1 

ものごとをいろいろな視点や立場

から考えている 
― ― 77.0 76.1 75.3 79.9 77.4 80.1 84.9 

インターネットやパソコンを利用

して学習に関する情報を得ている 
― ― 74.3 76.4 77.5 84.6 72.9 72.6 78.9 

調べたことをパソコンを使ってま

とめることができる 
― ― 64.7 76.8 84.8 90.2 86.7 86.0 86.2 

授業で習ったことを，自分なりに

分かりやすくノートなどにまとめ

ている 

86.2 81.3 77.9 78.0 78.0 78.6 78.6 75.6 74.9 

宿題はきちんとやり，期限までに

提出している 
96.3 96.2 90.2 90.9 89.2 89.5 83.7 84.3 87.3 

将来の進路や職業についての希望

をもって学習している 
― ― 81.9 79.5 76.0 76.5 67.6 68.2 80.4 

社会の出来事に関心があり，新聞

やテレビから情報を得ている 
― ― 70.3 73.7 71.3 79.6 75.5 74.5 79.6 
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社会で問題になっていることにつ

いて，どうすればよいか考えたこ

とがある 

― ― 69.4 69.2 69.6 74.3 68.1 66.1 73.9 

宇都宮市の「よさ」を紹介すること

ができる 
― ― 69.3 74.6 75.3 78.0 65.8 64.8 60.7 

いろいろな種類の本を読むことは

楽しい 
93.4 92.2 86.9 85.2 79.7 80.5 78.8 75.2 79.2 

平日の学習時間（塾等を含む） 49 分 49 分 53 分 55 分 67 分 75 分 81 分 80 分 145 分

休日の学習時間（塾等を含む） 40 分 38 分 47 分 50 分 62 分 73 分 92 分 89 分 166 分

平日の読書時間（漫画等を除く） 38 分 32 分 30 分 29 分 28 分 29 分 26 分 25 分 23 分 

休日の読書時間（漫画等を除く） 36 分 33 分 31 分 30 分 30 分 30 分 25 分 22 分 19 分 
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表７ 児童生徒の生活に関する意識等               肯定的回答率（％） 

 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

家の人にあいさつしている 90.2 91.2 92.3 95.1 93.4 94.6 94.2 93.4 93.4 

学校で，先生や友だちなどにあいさ

つしている 
91.5 91.6 90.8 93.2 93.9 94.7 97.1 97.0 97.3 

地域で，知っている人などにあいさ

つしている 
82.7 83.4 83.2 85.9 85.9 87.7 87.0 85.0 87.0 

学校のきまりやマナーを守っている 92.3 91.1 92.7 93.5 93.8 93.4 94.7 95.5 97.5 

社会生活のルールや公共の場所で

のマナーを守っている 
― ― 94.9 96.7 97.3 97.8 98.1 98.6 99.0 

時と場に応じた言葉づかいに気を付

けている 
89.8 86.6 87.5 88.5 86.3 85.7 95.0 96.4 97.0 

友だちの人権や気持ちを考えて行

動している 
― ― 91.8 93.4 93.3 94.8 96.3 96.7 97.8 

誰に対しても，思いやりの心をもって

接している 
94.0 91.3 89.5 90.7 89.0 90.3 91.4 93.1 93.9 

学校での役割や係の仕事に責任を

もって取り組んでいる 
― ― 90.9 91.5 91.6 92.1 92.2 92.7 93.8 

携帯電話やスマートフォンを使うとき

のルールを，家の人と決めている 
81.9 80.9 81.3 84.0 82.4 81.6 80.8 76.6 71.4 

平日の携帯電話やスマートフォンの

使用時間 
41 分 41 分 36 分 34 分 40 分 54 分 73 分 80 分 75 分 

休み時間や放課後，休日などに，自

分から進んで運動をしている 
76.9 73.8 76.6 77.2 72.4 66.5 63.6 62.4 54.7 

毎日，朝食を食べている 95.6 95.5 95.7 96.5 95.3 94.9 93.6 93.8 92.7 

交通事故にあわないよう，交通ルー

ルを守っている 
98.0 97.9 98.0 98.4 97.9 97.7 98.3 98.1 98.3 

平日に寝る時刻 21:01 21:06 21:15 21:26 21:43 22:03 22:40 23:02 23:40 

平日に起きる時刻 6:06 6:16 6:17 6:19 6:19 6:22 6:20 6:29 6:40 

将来の夢や目標をもっている 88.1 88.3 87.3 86.9 80.8 79.9 71.3 70.1 75.8 
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自分のよさを人のために生かしたい

と思う 
87.1 83.1 82.6 84.5 85.6 86.8 86.0 85.6 89.5 

自分やみんなのためになることは，

つらいことでもがまんしてやろうとして

いる 

― ― 83.8 83.8 82.0 85.1 84.6 84.8 86.1 

お年寄りに感謝の気持ちをもってい

る 
96.2 96.5 95.1 95.4 92.5 92.1 90.6 89.6 89.6 

先生は，自分のよいところやがんば

ったことを認めてくれる 
― ― 94.0 94.8 93.6 94.3 91.5 91.3 92.4 

好ききらいをしないで食べている 88.8 88.1 83.3 86.8 87.3 87.1 86.7 86.2 84.8 
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(3)  保護者・地域住民の学校教育に関する意識について 

 

※令和３年度うつのみや学校マネジメントシステム全体アンケート  
   調査１０～１２月実施（回答 保護者２２，４２６人 地域住民１，４３６人）より 

表８ 保護者・地域住民の学校教育に関する意識等            肯定的回答率（％） 

  保護者   地域住民 

児童生徒は，授業中，話をしっかりと聞いたり，発表したり

するなど，進んで学習に取り組んでいる。 
９１．３ － 

児童生徒は，誰に対しても，思いやりの心をもって優しく接

している 
９２．１ ９７．２ 

児童生徒は，きまりやマナーを守って，生活をしている ９３．０ ９７．９ 

児童生徒は，時と場に応じたあいさつをしている ８４．６ ９４．０ 

児童生徒は，夢や目標に向かってあきらめずに，粘り強く

取り組んでいる 
８０．０ － 

児童生徒は，健康や安全に気を付けて生活している ９１．７ ９６．４ 

児童生徒は，宇都宮のよさを知っている ６７．５ － 

児童生徒は，ＩＣＴ機器や図書等を学習に活用している ８０．５ － 

学校は，いじめ対策に熱心に取り組んでいる ８０．３ ９６．７ 

教職員は，不登校を生まないよう，一人一人の児童生徒を

大切にし，児童生徒がともに認め励まし合う学級経営を行

っている 

８８．６ － 

学校全体に活気があり，明るくいきいきとした雰囲気である ９１．９ ９９．１ 

教職員は，分かりやすい授業や一人一人へのきめ細かな

指導をしている 
８３．５ － 

学校は，「小中一貫教育・地域学校園」の取組を行ってい

る 
７９．８ ９４．１ 

学校は，家庭・地域・企業等と連携・協力して，教育活動

や学校運営の充実を図っている 
８６．０ ９５．６ 

学校は，利用する人の安全に配慮した環境づくりに努めて

いる 
９０．９ ９８．６ 
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(1) 学校教育推進懇談会の経過 

 

第１回 令和４年 ６月２８日 
・「第２次宇都宮市学校教育推進計画前期計

画」の評価について 

・後期計画策定の方向性について 

第２回 令和４年 ８月１７日 
・「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計

画」(骨子案)について 

第３回 令和４年１１月 １日 
・「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計

画」(素案)について 

 

(2) 学校教育推進懇談会委員（敬称略） 

 

 所  属 ・ 役 職 等 氏 名 備考 

１ 宇都宮大学教授 人見  久城 会 長 

２ 宇都宮大学准教授 白石  智子  

３ 宇都宮市ＰＴＡ連合会会長 福田  治久 副会長 

４ 宇都宮市自治会連合会役員 小池 惠一郎  

５ 宇都宮青年会議所理事長 永吉   準  

６ 公募委員 後藤  令子  

７ 公募委員 西園 多佳子 
 

８ 宇都宮地区幼稚園連合会会長 山﨑  英明 
 

９ 栃木県私立中学高等学校連合会代表 上野  栄一 
 

10 栃木県高等学校長会宇都宮支部長 前橋   均 
 

11 宇都宮市小学校長会代表 堀場  幸伸 
 

12 宇都宮市中学校長会代表 田中  芳浩 
 

 

２  計画策定の経過 



   

 

 

 

 

宮っ子の誓い 
 

わたしたちは、北関東の真ん中にふんばる「宇都宮っ子」， 

ともに輝く未来に向かって進みます。 
 

「宮っ子」は，きまりを守る素直な心持ってます。 

「宮っ子」は，よわい人をいたわる心持ってます。 

「宮っ子」は，美しいものを愛する心持ってます。 

「宮っ子」は，夢を抱いてやりぬく心持ってます。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画 

うつのみや“いきいき学校”プラン 

（令和４年度策定） 

発 行 ： 令和５年２月 

宇都宮市教育委員会事務局学校教育課 

         〒320-8540 宇都宮市旭１丁目１番５号               

         ＴＥＬ ０２８－６３２－２７２８ 

ＦＡＸ ０２８－６３９－０６１３ 

Ｅ－ｍａｉｌ u4602＠city.utsunomiya.tochigi.jp 
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